
備 考

令和3年4月名称
変更届出予定

同上

同上

同上

同上

同上

新
設
学
部
等
の
概
要

　理学療法学科
［Department of Physical
Therapy］

4 100 400 学士
（理学療法学）
［Bachelor of

Physical
Therapy］

平成14年4月
1年次

東京都豊島区東池袋二
丁目51番4号

健康ﾒﾃﾞｨｶﾙ学部
［Faculty of Health and
Medical Science］

　　人間文化専攻
［Human　Culture　Major］

4 170
（150）

 3年次
5

(0)

690
（600）

学士
（人間文化学）
［Bachelor of

Human Culture］

平成14年4月
1年次

　言語聴覚学科
［Department of
SpeechLanguageHearing
Therapy］

4 60 240 学士
（言語聴覚学）
［Bachelor of

SpeechLanguageHe
aring Therapy］

平成14年4月
1年次

　作業療法学科
［Department of Occupational
Therapy］

4 60 240 学士
（作業療法学）
［Bachelor of
Occupational
Therapy］

人文社会学部
［Faculty of Humanities and
Social Sciences］

　人間文化学科
［Department of Human
Culture］

平成18年4月
1年次

　観光経営学科
［Department of Tourism
Management］

4 118
（98）

 3年次
5

(0)

482
（392）

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

大 学 の 目 的
　帝京平成大学は、建学の精神に則り、広く知識を授け人格の陶冶を図るととも
に、深く専門の学術を教授・研究し、国際的視野に立って日本国の発展に貢献でき
る有為な人材を養成する。

新 設 学 部 等 の 目 的

　現代ライフ学部人間文化学科、観光経営学科は、近年の日本における外国人を取
り巻く環境の変化および中長期計画として掲げた「国際化の推進」及び「海外交流
の促進」を図るため、地域における大学の振興及び若者の雇用機会の創出による若
者の修学及び就業の促進に関する法律第13条第3号、本法施行令第5条第1項の除外規
定に基づき、外国人留学生に限定して特定地域内学部収容定員を増加させる。
　健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科は、スポーツ基本計画に基づき高まるス
ポーツ人材要請への社会的期待と、受験生からの高い進学需要にこたえるため、収
容定員にかかる学則変更を行い、収容定員の変更を行う。

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学士
（経営学）

［Bachelor of
business］

令和4年4月
1年次
3年次

　児童学科
［Department of Juvenile
Education］

4 200 800 学士
（児童学）

［Bachelor of
Child Studies］

令和4年4月
1年次
3年次

東京都中野区中野四丁
目21番2号

　経営学科
［Department of Business］

4 395  3年次
5

1590 学士
（経営学）

［Bachelor of
business］

令和3年4月
1年次
3年次

フ リ ガ ナ ﾃｲｷｮｳﾍｲｾｲﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称
帝京平成大学
(Teikyo Heisei University)

大 学 本 部 の 位 置 東京都豊島区東池袋二丁目51番4号

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾃｲｷｮｳﾍｲｾｲﾀﾞｲｶﾞｸ

設 置 者 学校法人　帝京平成大学

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄
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令和3年4月名称
変更届出予定

同上

同上

同上

同上

同上

同上

新
設
学
部
等
の
概
要

健康医療スポーツ学部
［Faculty of Health Care and
Medical Sports］

平成25年4月
1年次

千葉県市原市ちはら台
西6丁目19番

計 2638
(2518)

2年次
1

3年次
18

（8）

11071
(10571)

　看護学科
［Department of Nursing］

4 135 540 学士
（看護学）

［Bachelor of
Nursing

Science］

平成20年4月
1年次

　医療ｽﾎﾟｰﾂ学科
［Department of Medical
Sports］

4 270
（190）

1080
（760）

学士
（保健科学）
［Bachelor of

Health Science］

令和4年4月
1年次

　柔道整復学科
［Department of Judo
Physical Therapy］

4 60 240 学士
（柔道整復学）
［Bachelor of
Judo Therapy］

令和3年4月
1年次

千葉県市原市うるいど
南4丁目1番地上

　　作業療法学専攻
［Occupational Therapy
Major］

4 40 160 学士
（リハビリテー

ション学）
［Bachelor of
Rehabilitation

Therapy］

令和3年4月
1年次

　　理学療法学専攻
［Physical Therapy Major］

4 80 320 学士
（リハビリテー

ション学）
［Bachelor of
Rehabilitation

Therapy］

学士
（看護学）

［Bachelor of
Nursing

Science］

平成16年4月
1年次

東京都中野区中野四丁
目21番2号

　薬学科
［Department of
Pharmaceutical Sciences］

6 240 1440 学士
（薬学）

［Bachelor of
Pharmaceutical

Sciences］

平成18年4月
1年次

東京都中野区中野四丁
目21番2号

薬学部
［Faculty of Pharmaceutical
Sciences］

　リハビリテーション学科
［Department of
Rehabilitation］

77 2年次
1

3年次
1

313 学士
（栄養学）

［Bachelor of
Nutrition and
Dietetics］

平成18年4月
1年次

　心理学科
［Department of psychology］

4 116 464 学士
（心理学）

［Bachelor of
Psychology］

平成21年4月
1年次

東京都豊島区東池袋二
丁目51番4号

　鍼灸学科
［Department of Acupuncture
and Moxibustion］

4 89 3年次
1

358 学士
（保健科学）
［Bachelor of

Health Science］

平成21年4月
1年次

　柔道整復学科
［Department of Judo
Physical Therapy］

4 119 3年次
1

478 学士
（保健科学）
［Bachelor of

Health Science］

　看護学科
［Department of Nursing］

4 129 516

平成22年4月
1年次

ﾋｭｰﾏﾝｹｱ学部
［Faculty of Health Care］

　医療科学科
［Department of Medical
Course］

4 180 720 学士
（健康科学）
［Bachelor of

Health Science］

平成14年4月
1年次

同上

　健康栄養学科
［Department of Health and
Dietetics］

4
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通信教育課程

令和4年4月名称変更予定

現代ライフ学部→人文社会学部

健康メディカル学部

臨床心理学科→心理学科

新
設
学
部
等
の
概
要

(2) (0) (0)

令和3年4月名称
変更届出予定

令和3年4月名称
変更届出予定

75
人文社会学部人間文化学科

健康科学研究科健康科学専攻
2 0 0 0 2 0 0

7 4 16 2 29

(2) (0) (0) (0)

0 49

(11) (7) (10) (1) (29) (0) (49)
健康メディカル学部医療科学科

11 7 10 1 29

5 36

(6) (5) (5) (2) (18) (5) (36)
健康メディカル学部健康栄養学科

6 5 5 2 18

0 41

(5) (3) (4) (1) (13) (0) (41)
健康メディカル学部心理学科

5 3 4 1 13

0 61

(6) (0) (3) (1) (10) (0) (61)
健康メディカル学部言語聴覚学科

6 0 3 1 10

0 53

(4) (3) (4) (3) (14) (0) (53)
健康メディカル学部作業療法学科

4 3 4 3 14

0 61

(5) (7) (2) (2) (16) (0) (61)
健康メディカル学部理学療法学科

5 7 2 2 16

0 65

(7) (3) (3) (1) (14) (0) (65)
人文社会学部観光経営学科

7 3 3 1 14

0 59

(12) (14) (10) (1) (37) (0) (59)
人文社会学部児童学科

12 14 10 1 37

20 14 10 8 52

人 人

(7) (4) (16) (2) (29) (0) (75)
0

人 人 人 人 人

4 69

(7) (3) (4) (6) (20) (4) (69)
ヒューマンケア学部柔道整復学科

7 3 4 6 20

1 60

(6) (3) (3) (4) (16) (1) (60)
ヒューマンケア学部鍼灸学科

6 3 3 4 16

1 58

(36) (17) (8) (6) (67) (1) (58)
薬学部薬学科

36 17 8 6 67

0 21

(4) (3) (4) (5) (16) (0) (21)
健康医療スポーツ学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻

4 3 4 5 16

0 23

(2) (3) (5) (0) (10) (0) (23)
健康医療スポーツ学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻

2 3 5 0 10

17 2 36

(4) (3) (5) (5) (17) (2) (36)

1299

健康医療スポーツ学部柔道整復学科
4 3 5 5

3 27

(8) (8) (11) (7) (34) (3) (27)

38
健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科

21

(7) (6) (8) (6) (27) (6) (21)
健康医療スポーツ学部看護学科

7 6 8 6 27

8

合　　　　計
174 125 129 71 499

(3) (0) (2) (6) (3) （―）

3 0 6

(1) (2) (0) (0) (3) (0)

26 ―

(173) (124) (128) (70) (495) (26) （―）

6

3 2 0

(0) (1) (0) (2) (3) (2) (0)既

設

分

臨床心理センター
0 1 0 2

助産別科
1 2 0

(6)

計
1 3 0 2 6 3 ―

(1)

0

臨床心理学研究科臨床心理学専攻

23 ―

(172) (121) (128) (68) (489) (23) （―）
計

173 122 129 69 493

4

(6) (4) (2) (0) (12) (1) (4)

6 4 2 0 12 1

7 36

同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

帝京平成大学 大学院

　看護学研究科 看護学専攻 博士課程（3）（令和3年3月認可申請予定）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計

演習 実験・実習

470

0 69

(20) (14) (10) (8) (52) (0) (69)
人文社会学部経営学科
(通信教育課程含む）

平成17年度
1年次

東京都中野区中野四丁
目21番2号

計 220 1000

　経営学科
　（通信教育課程）
［Department of Business
（Correspondence Course）］

4 220 2年次
20

3年次
30

1000 学士
（経営学）

［Bachelor of
business］

　単位

計

　科目 　科目 　科目 　科目

教職センター
0 0 0 0 0 1 0

(0) (0) (0) (0) (0) (1) (0)

教

員

組

織

の

概

要

新

設

分

(7) (11) (11) (7) (36) (0) (47)

助手

ヒューマンケア学部看護学科
7 11 11

基本計画書ー3



大学全体

大学全体

大学全体（薬学部を除く）

薬学部

学
生
１
人
当
り
納
付
金

経
費
の
見
積
り
及
び
維
持
方
法
の
概
要

経費
の見
積り

経
費
の
見
積
り
及
び

維
持
方
法
の
概
要

経費
の見
積り

児童学科

(第5年次、第6
年次は薬学部）

大学全体

148,395千円 148,395千円 148,395千円 148,395千円

1,340千円 1,140千円 1,140千円 1,093千円

大学全体
図書費には、電子
ｼﾞｬｰﾅﾙ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ運
用ｺｽﾄ含む

71,200千円 71,200千円 71,200千円 71,200千円 71,200千円 71,200千円
共同研究費等

55,800千円 55,800千円 55,800千円 55,800千円

人文社会学部

1,340千円 1,140千円 1,140千円 1,133千円

169千円 169千円 169千円 169千円 169千円

268千円 268千円 268千円 268千円 268千円 268千円

595,000千円 595,000千円 595,000千円 595,000千円 595,000千円

148,395千円

助手

教員１
人当り
研究費

等

164 191

テニスコート、フットサルコート等

教授

准教授

講師

547千円 547千円 547千円 547千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

547千円 547千円

体育館
面積

70千円 70千円 70千円 70千円 70千円 70千円

169千円

27

1,100千円

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

人間文化学科
観光経営学科
経営学科
　経営ｺｰｽ
　経営情報ｺｰｽ

経営学科
　ﾄﾚｰﾅｰ･ｽﾎﾟｰﾂ
　経営ｺｰｽ

1,100千円 1,093千円

体育館以外のスポーツ施設の概要

6,946.14　㎡

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

398千円 398千円 398千円 398千円 398千円 398千円

第６年次

助教

1,300千円

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

8,087.89　㎡ 1,911席 433,000冊

516

（293789〔34259〕） （1698〔594〕） （5100〔3620〕） (6949) （10043） (516)
計

293789〔34259〕 1698〔594〕　 5100〔3620〕　 6949 10043

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

大学全体
6949 10043 516

（293789〔34259〕） （1698〔594〕） （5100〔3620〕） (6949) （10043） (516)

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

293789〔34259〕 1698〔594〕　 5100〔3620〕　

1室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

大学全体 510 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

247 室  28 室 188  室
0室

148,991.14㎡ 0㎡ 712.17㎡ 149,703.31㎡

（　　148,991.14㎡）（　　　　　　0㎡）（　　　712.17㎡）（　　149,703.31㎡）

合 計 268,908.68㎡ 971.00㎡ 0㎡ 269,879.68㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

小 計 131,612.28㎡ 721.00㎡ 0㎡ 132,333.28㎡

そ の 他 137,296.40㎡ 250.00㎡ 0㎡ 137,546.4㎡

63,877.27㎡

運 動 場 用 地 68,456.01㎡ 0㎡ 0㎡ 68,456.01㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 63,156.27㎡ 721.00㎡ 0㎡

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
人 人 人

(164)

計
181 41 222

(181) (41) (222)

そ の 他 の 職 員
1 12 13

(1) (12) (13)

図 書 館 専 門 職 員
9 2 11

(9) (2) (11)

(27) (191)

技 術 職 員
7 0 7

(7) （0） (7)
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大学全体

※平成31年編入学
定員減(3人)

同上 ※平成31年編入学
定員減(5人)

同上 ※平成31年編入学
定員減(5人)

同上 ※平成31年編入学
定員減(3人)

※平成30年度入学
定員増(20人)

同上

同上

同上 ※平成31年入学定
員増（18人）
編入学定員減(3
人)

同上 ※平成31年編入学
定員減(3人)

同上

学
生
１
人
当
り
納
付
金

経
費
の
見
積
り
及
び
維
持
方
法
の
概
要

学士
（栄養学）

0.89 平成18
年度

　臨床心理学科 4 116 － 446 学士
（心理学）

現代ﾗｲﾌ学部

1.11 平成25
年度

健康ﾒﾃﾞｨｶﾙ学部

平成22
年度

　医療科学科 4 180 － 720 学士
（健康科学）

1.09 平成14
年度

　健康栄養学科 4 77 2年次 1
3年次 1

313

0.98 平成14
年度

　言語聴覚学科 4 60 － 240 学士
（言語聴覚学）

0.93 平成14
年度

　作業療法学科 4 60 － 240 学士
（作業療法学）

看護学科

柔道整復学科
鍼灸学科

薬学部

薬学科

健康医療ｽﾎﾟｰﾂ学部

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科

作業療法学科

言語聴覚学科

心理学科

1,280千円 1,080千円 1,080千円 1,073千円

1,263千円

1,550千円 1,550千円

1,300千円 1,300千円 1,293千円

1,640千円

1,680千円 1,673千円

1,490千円 1,290千円 1,290千円 1,283千円

1,670千円 1,370千円 1,370千円 1,363千円

2,380千円 2,030千円 2,030千円 2,023千円 2,023千円

1,573千円

2,023千円

1,940千円 1,640千円 1,633千円

1,750千円

1,980千円 1,680千円

0.96

　観光経営学科 4 98 － 392 学士
（経営学）

0.98 平成18
年度

　児童学科 4

柔道整復学科

看護学科

医療ｽﾎﾟｰﾂ学科
救急救命士ｺｰｽ

医療ｽﾎﾟｰﾂ学科
ﾄﾚｰﾅｰ･ｽﾎﾟｰﾂｺｰｽ

医療ｽﾎﾟｰﾂ学科
ｱｽﾘｰﾄｺｰｽ

1.03

東京都中野区中野
4-21-2

　経営学科 4 360 － 1480 学士
（経営学）

1.03 平成17
年度

　　人間文化専攻 4 150 －

200 － 800 学士
（児童学）

　理学療法学科 4 100 － 400 学士
（理学療法学）

0.93 平成14
年度

東京都豊島区東池
袋2-51-4

0.93

私立大学等経常経費補助金、資産運用収入、雑収入　等

大 学 の 名 称

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

1,820千円 1,520千円 1,520千円 1,513千円

1,300千円 1,100千円 1,100千円 1,073千円

1,470千円 1,270千円 1,270千円

600 学士
（人間文化学）

1.03 平成17
年度

　人間文化学科

定　員
超過率

開設
年度

1,820千円 1,520千円 1,520千円 1,513千円

1,900千円 1,600千円 1,600千円

1,340千円 1,140千円

所　在　地

年 人 年次
人

人

学生納付金以外の維持方法の概要

倍

学位又
は称号

1,140千円 1,133千円

健康ﾒﾃﾞｨｶﾙ学部

理学療法学科

健康栄養学科

医療科学科

ﾋｭｰﾏﾝｹｱ学部

1,593千円

1,870千円 1,570千円 1,570千円 1,563千円

1,500千円

既
設
大
学
等
の
状
況

基本計画書ー5



※平成30年度入学
定員増(10人)
※平成31年度編入
学定員減(2人)

※平成30年度入学
定員増(30人)
※平成31年度編入
学定員減(1人)

同上 ※平成31年度編入
学定員減(1人)

※平成31年度編入
学定員減(2人)

健康医療スポーツ学部

同上

※令和3年度より
学生募集停止（理
学療法学科）

同上 ※令和3年度より
学生募集停止（作
業療法学科）

同上

同上 ※平成29年度入学
定員増(50人)

40 学士
（リハビリテー

ション学）

－ 令和3年
度

0.00 平成19
年度 同上

　臨床心理学専攻
　（博士課程）

3 2 － 6 博士
（健康科学）

同上

　柔道整復学専攻
　（修士課程）

2 3 － 6 修士
（健康科学）

0.16 平成24
年度

千葉県市原市うる
いど南4丁目1番地

　リハビリテーション学科
　作業療法学専攻

4 40 －

同上

平成26
年度 同上

　鍼灸学専攻
　（修士課程）

2 3 － 6 修士
（健康科学）

0.33 平成24
年度

0.16 平成26
年度 同上

　病院前救急医療学専攻
　（修士課程）

2 3 － 6 修士
（健康科学）

0.49

　言語聴覚学専攻
　（修士課程）

2 3 － 6 修士
（健康科学）

同上

　作業療法学専攻
　（修士課程）

2 3 － 6 修士
（健康科学）

0.16 平成24
年度 同上

平成24
年度 同上

　理学療法学専攻
　（修士課程）

2 3 － 6 修士
（健康科学）

1.16 平成24
年度

0.53 平成17
年度

東京都豊島区東池
袋2-51-4

　健康栄養学専攻
　（修士課程）

2 3 － 6 修士
（健康科学）

0.16

　健康科学専攻
　（博士課程）

3 5 － 15 博士
（健康科学）

平成6
年度 同上

健康科学研究科 0.27

0.02 平成4
年度

東京都中野区中野
4-21-2

　環境情報学専攻
　（博士課程）

3 5 － 15 博士
（情報学）

0.06

　環境情報学専攻
　（修士課程）

2 25 － 50 修士
（情報学）

環境情報学研究科 0.02

平成17
年度

東京都中野区中野
4-21-2

大学院

0.86 平成25
年度

千葉県市原市ちは
ら台西6-19

現代ﾗｲﾌ学部
　経営学科
　（通信教育課程）

220 2年次20
3年次30

1000 学士
（経営学）

0.13

　看護学科 4 135 － 540 学士
（看護学）

1.10 平成20
年度

　医療ｽﾎﾟｰﾂ学科 4 190 － 760 学士
（保健科学）

1.08 平成22
年度

　柔道整復学科 4 60 － 240 学士
（柔道整復学）

同上

　作業療法学科 4 － － － 学士
（作業療法学）

－ 平成20
年度

　理学療法学科 4 － － － 学士
（理学療法学）

－ 平成20
年度

0.96

　リハビリテーション学科
　理学療法学専攻

4 80 － 80 学士
（リハビリテー

ション学）

－ 令和3年
度

0.94 平成16
年度

東京都中野区中野
4-21-2

　薬学科 6 240 － 1,444 学士
（薬学）

0.94 平成18
年度

東京都中野区中野
4-21-2

平成21
年度

薬学部　 0.94

1.02 平成21
年度

東京都豊島区東池
袋2-51-4

　鍼灸学科 4 89 3年次 1 358 学士
（保健科学）

1.03

　柔道整復学科 4 119 3年次 1 478 学士
（保健科学）

　看護学科 4 129 － 516 学士
（看護学）

ﾋｭｰﾏﾝｹｱ学部 0.99

既
設
大
学
等
の
状
況
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　名称：帝京池袋接骨院
　目的：柔道整復の実習を行うため
　所在地：東京都豊島区東池袋2-51-4　帝京平成大学本館1F
　設置年月：平成20年6月
　規模等：123.9㎡

　名称：帝京池袋鍼灸院
　目的：鍼灸の実習を行うため
　所在地：東京都豊島区東池袋2-51-4　帝京平成大学本館1F
　設置年月：平成20年6月
　規模等：29.20㎡

0.00 平成12
年度

東京都中野区中野
4-21-2

　環境情報学専攻
　修士課程（通信制）

2 50 － 100 修士
（情報学）

東京都中野区中野
4-21-2

環境情報学研究科 0.00

　　看護学専攻
　（修士課程）

2 3 － 6 修士
（看護学）

0.50 平成29
年度

0.05 平成24
年度

東京都中野区中野
4-21-2

看護学研究科 0.50

　　薬学専攻
　（博士課程）

4 5 － 20 博士
（薬学）

東京都豊島区東池
袋2-51-4

薬学研究科 0.05

　臨床心理学専攻
　（専門職学位課程）

2 15 － 30 臨床心理修士
（専門職）

1.06 平成23
年度

臨床心理学研究科 1.06

　目的：薬学部設置のため
　所在地：神奈川県相模原市緑区寸沢嵐字釜ノ上449番地1
　設置年月：平成26年4月

　所在地：東京都豊島区東池袋4-26-10　帝京平成大学1号館2Ｆ
　設置年月：平成19年4月
　規模等：712.17㎡

　名称：帝京池袋鍼灸臨床センター
　目的：鍼灸の実習を行うため

　目的：柔道整復の実習を行うため
　所在地：東京都豊島区東池袋4-26-10　帝京平成大学1号館1Ｆ

　設置年月：平成24年4月
　規模等：72.24㎡

　名称：帝京サンシャイン前接骨院

附属施設の概要

　名称：帝京平成大学臨床心理センター

　規模等：2,635㎡

　名称：帝京市原接骨院
　目的：柔道整復の実習を行うため
　所在地：千葉県市原市ちはら台西6丁目19番
　設置年月：平成19年4月
　規模等：224.10㎡

　所在地：東京都豊島区東池袋2-51-4　帝京平成大学本館1F

　名称：薬草園

　設置年月：令和元年11月
　規模等：185.08㎡

　目的：臨床心理学研究科臨床心理学専攻（専門職学位課程）の実習を行うため

既
設
大
学
等
の
状
況
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学校法人帝京平成大学　設置認可等に関わる組織の移行表

令和３年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和4年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

【帝京平成大学】 【帝京平成大学】

現代ライフ学部 人文社会学部

　人間文化学科 　人間文化学科

　　人間文化専攻 150 - 600 　　人間文化専攻 170 3年次
5

690 定員変更（90）

　経営学科 395 3年次
5

1590 　経営学科 395 3年次
5

1590

　児童学科 200 - 800 　児童学科 200 - 800

　観光経営学科 98 - 392 　観光経営学科 118 3年次
5

482 定員変更（90）

健康メディカル学部 健康メディカル学部

　理学療法学科 100 - 400 　理学療法学科 100 - 400

　作業療法学科 60 - 240 　作業療法学科 60 - 240

　言語聴覚学科 60 - 240 　言語聴覚学科 60 - 240

　臨床心理学科 116 - 464 心理学科 116 - 464 令和3年4月名称
変更届出予定

　健康栄養学科 77 2年次
1

3年次
1

313 　健康栄養学科 77 2年次
1

3年次
1

313

　医療科学科 180 - 720 　医療科学科 180 - 720

ヒューマンケア学部 ヒューマンケア学部

　看護学科 129 - 516 　看護学科 129 - 516

　柔道整復学科 119 3年次
1

478 　柔道整復学科 119 3年次
1

478

　鍼灸学科 89 3年次
1

358 　鍼灸学科 89 3年次
1

358

薬学部 薬学部

　薬学科 (6年制） 240 - 1440 　薬学科 (6年制） 240 - 1440

健康医療スポーツ学部 健康医療スポーツ学部

　リハビリテーション学科 120 - 480 　リハビリテーション学科 120 - 480

　柔道整復学科 60 - 240 　柔道整復学科 60 - 240

　医療スポーツ学科 190 - 760 　医療スポーツ学科 270 - 1080

　看護学科 135 - 540 　看護学科 135 - 540

大学　計 2518 2年次
1

3年次
8

10571 大学　計 2638 2年次
1

3年次
18

11071

令和3年4月名称
変更届出予定
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令和３年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和4年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

【帝京平成大学大学院】 【帝京平成大学大学院】

環境情報学研究科 環境情報学研究科

　環境情報学専攻　修士課程 25 - 50 　環境情報学専攻　修士課程 25 - 50

　環境情報学専攻　博士課程 5 - 15 　環境情報学専攻　博士課程 5 - 15

環境情報学研究科（通信制） 環境情報学研究科（通信制）

　環境情報学専攻　修士課程 50 - 100 　環境情報学専攻　修士課程 50 - 100

健康科学研究科 健康科学研究科

　病院前救急医療学専攻　修士課程 3 - 6 　病院前救急医療学専攻　修士課程 3 - 6

　言語聴覚学専攻　修士課程 3 - 6 　言語聴覚学専攻　修士課程 3 - 6

　健康栄養学専攻　修士課程 3 - 6 　健康栄養学専攻　修士課程 3 - 6

　理学療法学専攻　修士課程 3 - 6 　理学療法学専攻　修士課程 3 - 6

　作業療法学専攻　修士課程 3 - 6 　作業療法学専攻　修士課程 3 - 6

　鍼灸学専攻　　　　修士課程 3 - 6 　鍼灸学専攻　　　　修士課程 3 - 6

　柔道整復学専攻　修士課程 3 - 6 　柔道整復学専攻　修士課程 3 - 6

　健康科学専攻　 　博士課程 5 - 15 　健康科学専攻　 　博士課程 5 - 15

　臨床心理学専攻　博士課程 2 - 6 　臨床心理学専攻　博士課程 2 - 6

臨床心理学研究科 臨床心理学研究科

　臨床心理学専攻　（専門職学位課程） 15 - 30 　臨床心理学専攻　（専門職学位課程） 15 - 30

薬学研究科 薬学研究科

　薬学専攻　博士課程 5 - 20 　薬学専攻　博士課程 5 - 20

看護学研究科 看護学研究科

　看護学専攻　修士課程 3 - 6 　看護学専攻　修士課程 3 - 6

大学院　計 131 - 284 大学院　計 131 - 284

【帝京平成大学　通信教育】 【帝京平成大学　通信教育】
　経営学科
 　（通信教育課程）

220 2年次
20

3年次
30

1000 　経営学科
 　（通信教育課程）

220 2年次
20

3年次
30

1000

通信教育　計 220 2年次
20

3年次
30

1000 通信教育　計 220 2年次
20

3年次
30

1000
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

フレッシュセミナーⅠＡ 1前 1 〇 1 1 5 1 兼3

フレッシュセミナーⅠＢ 1後 1 〇 1 1 5 1 兼3

フレッシュセミナーⅡＡ 2前 1 〇 1 4 2

フレッシュセミナーⅡＢ 2後 1 〇 1 4 2

アドバンスセミナーⅠＡ 3前 1 〇 3 1 2 2 兼3

アドバンスセミナーⅠＢ 3後 1 〇 3 1 2 2 兼3

アドバンスセミナーⅡＡ 4前 1 〇 2 5 1

アドバンスセミナーⅡＢ 4後 1 〇 2 5 1

現代英語ⅠＡ 1前 1 〇 2 2 兼3

現代英語ⅠＢ 1後 1 〇 2 2 兼3

実用英語Ⅰ 1前 1 〇 1 1 2 兼4

実用英語Ⅱ 1後 1 〇 1 1 2 兼4

コンピュータ演習 1通 2 〇 1 兼3

英文法入門Ⅰ 1前 2 〇 兼2

英文法入門Ⅱ 1後 2 〇 兼2

現代英語ⅡＡ 2前 1 〇 兼1

現代英語ⅡＢ 2後 1 〇 兼1

ＴＯＥＩＣ初級Ⅰ 1前 2 〇 兼4

ＴＯＥＩＣ初級Ⅱ 1後 2 〇 兼4

ＴＯＥＩＣ中級Ⅰ 1前 2 〇 兼4

ＴＯＥＩＣ中級Ⅱ 1後 2 〇 兼4

ＴＯＥＩＣ上級Ⅰ 2前 2 〇 兼3

ＴＯＥＩＣ上級Ⅱ 2後 2 〇 兼3

国際コミュニケーションⅠ 1通 4 〇 1 兼2

国際コミュニケーションⅡ 1通 4 〇 1

国際コミュニケーションⅢ 1通 4 〇 兼1

国際コミュニケーションⅣ 1通 4 〇 兼1

日本語表現Ⅰ 1前 2 〇 1

日本語表現Ⅱ 1後 2 〇 1

異文化理解 1後 2 〇 1 兼2

文学 1後 2 〇 1 兼1

哲学 1後 2 〇 兼2

命とこころ 1前 2 〇 兼2

心理学 1前 2 〇 兼4

人間関係論 1後 2 〇 兼2

生涯学習論 1前 2 〇 兼1

地域生涯学習論 1後 2 〇 兼2

メディアと教育 1後 2 〇 兼1

日本史 1前 2 〇 兼1

世界史 1後 2 〇 兼1

旅と科学 1前 2 〇 兼1

食の文化 1前 2 〇 兼1

くらしとメディア 1前 2 〇 1

くらしと経済 1後 2 〇 兼2

日本国憲法 1後 2 〇 1 兼1

社会と法 1前 2 〇 兼2

社会学 1後 2 〇 兼1

くらしと福祉 1前 2 〇 1 兼1

ボランティア論 1後 2 〇 1 1

生物学 1前 2 〇 兼1

環境学 1前 2 〇 兼1

地球環境と防災 1前 2 〇 兼1

データサイエンス入門 1後 2 〇 兼1

コンピュータ概論 1後 2 〇 兼1

コンピュータ実践演習Ⅰ 2前 1 〇 兼1

コンピュータ実践演習Ⅱ 2後 1 〇 1

健康とスポーツ 1後 2 〇 兼1

レクリエーション論 1前 2 〇 兼1

レクリエーション実技Ⅰ 1前 1 〇 兼2

レクリエーション実技Ⅱ 1後 1 〇 兼2

キャンプ実習 1集 1 〇 兼1 集中

スキー実習 1集 1 〇 兼2 集中

プレゼンテーションスキル 1後 2 〇 1

教
養
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会学部人間文化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会学部人間文化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

簿記入門 1前 2 〇 兼1

就職支援ⅠＡ 1前 2 〇 兼4

就職支援ⅠＢ 1後 2 〇 兼4

就職支援ⅡＡ 2前 2 〇 兼1

就職支援ⅡＢ 2後 2 〇 兼1

就職支援ⅢＡ 3前 2 〇 兼1

就職支援ⅢＢ 3後 2 〇 兼1

公務員試験基礎Ⅰ 1後 2 〇 兼1

公務員試験基礎Ⅱ 2前 2 〇 兼1

公務員試験対策Ⅰ 2後 2 〇 兼1

公務員試験対策Ⅱ 3前 2 〇 兼1

数的処理入門Ⅰ 2前 2 〇 兼1

数的処理入門Ⅱ 2後 2 〇 兼1

海外事情 1集 2 〇 1 集中

海外インターンシップ 2集 2 〇 兼1 集中

アジア共同体論 2後 2 〇 1 兼3

アジア共同体論（海外研修） 2集 2 〇 兼1 集中

特別セミナー 1後 2 〇 1

－ 14 136 0 19 15 45 16 0 兼128 －

人間文化概論 1前 2 〇 兼2

歴史文化概論 1後 2 〇 兼2

日本文学概論 2後 2 〇 1

国際情報（政治） 1後 2 〇 1

国際情報（経済） 2前 2 〇 兼1

インターネット基礎理論 2前 2 〇 1

福祉入門 1前 2 〇 1

精神保健福祉入門 1前 2 〇 1

障害者福祉入門Ⅰ 1前 2 〇 1

高齢者福祉入門 1前 2 〇 1

障害者スポーツ指導論 3通 4 〇 1

美術史 1前 2 〇 1

近代美術史 1後 2 〇 1

コミュニケーションⅠ 1前 2 〇 兼1

コミュニケーションⅡ 1後 2 〇 兼1

インターンシップⅠ 2後 2 〇 兼1

インターンシップⅡ 3集 2 〇 兼1 集中

－ 0 36 0 3 1 5 1 0 兼9 －

児童福祉入門 1前 2 〇 1

高齢者福祉 2前 2 〇 1

障害者福祉入門Ⅱ 1後 2 〇 兼1

福祉施設実習指導Ⅰ 1後 1 〇 1

福祉施設実習指導Ⅱ 2前 1 〇 1

福祉施設実習 1通 2 〇 1

教育制度論 2前 2 〇 兼1

発達心理学 1後 2 〇 兼1

医学概論 1後 2 〇 1

心理学と心理的支援 1後 2 〇 1

社会学と社会システム 1後 2 〇 1

地域福祉と包括的支援体制 2通 4 〇 1

社会保障論 2通 4 〇 1

障害者福祉 2前 2 〇 1

貧困に対する支援 3前 2 〇 1

権利擁護を支える法制度 3前 2 〇 1

保健医療と福祉 3前 2 〇 兼1

社会福祉の原理と政策 3通 4 〇 1

児童・家庭福祉 2後 2 〇 1

刑事司法と福祉 3後 2 〇 1

福祉サービスの組織と経営 3前 2 〇 1

社会福祉調査の基礎 2後 2 〇 1

精神医学と精神医療Ⅰ 2前 2 〇 兼1

精神医学と精神医療Ⅱ 2後 2 〇 兼1

現代の精神保健の課題と支援Ⅰ 2前 2 〇 1

現代の精神保健の課題と支援Ⅱ 2後 2 〇 1

教
養
科
目

福
祉
専
門
科
目

小計（17科目）

人
間
文
化
専
門
基
礎
科
目

小計（81科目） －

－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会学部人間文化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

精神保健福祉の原理 2通 4 〇 1

精神保健福祉制度論 2後 2 〇 1

ソーシャルワークの基盤と専門職 1後 2 〇 1

ソーシャルワークの基盤と専門職（専門・社会福祉） 2前 2 〇 1

ソーシャルワークの理論と方法 2通 4 〇 1

ソーシャルワークの理論と方法（専門・社会福祉） 3通 4 〇 1

ソーシャルワークの理論と方法（専門・精神保健福祉） 3通 4 〇 1

ソーシャルワーク演習 1後 1 〇 1

ソーシャルワーク演習（社会福祉）Ⅰ 2前 1 〇 3

ソーシャルワーク演習（社会福祉）Ⅱ 2後 1 〇 3

ソーシャルワーク演習（社会福祉）Ⅲ 3前 1 〇 1 3

ソーシャルワーク演習（社会福祉）Ⅳ 3後 1 〇 1 3

ソーシャルワーク実習指導（社会福祉）Ⅰ 2後 1 〇 1 3

ソーシャルワーク実習指導（社会福祉）Ⅱ 3前 1 〇 1 3

ソーシャルワーク実習指導（社会福祉）Ⅲ 3後 1 〇 1 3

ソーシャルワーク実習（社会福祉）Ⅰ 2集 2 〇 1 集中

ソーシャルワーク実習（社会福祉）Ⅱ 3集 4 〇 1 3 集中

精神障害者リハビリテーション論 3前 2 〇 1

ソーシャルワーク演習（精神保健福祉）Ⅰ 3前 1 〇 1 1

ソーシャルワーク演習（精神保健福祉）Ⅱ 3後 1 〇 1 1

ソーシャルワーク演習（精神保健福祉）Ⅲ 4前 1 〇 1

ソーシャルワーク実習指導（精神保健福祉）Ⅰ 3後 1 〇 1 1

ソーシャルワーク実習指導（精神保健福祉）Ⅱ 4前 1 〇 1 1

ソーシャルワーク実習指導（精神保健福祉）Ⅲ 4後 1 〇 1 1

ソーシャルワーク実習（精神保健福祉）Ⅰ 3後 2 〇 1

ソーシャルワーク実習（精神保健福祉）Ⅱ 4前 2 〇 1

福祉研究Ⅰ 3通 2 〇 1

福祉研究Ⅱ 3通 2 〇 1

福祉研究Ⅲ 3通 2 〇 1

福祉研究Ⅳ 3通 2 〇 1

福祉研究Ⅴ 3通 2 〇 1 1 1

福祉研究Ⅵ 3通 2 〇 1

福祉研究Ⅶ 4通 2 〇 1

福祉研究Ⅷ 4通 2 〇 1 1

福祉研究Ⅸ 4通 2 〇 1

福祉研究Ⅹ 4通 2 〇 1

スクールソーシャルワーク論 2前 2 〇 1

スクールソーシャルワーク演習 3後 1 〇 1

スクールソーシャルワーク実習指導 4前 1 〇 1

スクールソーシャルワーク実習Ⅰ 3集 1 〇 1 集中

スクールソーシャルワーク実習Ⅱ 4集 1 〇 1 集中

エンパワメント演習 4後 1 〇 1

造形基礎演習Ⅰ 1前 2 〇 1 1 1

造形基礎演習Ⅱ 1後 2 〇 1 2

デジタルデザイン基礎演習Ⅰ 1前 2 〇 2

デジタルデザイン基礎演習Ⅱ 1後 2 〇 1

グラフィックデザイン演習Ⅰ 2前 2 〇 1 1

グラフィックデザイン演習Ⅱ 2後 2 〇 1 1

グラフィックデザイン応用演習Ⅰ 3前 2 〇 1 1

グラフィックデザイン応用演習Ⅱ 3後 2 〇 1

グラフィックデザイン応用演習Ⅲ 4前 2 〇 1

映像デザイン演習Ⅰ 2前 2 〇 1

映像デザイン演習Ⅱ 2後 2 〇 1 2

映像デザイン応用演習Ⅰ 3前 2 〇 2

映像デザイン応用演習Ⅱ 3後 2 〇 1

映像デザイン応用演習Ⅲ 4前 2 〇 1

造形デザイン演習Ⅰ 2前 2 〇 1 1

造形デザイン演習Ⅱ 2後 2 〇 1 1

造形デザイン応用演習Ⅰ 3前 2 〇 1

造形デザイン応用演習Ⅱ 3後 2 〇 1

造形デザイン応用演習Ⅲ 4前 2 〇 1

情報デザイン演習Ⅰ 2前 2 〇 1

福
祉
専
門
科
目

メ
デ
ィ

ア
文
化
専
門
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会学部人間文化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

情報デザイン演習Ⅱ 2後 2 〇 1

情報デザイン応用演習Ⅰ 3前 2 〇 1

情報デザイン応用演習Ⅱ 3後 2 〇 1

情報デザイン応用演習Ⅲ 4前 2 〇 1

描写絵画演習 1前 2 〇 1

デジタルカメラ撮影演習 1後 2 〇 兼1

イメージクリエイティブ演習 2前 2 〇 1

サウンドデザイン演習 2前 2 〇 1

映像シナリオ演習 2後 2 〇 1

現代アートリテラシー 2前 2 〇 兼1

メディア論 2前 2 〇 1

メディアリテラシー 3前 2 〇 兼1

デザイン入門 1前 2 〇 1

デザイン理論 1後 2 〇 1

出版と編集 3前 2 〇 1

日本文学史（近現代） 2前 2 〇 1

映像メディア 1前 2 〇 兼1

映像リテラシー 1前 2 〇 1

映像史 1後 2 〇 1

カルチュラルスタディーズ 2前 2 〇 1

コマーシャル表現論 2後 2 〇 兼1

デジタルマーケティング 3後 2 〇 1

メディア文化論Ⅰ 1前 2 〇 1

メディア文化論Ⅱ 1後 2 〇 1

メディア文化論Ⅲ 2前 2 〇 1

メディア文化論Ⅳ 2後 2 〇 1

メディア文化論Ⅴ 3前 2 〇 1

メディア文化論Ⅵ 3後 2 〇 1

メディア表現Ⅰ 1前 2 〇 1

メディア表現Ⅱ 1後 2 〇 1

メディア表現Ⅲ 2前 2 〇 1

メディア表現Ⅳ 2後 2 〇 1

メディア表現Ⅴ 3前 2 〇 1

メディア表現Ⅵ 3後 2 〇 1

メディア情報Ⅰ 2前 2 〇 1

メディア情報Ⅱ 2後 2 〇 1

メディア情報Ⅲ 3前 2 〇 1

メディア情報Ⅳ 3後 2 〇 1

メディア文化研究 3集 4 〇 1 4 4 集中

メディア文化表現Ⅰ 3集 1 〇 1 集中

メディア文化表現Ⅱ 3集 1 〇 1 集中

国際文化論 1前 2 〇 兼1

国際関係論 1後 2 〇 兼1

安全保障 3後 2 〇 1

情報と近代 2前 2 〇 1

文化人類学 1前 2 〇 兼1

比較文化論 2前 2 〇 1

国際法 1後 2 〇 兼1

国際機構論 2前 2 〇 1

国際協力論 2後 2 〇 1

国際交流論 3前 2 〇 1

英語学 1後 2 〇 兼1

英語史 2前 2 〇 1

ビジネス英語Ⅰ 2前 2 〇 兼1

ビジネス英語Ⅱ 2後 2 〇 兼1

英語学研究Ⅰ 2前 2 〇 1

英語学研究Ⅱ 2後 2 〇 1

アカデミック・ライティング 2前 2 〇 1

異文化論 2後 2 〇 1

スピーチ・コミュニケーションⅠ 3前 2 〇 1

スピーチ・コミュニケーションⅡ 3後 2 〇 1

多文化研究 2前 2 〇 1

メ
デ
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ア
文
化
専
門
科
目

国
際
文
化
専
門
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会学部人間文化学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

外国文献講読Ⅰ 3前 2 〇 1

外国文献講読Ⅱ 3後 2 〇 1

国際コミュニケーション演習Ⅰ 2通 4 〇 1

国際コミュニケーション演習Ⅱ 2通 4 〇 1

国際コミュニケーション演習Ⅲ 2通 4 〇 兼1

国際コミュニケーション演習Ⅳ 2通 4 〇 兼1

グローバル研究Ⅰ 3前 2 〇 1

グローバル研究Ⅱ 3後 2 〇 1

グローバル研究Ⅲ 4前 2 〇 1

グローバル研究Ⅳ 4後 2 〇 1

イングリッシュコミュニケーションⅠ 2前 2 〇 1

イングリッシュコミュニケーションⅡ 2後 2 〇 1

イングリッシュコミュニケーションⅢ 3前 2 〇 1

イングリッシュコミュニケーションⅣ 3後 2 〇 1

卒業論文 4集 4 〇 3 2 6 4 集中

－ 0 335 0 32 19 119 40 0 兼20 －

1前 2 〇 2

1後 2 〇 2

2前 2 〇 2

2後 2 〇 2

－ 0 0 8 0 0 8 0 0 － －

－ 14 507 8 54 35 177 57 0 兼157 －

１時限の授業時間 90分

１学期の授業期間 15週

合計（　　科目） －

学位又は称号 学士（人間文化学） 学位又は学科の分野 社会・社会福祉学分野

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2期
124単位以上を修得すること。（必修科目を含む）
（履修科目の登録の上限：49単位（年間））
ただし、「人間文化専門基礎科目」から、10単位以上修得すること。

自
由
科
目

小計（4科目）

国
際
文
化
専
門
科
目

－

キャリアジャパニーズ

アカデミックキャリアジャパニーズ

小計（165科目） －

アドバンスジャパニーズスタディーズⅠ

アドバンスジャパニーズスタディーズⅡ
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1前 1 〇 1 2 1 兼1

1後 1 〇 1 2 1 兼1

2前 1 〇 3 1

2後 1 〇 3 1

3前 1 〇 3 1 兼1

3後 1 〇 3 1 兼1

4前 1 〇 4

4後 1 〇 4

1前 1 〇 1 兼2

1後 1 〇 1 兼2

1前 1 〇 兼4

1後 1 〇 兼4

1通 2 〇 2 1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 2 〇 兼2

2後 2 〇 兼2

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

1前 2 〇 兼4

1後 2 〇 兼4

ＴＯＥＩＣ上級Ⅰ 2前 2 〇 兼4

2後 2 〇 兼4

1通 2 〇 兼3

1通 2 〇 兼3

1通 4 〇 兼2

1通 4 〇 兼1

1前 4 〇 兼1

1後 4 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

1後 2 〇 1 1 兼1

1前 2 〇 兼2

1前 2 〇 兼2

1後 2 〇 1 兼1

1前 2 〇 兼4

1後 2 〇 兼2

1後 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼2

1後 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

1前 2 〇 1 兼1

1後 2 〇 兼2

1前 2 〇 兼2

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会学部観光経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教
養
科
目

フレッシュセミナーⅠＡ

フレッシュセミナーⅠＢ

フレッシュセミナーⅡＡ

フレッシュセミナーⅡＢ

アドバンスセミナーⅠＡ

アドバンスセミナーⅠＢ

アドバンスセミナーⅡＡ

アドバンスセミナーⅡＢ

英文法入門Ⅱ

現代英語ⅡＡ

現代英語ⅡＢ

ＴＯＥＩＣ初級Ⅰ

ＴＯＥＩＣ初級Ⅱ

ＴＯＥＩＣ中級Ⅰ

現代英語ⅠＡ

現代英語ⅠＢ

実用英語Ⅰ

実用英語Ⅱ

コンピュータ演習

英文法入門Ⅰ

日本語表現Ⅰ

日本語表現Ⅱ

異文化理解

文学

哲学

命とこころ

ＴＯＥＩＣ中級Ⅱ

ＴＯＥＩＣ上級Ⅱ

国際コミュニケーションⅠ

国際コミュニケーションⅡ

国際コミュニケーションⅢ

国際コミュニケーションⅣ

世界史

旅と科学

食の文化

くらしとメディア

くらしと経済

日本国憲法

心理学

人間関係論

生涯学習論

地域生涯学習論

メディアと教育

日本史

社会と法

社会学

くらしと福祉
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会学部観光経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼2

1前 2 〇 兼2

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1

1前 1 〇 兼2

1後 1 〇 兼2

1集 1 〇 兼1 集中

1集 1 〇 兼2 集中

1後 2 〇 兼1

1前 2 〇 1 兼3

1後 2 〇 1 兼3

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

1後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

1集 2 〇 兼1 集中

2集 2 〇 兼1 集中

2後 2 〇 1 兼3

2集 2 〇 1 集中

1後 2 〇 1

－ 16 132 0 30 9 10 4 0 兼113 －

1前 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 兼1

1後 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 1 〇 1 2 1

2後 1 〇 1 2 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼2

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

教
養
科
目

ボランティア論

生物学

環境学

地球環境と防災

データサイエンス入門

コンピュータ概論

キャンプ実習

スキー実習

プレゼンテーションスキル

就職支援ⅠA

就職支援ⅠB

就職支援ⅡA

コンピュータ実践演習Ⅰ

コンピュータ実践演習Ⅱ

健康とスポーツ

レクリエーション論

レクリエーション実技Ⅰ

レクリエーション実技Ⅱ

公務員試験対策Ⅱ

数的処理入門Ⅰ

数的処理入門Ⅱ

海外事情

海外インターンシップ

アジア共同体論

就職支援ⅡB

就職支援ⅢA

就職支援ⅢB

公務員試験基礎Ⅰ

公務員試験基礎Ⅱ

公務員試験対策Ⅰ

アジア共同体論(海外研修)

特別セミナー

小計（80科目） －

観
光
経
営
専
門
基
礎
科
目

経済学Ⅰ

経営学Ⅰ

経済学Ⅱ

経営学Ⅱ

会計学

民法・商法

経営・経済法

行政法

労働法

企業情報Ⅰ

企業情報Ⅱ

簿記Ⅰ

マーケティング論Ⅰ

観光学概論

ホスピタリティ論
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会学部観光経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼3

1前 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

2後 2 〇 1

3前 2 〇 1

1後 2 〇 1

－ 16 30 11 7 0 4 0 兼11

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

1後 2 〇 兼2

2通 4 〇 兼1

3前 2 〇 1

1後 2 〇 兼2

1前 2 〇 1

3後 2 〇 兼2

2前 2 〇 1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

3前 2 〇 1 兼1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3後 2 〇 1

2後 2 〇 2

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3後 2 〇 1

2後 2 〇 1

3前 2 〇 1

2前 2 〇 1

1後 2 〇 1

4集 4 〇 1 集中

3集 2 〇 1 集中

3前 2 〇 1

観
光
経
営
専
門
基
礎
科
目

観光産業体験演習Ⅰ

観光産業体験演習Ⅱ

インターンシップⅠ

観光社会学

国内観光地理

海外観光地理

観光英語Ａ

観光英語Ｂ

旅行業法・約款

小計（24科目）

マーケティング論Ⅱ

販売管理

物流

人材開発論

観光交通論

観光企業研究

航空ビジネス論

－

観光政策論

地域振興と観光

観光資源論

世界遺産Ⅰ

観光経営Ⅱ

観光マーケティング

観光ＣＳ論

観光行動論

フードビジネス

国内旅行実務

海外旅行実務

世界遺産Ⅱ

ＭＩＣＥビジネス

観光都市デザイン論

外国研究

卒業研究

インターンシップⅡ

旅行業務演習

観
光
経
営
専
門
科
目

観光産業論Ⅰ

観光産業論Ⅱ

観光産業論Ⅲ

簿記Ⅱ

簿記Ⅲ

人事管理

企業金融論

現代社会と広告

企業とＯＪＴ

ブライダル産業論

観光立国論

観光と環境

観光経営Ⅰ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
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准
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手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会学部観光経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1 1

－ 2 84 0 19 13 3 0 0 兼10 －

1前 2 〇 2

1後 2 〇 2

2前 2 〇 2

2後 2 〇 2

－ 0 0 8 0 0 0 8 0 － －

－ 34 246 8 60 29 13 16 0 兼134 －

観
光
経
営
専

門
科
目

ホテル業務演習

旅行企画演習

イベントプロデュース

小計（41科目）

合計（149科目） －

学位又は称号 学士（経営学） 学位又は学科の分野 経済学分野

－

自
由
科
目

アドバンスジャパニーズスタディーズⅠ

アドバンスジャパニーズスタディーズⅡ

キャリアジャパニーズ

アカデミックキャリアジャパニーズ

小計（4科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

124単位以上を修得すること。（必修科目を含む）
（履修科目の登録の上限：49単位（年間））
ただし、「観光経営専門科目」の必修科目以外から、6単位以上修得すること。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 1 兼1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 兼1

－ 0 14 0 0 0 1 0 1 兼6 －

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1 1

2後 2 〇 1

－ 2 4 0 0 1 3 0 0 0 －

1前 2 〇 1

1前 2 〇 1

1前 2 〇 1 兼1

1後 2 〇 兼1

1後 2 〇 2 兼5

1前 2 〇 1 兼1

1後 2 〇 1 兼1

1前 2 〇 1 兼1

2前 2 〇 1 兼1

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 1 兼1

1前 2 〇 1 兼2

1後 2 〇 1 兼1

－ 0 32 0 1 1 1 0 9 兼16 －

1前 1 〇 2 5 1

1後 1 〇 2 5 1

2前 1 〇 2 1 3 2

2後 1 〇 2 1 3 2

3前 1 〇 1 2 2 2

3後 1 〇 1 2 2 2

4前 1 〇 2 2 2 2

4後 1 〇 2 2 2 2

1前 1 〇 2 1 兼1

1後 1 〇 2 1 兼1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1 兼1

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

1前 2 〇 1

1通 4 〇 兼1

1通 4 〇 兼1

1通 4 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 1 兼1 集中

－ 10 24 0 10 20 28 14 1 兼8 －

1後 2 〇 1

1前 1 〇 1

1後 1 〇 1

－ 1 3 0 0 2 1 0 0 0 －－

学
部
共
通
科
目

レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン

レクリエーション論

レクリエーション実技Ⅰ

レクリエーション実技Ⅱ

小計（3科目）

国際コミュニケーションⅠ

国際コミュニケーションⅡ

国際コミュニケーションⅢ

海外事情

小計（19科目） －

基礎医療英語Ⅱ

ビジネスコミュニケーションⅠ

ビジネスコミュニケーションⅡ

オフィスコミュニケーションⅠ

オフィスコミュニケーションⅡ

異文化コミュニケーション

－

人
間
と
福
祉

心理学

生涯学習論

人間関係論

自己啓発

ボランティア論

社会福祉原論Ⅰ

社会福祉原論Ⅱ

社会保障

公的扶助

－

情
報
と
社
会

コンピュータ概論

コンピュータ演習Ⅰ

コンピュータ演習Ⅱ

小計（3科目） －

備考

地域福祉
学
部
共
通
科
目

経
営
と
社
会

会計学

法学

民法・商法

社会学

日本国憲法

企業と倫理

生活と倫理

小計（7科目）

児童福祉

老人福祉

障害福祉

小計（13科目）

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

フレッシュセミナーⅠＡ

フレッシュセミナーⅠＢ

フレッシュセミナーⅡＡ

フレッシュセミナーⅡＢ

アドバンスセミナーⅠＡ

アドバンスセミナーⅠＢ

アドバンスセミナーⅡＡ

アドバンスセミナーⅡＢ

基礎医療英語Ⅰ

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習
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験
・
実
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教
　
授
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教
授
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教
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備考

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

2前 2 〇 1

1後 2 〇 1 兼1

1前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 兼1

1前 2 〇 1

2前 2 〇 1

3前 2 〇 1

4前 1 〇 1 集中

1前 1 〇 2 1

1後 1 〇 1

1通 1 〇 1 2 兼1 集中

1前 1 〇 2

1後 1 〇 1

1前 1 〇

1後 1 〇 1

1後 2 〇 1

3前 1 〇 1

3後 1 〇 1

1後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

1前 2 〇 1 兼1

1後 2 〇 1 兼1

－ 0 52 0 4 13 12 0 3 兼7 －

1後 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

3後 2 〇 1 兼1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1前 2 〇 1

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

3前 2 〇 1 兼1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

2前 2 〇 1

－ 0 28 0 5 0 3 0 2 兼6 －－

バイオエシックス

アロマセラピーⅠ

アロマセラピーⅡ

スポーツ医学

スポーツ生理学

健康とスポーツ

選
択
専
門
基
礎

栄養学

予防と介護

画像診断学

臨床心理学Ⅰ

臨床心理学Ⅱ

老年心理学

発達心理学

スポーツコンディショニング

小計（14科目）

精神保健学Ⅱ

体育実技（ダンス）

体育実技（武道）

保健体育概論

総合実技Ⅰ

総合実技Ⅱ

スポーツ経営・管理学

小計（31科目） －

スポーツ栄養学

スポーツトレーニング入門

スポーツ倫理

コーチング論

スポーツマネジメント論

体育・スポーツ施設管理論

公衆衛生学

学校保健

精神保健学Ⅰ

専
門
基
礎
科
目
群

専
門
基
礎

人体の構造Ⅰ

人体の構造Ⅱ

人体の機能Ⅰ

人体の機能Ⅱ

スポーツ社会学

トレーニング科学

スポーツ医学入門

スポーツ指導実習

体育実技（体つくり運動）

体育実技（陸上競技）

体育実技（水泳）

体育実技（球技）

体育実技（器械運動）

スポーツ心理学

スポーツ指導論

基本計画書ー20



必

修

選
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自

由

講

義

演

習

実
験
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備考

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1前 2 〇 1

3前 4 〇 1

1後 4 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 兼1

2後 4 〇 1

2前 4 〇 1

2前 4 〇 1

2後 4 〇 1

3後 4 〇 1

3前 1 〇 1 兼1

3後 1 〇 1 兼1

3後 1 〇 1 兼1

3後 2 〇 1

3後 1 〇 兼1

1通 3 〇 3 1 兼2 集中

1後 3 〇 5 兼1

2前 4 〇 5 兼1

2後 3 〇 5 兼1

3通 6 〇 2 1 集中

3通 6 〇 2 1 集中

4通 1 〇 1 1 集中

3通 4 〇 1 1

4通 2 〇 1

1後 2 〇 1

2後 2 〇 1 2

3前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3後 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 1 兼1

2前 2 〇 2

2後 2 〇 1

3前 3 〇 2 兼1

3後 2 〇 1

3後 3 〇 2

4前 2 〇 1

2後 2 〇 2

3前 2 〇 兼1

3前 2 〇 2

3後 2 〇 1 兼1

2通 1 〇 1 1

3通 2 〇 1 1

4通 2 〇 2

3通 1 〇 1 2

4前 2 〇 1

4後 2 〇 1

－ 0 126 0 18 1 26 30 4 兼16 －

専
門

専
門
科
目
群

アスレティックトレーナー特講Ⅰ

アスレティックトレーナー特講Ⅱ

小計（51科目） －

予防とコンディショニングⅠ

予防とコンディショニングⅡ

アスレティックリハビリテーションⅠ

アスレティックリハビリテーションⅡ

救急処置

スポーツと食事

トレーニング実技Ⅰ

トレーニング実技Ⅱ

アスレティックトレーナー現場実習Ⅰ

アスレティックトレーナー現場実習Ⅱ

アスレティックトレーナー現場実習Ⅲ

スポーツ現場実習

運動器の解剖と機能Ⅱ

スポーツ外傷・障害の基礎知識Ⅰ

スポーツ外傷・障害の基礎知識Ⅱ

健康管理とスポーツ医学

検査・測定と評価Ⅰ

検査・測定と評価Ⅱ

アスレティックトレーナーの役割

トレーニング科学演習

バイオメカニクス

運動生理学

アスリートのメンタルマネジメント

運動器の解剖と機能Ⅰ

救急救命実習Ⅳ

救急用自動車同乗実習

臨床実習

救急救命総合実習

救急救命研究

特別総合演習

精神医学

環境障害

救急看護

救急救命実習Ⅰ

救急救命実習Ⅱ

救急救命実習Ⅲ

疾病救急Ⅱ

疾病救急Ⅲ

救急症候学Ⅰ

救急症候学Ⅱ

救急症候学Ⅲ

救急症候学Ⅳ

小児概論

特殊病態学

救急医療概論Ⅰ

救急医療概論Ⅱ

救急処置学各論Ⅰ

救急処置学各論Ⅱ

疾病救急Ⅰ
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

備考

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2通 2 〇 1 4 1 集中

3通 2 〇 1 4 1 集中

2後 2 〇 1

3通 2 〇 1 集中

2・3通 2 〇 1 集中

3通 2 〇 1

1通 1 〇 1 兼1 集中

1通 1 〇 1 兼1 集中

－ 0 14 0 2 9 6 1 0 兼2 －

－ 13 297 0 40 47 81 45 20 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

－

授業期間等

124単位以上を修得すること。（必修科目を含む）
（履修科目の登録の上限：49単位（年間））
ただし、『経営と社会』『人間と福祉』『選択専門基礎』の各科目群より、2単位以上を修得するこ
と。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（149科目） －

学位又は称号 学士 学位又は学科の分野
保健衛生学関係（看護学関係及びリハビリテーション関係を
除く）

専
門
科
目
群

キ
ャ
リ
ア
形
成

学校ボランティアⅠ

学校ボランティアⅡ

インターンシップⅠ

キャンプ実習

スキー実習

小計（8科目）

インターンシップⅡ

海外研修

キャリアプラン
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【都道府県内における位置関係】

他袋キャンパス1

【大学】
・健康｝ディカル学部

理学療法学科
作業療法学科
言語聴覚学科
臨床心理学科
健康栄養学科
医療科学科 I 校舎 48,105.40面

・いーマンケア学部
柔道整復学科
鍼灸学科

【大学院】
・健康科学研究科

健康科学専攻
健康栄養学専攻
理学療法学専攻
作業療法学専攻
鍼灸学専攻
柔道整復学専攻
臨床心理学専攻
病院前救急医療学専攻
言語聴覚学専攻

【専門職大学院】
・臨床心理学研究科

臨床心理学専攻

中野キャンパス

【大学】
・薬学部薬学科
・ヒューマンケア学部

看護学科
・現代うイ7学部

人間文化学科
経営学科
児童学科
観光経営学科

【大学］
・健康医療スポー ツ学部

看護学科
・助産別科

校地 54,821.00 rrf 

， 
校舎 11,823.42面

キャンパス
� ［大学】

・健康医療スポー ツ学部
リハビリテーション学科
柔道整復学科
医療スポー ツ学科 I 校地 186,219.99吋

校舎 42,497.47吋

【大学院】
・環境情報学研究科

環境情報学専攻
・薬学研究科

薬学専攻
・看護学研究科

看護学専攻

校地 19,272.28 rrf 

校舎 61,567.51 rrf 

Ill. 
. .,.,, .. 一

拿'"-�'費

-〇つくば

·"""喝

·'"

·'"·'"'"
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【最寄り駅からの距離・交通機関】

！池袋キャンパスI

I中野キャンパス1

1千葉キャンパス1

住 所：東京都豊島区東池袋2-51-4

距 離： 1km

交通機関： JR 池袋駅東口 ～池袋キャソバス

徒歩 12 分

住 所：東京都中野区中野4-21-2

距 離： 0.8km

交通機関： JR 中野駅～中野キャンパス

徒歩 10分

住 所：千葉県市原市うるいど南4-1

距 離：8km

交通機関： JR 八幡宿駅～千莱キャンIヽ
・

ス

大学直通バス 20分

2

図面ー2



校舎配置図および災害時避難場所
中野キャンパス

中央本線

中野
区役所前

中野駅北口

新井
中野

体育館北
野方警察
署前

ファミリー
マート

セブン
イレブン

三井住友銀行
中野支店

セブン
イレブン

松屋

（早稲田通り）

中野駅

学校法人
窪田学園

区立中野
体育館

中野
サンプラザ

中野区立中野
四季の森公園

中野
税務署

野方
警察署東京警察

病院

NTTドコモ
中野ビル

中野
区役所

避難所
（旧桃丘小学校）

広域避難場所
（中野区役所一帯）

（
中
野
通
り
）

早稲田
大学

帝京平成大学

明治大学
中野キャンパス

中野
セントラルパーク

中野
セントラル
パーク

図面ー3

m.shindo
長方形



図⾯―4 

校舎・運動場等の配置図（中野キャンパス）4 ページから 32 ページに関しては、安全上の
観点より⾮公開。 
 



千葉キャンパス　配置図・避難経路・AED設置箇所
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帝京平成大学　千葉キャンパス　配置図
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  館
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♥

♥
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一次避難場所

駐車場
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図⾯―34 

校舎・運動場等の配置図（千葉キャンパス）３4 ページから４９ページに関しては、安全上
の観点より⾮公開。 
 



 

帝京平成大学学則 

 

第１章  略 

     第２章  組織 

（教育研究上の基本組織） 

第４条 本学は、学部、大学院をもって組織する。 

２ 本学に設置する学部及び学科並びに入学定員、編入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 
編入学定員 

収容定員 
２年次 ３年次 

人文社会学部 人間文化学科     

人間文化専攻 170人 － 5人 690人 

経営学科 395人 － 5人 1,590人 

児童学科 200人 － － 800人 

観光経営学科 118人 － 5人 482人 

経営学科 

通信教育課程 
220人 20人 30人 1,000 人 

健康メディカル学部 理学療法学科 100人 － － 400人 

作業療法学科 60人 － － 240人 

言語聴覚学科 60人 － － 240人 

臨床心理学科 116人 － － 464人 

健康栄養学科 77人 1人 1人 313人 

医療科学科 180人 － － 720人 

ヒューマンケア学部 看護学科 129人 － － 516人 

柔道整復学科 119人 － 1人 478人 

鍼灸学科 89人 － 1人 358人 

薬学部 薬学科 240人 － － 1,440人 

健康医療スポーツ学部 リハビリテーション学科 

理学療法学専攻 
80人 － － 320人 

作業療法学専攻 40人 － － 160人 

柔道整復学科 60人 － － 240人 

医療スポーツ学科 270人 － － 1,080人 

看護学科 135人 － － 540人 

ただし、人間文化学科人間文化専攻の入学定員のうち20人、編入学定員5人、経営学科の入学定員のうち35人、

編入学定員5人、及び観光経営学科の入学定員のうち20人、編入学定員のうち5人、は外国人留学生に限定した

定員とし、児童学科における指定保育士養成施設の入学定員は100人、収容定員は400人とする。 

３ 通信教育に関する規則は、帝京平成大学通信教育課程規則に定める。 

４ 第１項に基づき設置する大学院の学則は、帝京平成大学大学院学則に定める。 

学則－1



 

 

第３章～第１５章  略 

附 則 

１ この学則は、２０２２年４月１日より改定施行する。 
ただし、第２条の規定にかかわらず、入学定員及び収容定員は２０２２年度から２０２５年度までの間は、

次のとおりとする。 

学  部 学  科 入学定員 
編入学定員 収容定員 

2年次 3年次 2022年度 

人文社会学部 
人間文化学科 170人 － 5人 625人 

観光経営学科 118人 ― 5人 417人 

健康医療スポー

ツ学部 医療スポーツ学科 270人 ― ― 840人 

 

 

収容定員 

2023年度 2024年度 2025年度 

 650人 670人 690人 

442人 462人 482人 

920人 1000人 1080人 
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 別表第１
　（人文社会学部）

備    考 備    考
必修 選択 必修 選択

フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅰ Ａ 1 簿 記 入 門 2

フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅰ Ｂ 1 就 職 支 援 Ⅰ A 2

フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅱ Ａ 1 就 職 支 援 Ⅰ B 2

フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅱ Ｂ 1 就 職 支 援 Ⅱ A 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅰ Ａ 1 就 職 支 援 Ⅱ B 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅰ Ｂ 1 就 職 支 援 Ⅲ A 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅱ Ａ 1 就 職 支 援 Ⅲ B 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅱ Ｂ 1 公 務 員 試 験 基 礎 Ⅰ 2

現 代 英 語 Ⅰ Ａ 1 公 務 員 試 験 基 礎 Ⅱ 2

現 代 英 語 Ⅰ Ｂ 1 公 務 員 試 験 対 策 Ⅰ 2

実 用 英 語 Ⅰ 1 公 務 員 試 験 対 策 Ⅱ 2

実 用 英 語 Ⅱ 1 数 的 処 理 入 門 Ⅰ 2

コ ン ピ ュ ー タ 演 習 2 数 的 処 理 入 門 Ⅱ 2

英 文 法 入 門 Ⅰ 2 ホ リ デ ー 留 学 4

英 文 法 入 門 Ⅱ 2 ベトナム・インターンシップ 2

現 代 英 語 Ⅱ Ａ 1 オーストラリア・インターンシップ 2

現 代 英 語 Ⅱ Ｂ 1 ア ジ ア 共 同 体 論 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 初 級 Ⅰ 2 アジア共同体論（海外研修） 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 初 級 Ⅱ 2 特 別 セ ミ ナ ー 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 中 級 Ⅰ 2 人 間 文 化 概 論 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 中 級 Ⅱ 2 歴 史 文 化 概 論 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 上 級 Ⅰ 2 日 本 文 学 概 論 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 上 級 Ⅱ 2 国 際 情 報 （ 政 治 ） 2

国際コミュニケーションⅠ 4 国 際 情 報 （ 経 済 ） 2

国際コミュニケーションⅡ 4 イ ン タ ー ネ ッ ト 基 礎 理 論 2

国際コミュニケーションⅢ 4 福 祉 入 門 2

国際コミュニケーションⅣ 4 精 神 保 健 福 祉 入 門 2

日 本 語 表 現 Ⅰ 2 障 害 者 福 祉 入 門 Ⅰ 2

日 本 語 表 現 Ⅱ 2 高 齢 者 福 祉 2

異 文 化 理 解 2 障 害 者 ス ポ ー ツ 指 導 論 4

文 学 2 美 術 史 2

哲 学 2 近 代 美 術 史 2

命 と こ こ ろ 2 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ 2

心 理 学 2 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ 2

人 間 関 係 論 2 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 2

生 涯 学 習 論 2 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 2

地 域 生 涯 学 習 論 2 児 童 福 祉 入 門 2

メ デ ィ ア と 教 育 2 高 齢 者 福 祉 入 門 2

日 本 史 2 障 害 者 福 祉 入 門 Ⅱ 2

世 界 史 2 福 祉 施 設 実 習 指 導 Ⅰ 1

旅 と 科 学 2 福 祉 施 設 実 習 指 導 Ⅱ 1

食 の 文 化 2 福 祉 施 設 実 習 2

く ら し と メ デ ィ ア 2 教 育 制 度 論 2

く ら し と 経 済 2 発 達 心 理 学 2

日 本 国 憲 法 2 医 学 概 論 2

社 会 と 法 2 心 理 学 と 心 理 的 支 援 2

社 会 学 2 社 会 学 と 社 会 シ ス テ ム 2

く ら し と 福 祉 2 地域福祉と包括的支援体制 4

ボ ラ ン テ ィ ア 論 2 社 会 保 障 論 4

生 物 学 2 障 害 者 福 祉 2

環 境 学 2 貧 困 に 対 す る 支 援 2

地 球 環 境 と 防 災 2 権利擁護を支える法制度 2

デ ー タ サ イ エ ン ス 入 門 2 保 健 医 療 と 福 祉 2

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 2 社 会 福 祉 の 原 理 と 政 策 4

コ ン ピ ュ ー タ 実 践 演 習 Ⅰ 1 児 童 ・ 家 庭 福 祉 2

コ ン ピ ュ ー タ 実 践 演 習 Ⅱ 1 刑 事 司 法 と 福 祉 2

健 康 と ス ポ ー ツ 2 福祉サービスの組織と経営 2

レ ク リ エ ー シ ョ ン 論 2 社 会 福 祉 調 査 の 基 礎 2

レ ク リ エ ー シ ョ ン 実 技 Ⅰ 1 精 神 医 学 と 精 神 医 療 Ⅰ 2

レ ク リ エ ー シ ョ ン 実 技 Ⅱ 1 精 神 医 学 と 精 神 医 療 Ⅱ 2

キ ャ ン プ 実 習 1 現 代 の 精 神 保 健 の 課 題 と 支 援 Ⅰ 2

ス キ ー 実 習 1 現 代 の 精 神 保 健 の 課 題 と 支 援 Ⅱ 2

プレゼンテーションスキル 2 精神保健福祉の原理 4

人
間
文
化
学
科

人
間
文
化
専
攻

教
養
科
目

人
間
文
化
学
科

人
間
文
化
専
攻

教
養
科
目

人
間
文
化
専
門
基
礎
科
目

福
祉
専
門
科
目

区　分
単 位 数

区　分
単 位 数

授   業   科   目 授   業   科   目
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備    考 備    考
必修 選択 必修 選択

精神保健福祉制度論 2 情報デザイン応用演習Ⅱ 2

ソーシャルワークの基盤と専門職 2 情報デザイン応用演習Ⅲ 2
ソーシャルワークの基盤と専門職（専門・社会福祉） 2 描 写 絵 画 演 習 2

ソーシャルワークの理論と方法 4 デ ジ タ ル カ メ ラ 撮 影 演 習 2
ソーシャルワークの理論と方法（専門・社会福祉） 4 イメージクリエイティブ演習 2
ソーシャルワークの理論と方法（専門・精神保健福祉） 4 サ ウ ン ド デ ザ イ ン 演 習 2

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習 1 映 像 シ ナ リ オ 演 習 2
ソーシャルワーク演習（社会福祉）Ⅰ 1 現 代 ア ー ト リ テ ラ シ ー 2
ソーシャルワーク演習（社会福祉）Ⅱ 1 メ デ ィ ア 論 2
ソーシャルワーク演習（社会福祉）Ⅲ 1 メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー 2
ソーシャルワーク演習（社会福祉）Ⅳ 1 デ ザ イ ン 入 門 2
ソーシャルワーク実習指導（社会福祉）Ⅰ 1 デ ザ イ ン 理 論 2
ソーシャルワーク実習指導（社会福祉）Ⅱ 1 出 版 と 編 集 2
ソーシャルワーク実習指導（社会福祉）Ⅲ 1 日 本 文 学 史 （ 近 現 代 ） 2
ソーシャルワーク実習（社会福祉）Ⅰ 2 映 像 メ デ ィ ア 2
ソーシャルワーク実習（社会福祉）Ⅱ 4 映 像 リ テ ラ シ ー 2

精神障害者リハビリテーション論 2 映 像 史 2
ソーシャルワーク演習（精神保健福祉）Ⅰ 1 カルチュラルスタディーズ 2
ソーシャルワーク演習（精神保健福祉）Ⅱ 1 コ マ ー シ ャ ル 表 現 論 2
ソーシャルワーク演習（精神保健福祉）Ⅲ 1 デ ジ タ ル マ ー ケ テ ィ ン グ 2
ソーシャルワーク実習指導（精神保健福祉）Ⅰ 1 メ デ ィ ア 文 化 論 Ⅰ 2
ソーシャルワーク実習指導（精神保健福祉）Ⅱ 1 メ デ ィ ア 文 化 論 Ⅱ 2
ソーシャルワーク実習指導（精神保健福祉）Ⅲ 1 メ デ ィ ア 文 化 論 Ⅲ 2
ソーシャルワーク実習（精神保健福祉）Ⅰ 2 メ デ ィ ア 文 化 論 Ⅳ 2
ソーシャルワーク実習（精神保健福祉）Ⅱ 2 メ デ ィ ア 文 化 論 Ⅴ 2

福 祉 研 究 Ⅰ 2 メ デ ィ ア 文 化 論 Ⅵ 2

福 祉 研 究 Ⅱ 2 メ デ ィ ア 表 現 Ⅰ 2

福 祉 研 究 Ⅲ 2 メ デ ィ ア 表 現 Ⅱ 2

福 祉 研 究 Ⅳ 2 メ デ ィ ア 表 現 Ⅲ 2

福 祉 研 究 Ⅴ 2 メ デ ィ ア 表 現 Ⅳ 2

福 祉 研 究 Ⅵ 2 メ デ ィ ア 表 現 Ⅴ 2

福 祉 研 究 Ⅶ 2 メ デ ィ ア 表 現 Ⅵ 2

福 祉 研 究 Ⅷ 2 メ デ ィ ア 情 報 Ⅰ 2

福 祉 研 究 Ⅸ 2 メ デ ィ ア 情 報 Ⅱ 2

福 祉 研 究 Ⅹ 2 メ デ ィ ア 情 報 Ⅲ 2

スクールソーシャルワーク論 2 メ デ ィ ア 情 報 Ⅳ 2

スクールソーシャルワーク演習 1 メ デ ィ ア 文 化 研 究 4

スクールソーシャルワーク実習指導 1 メ デ ィ ア 文 化 表 現 Ⅰ 1

スクールソーシャルワーク実習Ⅰ 1 メ デ ィ ア 文 化 表 現 Ⅱ 1

スクールソーシャルワーク実習Ⅱ 1 国 際 文 化 論 2

エ ン パ ワ メ ン ト 演 習 1 国 際 関 係 論 2

造 形 基 礎 演 習 Ⅰ 2 安 全 保 障 2

造 形 基 礎 演 習 Ⅱ 2 情 報 と 近 代 2

デジタルデザイン基礎演習Ⅰ 2 文 化 人 類 学 2

デジタルデザイン基礎演習Ⅱ 2 比 較 文 化 論 2

グラフィックデ ザイン演習Ⅰ 2 国 際 法 2

グラフィックデ ザイン演習Ⅱ 2 国 際 機 構 論 2

グラフィックデザイン応用演習Ⅰ 2 国 際 協 力 論 2

グラフィックデザイン応用演習Ⅱ 2 国 際 交 流 論 2

グラフィックデザイン応用演習Ⅲ 2 英 語 学 2

映像デザイン演習Ⅰ 2 英 語 史 2

映像デザイン演習Ⅱ 2 ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ 2

映像デザイン応用演習Ⅰ 2 ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ 2

映像デザイン応用演習Ⅱ 2 英 語 学 研 究 Ⅰ 2

映像デザイン応用演習Ⅲ 2 英 語 学 研 究 Ⅱ 2

造形デザイン演習Ⅰ 2 アカデミック・ライティング 2

造形デザイン演習Ⅱ 2 異 文 化 論 2

造形デザイン応用演習Ⅰ 2 スピーチ・コミュニケーションⅠ 2

造形デザイン応用演習Ⅱ 2 スピーチ・コミュニケーションⅡ 2

造形デザイン応用演習Ⅲ 2 多 文 化 研 究 2

情 報 デ ザ イ ン 演 習 Ⅰ 2 外 国 文 献 講 読 Ⅰ 2

情 報 デ ザ イ ン 演 習 Ⅱ 2 外 国 文 献 講 読 Ⅱ 2

情報デザイン応用演習Ⅰ 2 国際コミュニケーション演習Ⅰ 4

人
間
文
化
学
科
　
人
間
文
化
専
攻

福
祉
専
門
科
目

人
間
文
化
学
科
　
人
間
文
化
専
攻

メ
デ
ィ
ア
文
化
専
門
科
目

国
際
文
化
専
門
科
目

メ
デ
ィ
ア
文
化
専
門
科
目

区　分
単 位 数

区　分
単 位 数

授   業   科   目 授   業   科   目

学則－4



備    考
必修 選択

国際コミュニケーション演習Ⅱ 4

国際コミュニケーション演習Ⅲ 4

国際コミュニケーション演習Ⅳ 4

グ ロ ー バ ル 研 究 Ⅰ 2

グ ロ ー バ ル 研 究 Ⅱ 2

グ ロ ー バ ル 研 究 Ⅲ 2

グ ロ ー バ ル 研 究 Ⅳ 2

イングリッシュコミュニケーションⅠ 2

イングリッシュコミュニケーションⅡ 2

イングリッシュコミュニケーションⅢ 2

イングリッシュコミュニケーションⅣ 2

ア ド バ ン ス ジ ャ パ ニ ー ズ ス タ デ ィ ー ズ Ⅰ 2
ア ド バ ン ス ジ ャ パ ニ ー ズ ス タ デ ィ ー ズ Ⅱ 2

キ ャ リ ア ジ ャ パ ニ ー ズ 2
ア カ デ ミ ッ ク キ ャ リ ア ジ ャ パ ニ ー ズ 2

国
際
文
化
専
門
科
目

共
通
専

門
科
目

卒 業 論 文 4

自
由
科
目

人
間
文
化
学
科
　
人
間
文
化
専
攻

区　分 授   業   科   目
単 位 数
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   別表第１
　（人文社会学部）

備    考 備    考
必修 選択 必修 選択

フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅰ Ａ 1 就 職 支 援 Ⅰ Ａ 2

フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅰ Ｂ 1 就 職 支 援 Ⅰ Ｂ 2

フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅱ Ａ 1 就 職 支 援 Ⅱ Ａ 2

フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅱ Ｂ 1 就 職 支 援 Ⅱ Ｂ 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅰ Ａ 1 就 職 支 援 Ⅲ Ａ 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅰ Ｂ 1 就 職 支 援 Ⅲ Ｂ 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅱ Ａ 1 公 務 員 試 験 基 礎 Ⅰ 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅱ Ｂ 1 公 務 員 試 験 基 礎 Ⅱ 2

現 代 英 語 Ⅰ Ａ 1 公 務 員 試 験 対 策 Ⅰ 2

現 代 英 語 Ⅰ Ｂ 1 公 務 員 試 験 対 策 Ⅱ 2

実 用 英 語 Ⅰ 1 数 的 処 理 入 門 Ⅰ 1

実 用 英 語 Ⅱ 1 数 的 処 理 入 門 Ⅱ 1

コ ン ピ ュ ー タ 演 習 2 ホ リ デ ー 留 学 4

英 文 法 入 門 Ⅰ 2 ベトナム・インターンシップ 2

英 文 法 入 門 Ⅱ 2 オーストラリア・インターンシップ 2

現 代 英 語 Ⅱ Ａ 1 ア ジ ア 共 同 体 論 2

現 代 英 語 Ⅱ Ｂ 1 アジア共同体論（海外研修） 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 初 級 Ⅰ 2 特 別 セ ミ ナ ー 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 初 級 Ⅱ 2 経 済 学 Ⅰ 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 中 級 Ⅰ 2 経 営 学 Ⅰ 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 中 級 Ⅱ 2 経 済 学 Ⅱ 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 上 級 Ⅰ 2 経 営 学 Ⅱ 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 上 級 Ⅱ 2 会 計 学 2

国際コミュニケーションⅠ 4 民 法 ・ 商 法 2

国際コミュニケーションⅡ 4 経 営 ・ 経 済 法 2

国際コミュニケーションⅢ 4 行 政 法 2

国際コミュニケーションⅣ 4 労 働 法 2

日 本 語 表 現 Ⅰ 2 企 業 情 報 Ⅰ 2

日 本 語 表 現 Ⅱ 2 企 業 情 報 Ⅰ 2

異 文 化 理 解 2 簿 記 Ⅰ 2

文 学 2 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 Ⅰ 2

哲 学 2 観 光 学 概 論 2

命 と こ こ ろ 2 ホ ス ピ タ リ テ ィ 論 2

心 理 学 2 観 光 産 業 体 験 演 習 Ⅰ 2

人 間 関 係 論 2 観 光 産 業 体 験 演 習 Ⅱ 2

生 涯 学 習 論 2 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 2

地 域 生 涯 学 習 論 2 観 光 社 会 学 2

メ デ ィ ア と 教 育 2 国 内 観 光 地 理 2

日 本 史 2 海 外 観 光 地 理 2

世 界 史 2 観 光 英 語 Ａ 1

旅 と 科 学 2 観 光 英 語 Ｂ 1

食 の 文 化 2 旅 行 業 法 ・ 約 款 2

く ら し と メ デ ィ ア 2 観 光 産 業 論 Ⅰ 2

く ら し と 経 済 2 観 光 産 業 論 Ⅱ 2

日 本 国 憲 法 2 観 光 産 業 論 Ⅲ 2

社 会 と 法 2 簿 記 Ⅱ 2

社 会 学 2 簿 記 Ⅲ 4

く ら し と 福 祉 2 人 事 管 理 2

ボ ラ ン テ ィ ア 論 2 企 業 金 融 論 2

生 物 学 2 現 代 社 会 と 広 告 2

環 境 学 2 企 業 と Ｏ Ｊ Ｔ 2

地 球 環 境 と 防 災 2 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 Ⅱ 2

デ ー タ サ イ エ ン ス 入 門 2 販 売 管 理 2

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 2 物 流 2

コ ン ピ ュ ー タ 実 践 演 習 Ⅰ 1 人 材 開 発 論 2

コ ン ピ ュ ー タ 実 践 演 習 Ⅱ 1 観 光 交 通 論 2

健 康 と ス ポ ー ツ 2 観 光 企 業 研 究 2

レ ク リ エ ー シ ョ ン 論 2 観 光 政 策 論 2

レ ク リ エ ー シ ョ ン 実 技 Ⅰ 1 地 域 振 興 と 観 光 2

レ ク リ エ ー シ ョ ン 実 技 Ⅱ 1 観 光 資 源 論 2

キ ャ ン プ 実 習 1 世 界 遺 産 Ⅰ 2

ス キ ー 実 習 1 世 界 遺 産 Ⅱ 2

プレゼンテーションスキル 2 Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ ビ ジ ネ ス 2

観
光
経
営
学
科

教
養
科
目

観
光
経
営
学
科

教
養
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

単 位 数
区　分 授   業   科   目

単 位 数
区　分 授   業   科   目
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備    考
必修 選択

観 光 マ ー ケ テ ィ ン グ 2

観 光 Ｃ Ｓ 論 2

観 光 行 動 論 2

フ ー ド ビ ジ ネ ス 2

国 内 旅 行 実 務 2

海 外 旅 行 実 務 2

航 空 ビ ジ ネ ス 論 2

ブ ラ イ ダ ル 産 業 論 2

観 光 立 国 論 2

観 光 と 環 境 2

観 光 経 営 Ⅰ 2

観 光 都 市 デ ザ イ ン 論 2

観 光 経 営 Ⅱ 2

外 国 研 究 2

卒 業 研 究 4

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 2

旅 行 業 務 演 習 2

ホ テ ル 業 務 演 習 2

旅 行 企 画 演 習 2

イ ベ ン ト プ ロ デ ュ ー ス 2
ア ド バ ン ス ジ ャ パ ニ ー ズ ス タ デ ィ ー ズ Ⅰ 2
ア ド バ ン ス ジ ャ パ ニ ー ズ ス タ デ ィ ー ズ Ⅱ 2

キ ャ リ ア ジ ャ パ ニ ー ズ 2
ア カ デ ミ ッ ク キ ャ リ ア ジ ャ パ ニ ー ズ 2

自
由
科
目

観
光
経
営
学
科

区　分 授   業   科   目
単 位 数

専
門
科
目
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   別表第１
　（健康医療スポーツ学部）

備    考 備    考
必修 選択 必修 選択

会 計 学 2 体 育 実 技 （ 球 技 ） 1

法 学 2 体 育 実 技 （ 武 道 ） 1

民 法 ・ 商 法 2 体 育 実 技 （ ダ ン ス ） 1

社 会 学 2 総 合 実 技 Ⅰ 1

日 本 国 憲 法 2 総 合 実 技 Ⅱ 1

企 業 と 倫 理 2 保 健 体 育 概 論 2

生 活 と 倫 理 2 ス ポ ー ツ 経 営 ・ 管 理 学 2

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 2 ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト 論 2

コ ン ピ ュ ー タ 演 習 Ⅰ 2 体育・スポーツ施設管理論 2

コ ン ピ ュ ー タ 演 習 Ⅱ 2 公 衆 衛 生 学 2

心 理 学 2 学 校 保 健 2

生 涯 学 習 論 2 精 神 保 健 学 Ⅰ 2

人 間 関 係 論 2 精 神 保 健 学 Ⅱ 2

自 己 啓 発 2 生 命 倫 理 ・ 動 物 福 祉 2

ボ ラ ン テ ィ ア 論 2 動 物 形 態 機 能 学 Ⅰ 2

社 会 福 祉 原 論 Ⅰ 2 動 物 形 態 機 能 学 Ⅱ 2

社 会 福 祉 原 論 Ⅱ 2 動 物 形 態 機 能 学 演 習 Ⅰ 1
社 会 保 障 2 動 物 形 態 機 能 学 演 習 Ⅱ 1
公 的 扶 助 2 動 物 繁 殖 学 2
地 域 福 祉 2 動 物 行 動 学 2
児 童 福 祉 2 動 物 栄 養 学 Ⅰ 2
老 人 福 祉 2 動 物 栄 養 学 Ⅱ 2
障 害 福 祉 2 比 較 動 物 学 Ⅰ 2
フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅰ Ａ 1 比 較 動 物 学 Ⅱ 2
フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅰ Ｂ 1 栄 養 学 2

フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅱ Ａ 1 予 防 と 介 護 2

フ レ ッ シ ュ セ ミ ナ ー Ⅱ Ｂ 1 画 像 診 断 学 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅰ Ａ 1 臨 床 心 理 学 Ⅰ 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅰ Ｂ 1 臨 床 心 理 学 Ⅱ 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅱ Ａ 1 老 年 心 理 学 2

ア ド バ ン ス セ ミ ナ ー Ⅱ Ｂ 1 発 達 心 理 学 2

基 礎 医 療 英 語 Ⅰ 1 バ イ オ エ シ ッ ク ス 2

基 礎 医 療 英 語 Ⅱ 1 ア ロ マ セ ラ ピ ー Ⅰ 2

ビジネスコミュニケーションⅠ 2 ア ロ マ セ ラ ピ ー Ⅱ 2

ビジネスコミュニケーションⅡ 2 ス ポ ー ツ 医 学 2

オフィスコミュニケーションⅠ 2 ス ポ ー ツ 生 理 学 2

オフィスコミュニケーションⅡ 2 健 康 と ス ポ ー ツ 2

異文化コミュニケーション 2 スポーツコンディショニング 2

国際コミュニケーションⅠ 4 救 急 医 療 概 論 Ⅰ 2

国際コミュニケーションⅡ 4 救 急 医 療 概 論 Ⅱ 4

国際コミュニケーションⅢ 4 救 急 処 置 学 各 論 Ⅰ 4

ホ リ デ ー 留 学 4 救 急 処 置 学 各 論 Ⅱ 2

レ ク リ エ ー シ ョ ン 論 2 疾 病 救 急 Ⅰ 2

レ ク リ エ ー シ ョ ン 実 技 Ⅰ 1 疾 病 救 急 Ⅱ 2

レ ク リ エ ー シ ョ ン 実 技 Ⅱ 1 疾 病 救 急 Ⅲ 4

人 体 の 構 造 Ⅰ 2 救 急 症 候 学 Ⅰ 4

人 体 の 構 造 Ⅱ 2 救 急 症 候 学 Ⅱ 4

人 体 の 機 能 Ⅰ 2 救 急 症 候 学 Ⅲ 4

人 体 の 機 能 Ⅱ 2 救 急 症 候 学 Ⅳ 4

ス ポ ー ツ 社 会 学 2 小 児 概 論 1

ト レ ー ニ ン グ 科 学 2 特 殊 病 態 学 1

ス ポ ー ツ 医 学 入 門 2 精 神 医 学 1

ス ポ ー ツ 心 理 学 2 環 境 障 害 2

ス ポ ー ツ 指 導 論 2 救 急 看 護 1

ス ポ ー ツ 栄 養 学 2 救 急 救 命 実 習 Ⅰ 3

スポーツトレーニング入門 2 救 急 救 命 実 習 Ⅱ 3

ス ポ ー ツ 倫 理 2 救 急 救 命 実 習 Ⅲ 4

コ ー チ ン グ 論 2 救 急 救 命 実 習 Ⅳ 3

ス ポ ー ツ 指 導 実 習 1 救 急 用 自 動 車 同 乗 実 習 6

体育実技（体つくり運動） 1 臨 床 実 習 6

体 育 実 技 （ 器 械 運 動 ） 1 救 急 救 命 総 合 実 習 1

体 育 実 技 （ 陸 上 競 技 ） 1 救 急 救 命 研 究 4

体 育 実 技 （ 水 泳 ） 1 特 別 総 合 演 習 2

単 位 数
授   業   科   目 授   業   科   目

人
間
と
福
祉

2
単
位
以
上
選
択
必
修

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

選
択
専
門
基
礎

区　分
単 位 数

区　分

2
単
位
以
上
選
択
必
修

専
門

レ

ク

リ

エ
ー

シ

ョ
ン

専
門
基
礎

医
療
ス
ポ
ー

ツ
学
科

経
営
と
社
会

2
単
位
以
上
選
択
必

修

医
療
ス
ポ
ー

ツ
学
科

専
門
基
礎

情
報
と

社
会

学則－8



備    考 備    考
必修 選択 必修 選択

ア ス レ テ ィ ッ ク ト レ ー ナ ー の 役 割 2 動 物 臨 床 看 護 学 実 習 Ⅱ 1

ト レ ー ニ ン グ 科 学 演 習 2 動物愛護・適正飼養実習Ⅰ 1

バ イ オ メ カ ニ ク ス 2 動物愛護・適正飼養実習Ⅱ 1

運 動 生 理 学 2 動 物 看 護 総 合 実 習 4

ア ス リ ー ト の メ ン タ ル マ ネ ジ メ ン ト 2 学 校 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅰ 2

運 動 器 の 解 剖 と 機 能 Ⅰ 2 学 校 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅱ 2

運 動 器 の 解 剖 と 機 能 Ⅱ 2 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 2

スポーツ外傷・障害の基礎知識Ⅰ 2 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 2

スポーツ外傷・障害の基礎知識Ⅱ 2 キ ャ リ ア プ ラ ン 2

健康管理とスポーツ医学 2 キ ャ ン プ 実 習 1

検 査 ・ 測 定 と 評 価 Ⅰ 2 ス キ ー 実 習 1

検 査 ・ 測 定 と 評 価 Ⅱ 2

予防とコンディショニングⅠ 3

予防とコンディショニングⅡ 2

アスレティックリハビリテーションⅠ 3

アスレティックリハビリテーションⅡ 2

救 急 処 置 2

ス ポ ー ツ と 食 事 2

ト レ ー ニ ン グ 実 技 Ⅰ 2

ト レ ー ニ ン グ 実 技 Ⅱ 2

アスレティックトレーナー現場実習Ⅰ 1

アスレティックトレーナー現場実習Ⅱ 2

アスレティックトレーナー現場実習Ⅲ 2

ス ポ ー ツ 現 場 実 習 1

ア ス レ テ ィ ッ ク ト レ ー ナ ー 特 講 Ⅰ 2

ア ス レ テ ィ ッ ク ト レ ー ナ ー 特 講 Ⅱ 2

動 物 看 護 関 連 法 規 1

動 物 愛 護 ・ 適 正 飼 養 関 連 法 規 1

動 物 看 護 学 概 論 2

動 物 病 理 学 2

動 物 薬 理 学 Ⅰ 2

動 物 薬 理 学 Ⅱ 2

動 物 感 染 症 学 Ⅰ 2

動 物 感 染 症 学 Ⅱ 2

動 物 感 染 症 学 Ⅲ 2

公 衆 衛 生 学 Ⅰ 2

公 衆 衛 生 学 Ⅱ 2

動 物 内 科 看 護 学 Ⅰ 2

動 物 内 科 看 護 学 Ⅱ 2

動 物 内 科 看 護 学 Ⅲ 2

動 物 外 科 看 護 学 Ⅰ 2

動 物 外 科 看 護 学 Ⅱ 2

動 物 臨 床 看 護 学 総 論 2

動 物 臨 床 看 護 学 各 論 Ⅰ 2

動 物 臨 床 看 護 学 各 論 Ⅱ 2

動 物 臨 床 看 護 学 各 論 Ⅲ 2

動 物 臨 床 看 護 学 各 論 Ⅳ 2

動 物 臨 床 検 査 学 2

動物医療コミュニケーション 2

愛 玩 動 物 学 Ⅰ 2

愛 玩 動 物 学 Ⅱ 2

人 と 動 物 の 関 係 学 2

動 物 飼 養 指 導 論 2

動 物 飼 養 指 導 論 演 習 1

動 物 生 活 環 境 学 2

ペ ッ ト 関 連 産 業 概 論 2

動 物 形 態 機 能 学 実 習 1

動 物 内 科 看 護 学 実 習 4

動 物 臨 床 検 査 学 実 習 Ⅰ 1

動 物 臨 床 検 査 学 実 習 Ⅱ 1

動 物 外 科 看 護 学 実 習 2

動 物 臨 床 看 護 学 実 習 Ⅰ 1

動 物 臨 床 看 護 学 実 習 Ⅰ 1

区　分
単 位 数

区　分
単 位 数

授   業   科   目 授   業   科   目
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療
ス
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学
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専
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学則の変更の趣旨等を記載した書類

ア. 学則変更（収容定員変更）の内容

人文社会学部人間文化学科および観光経営学科（現代ライフ学部人間文化学科、観光経営

学科。2022 年 4 月より名称変更予定。以下、「人文社会学部」で統一）は、2022 年度から

以下の表の通り、地域における大学の振興及び若者の雇用機会の創出による若者の修学及

び就業の促進に関する法律第 13 条第 3 号、本法施行令第 5 条第 1 項の除外規定に基づき、

外国人留学生に限定して特定地域内学部収容定員を増加させる。

人文社会学部人間文化学科において、外国人留学生に限定した入学定員枠を 20 名、3 年

次編入学定員を 5 名増加する。また、観光経営学科においても、外国人留学生に限定した入

学定員枠を 20 名、3 年次編入学定員を 5 名増加する。 

人文社会学部人間文化学科・観光経営学科の入学定員および収容定員

入学定員 編入学定員 収容定員
増員数

変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

人間文化学科 150 人 170 人 （－）
5 人 

（3 年次） 
600 人 690 人 90 人 

観光経営学科 98 人 118 人 （－）
5 人 

（3 年次）
392 人 482 人 90 人 

健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科は 2022 年度から入学定員を 190 人から 80 名

増加し 270 名と変更し、収容定員を 760 名から 1080 名とする。 

入学定員 収容定員 
増員数 

変更前 変更後 変更前 変更後 

健康医療スポーツ学部 

医療スポーツ学科 
190 人 270 人 760 人 1080 人 320 人 

学則変更にともない、本学全体の入学定員は 2518 名から 2638 名となり、編入学定員は

9 名から 15 名となり、収容定員を 10,575 名から 11,075 名に変更する。 

イ. 学則変更(収容定員変更)の必要性

（1）学部の特色

 人文社会学部は、本学における建学の精神、即ち「実学の精神を基とし 幅広い知識と 

専門分野における実践能力を身につけ 創造力豊かな逞しい 人間愛にあふれた 人材を

養成する」に則り、多様化する現代社会の要請に応え、様々な専門分野で活躍できる人材の

養成を目的としている。本学部はそのために、人間文化学科、経営学科、児童学科、観光経
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営学科の 4 学科を設置し、また大学での優れた研究・教育歴を持つ教員や企業・教育現場等

での実務経験の豊富な教員を要し、実学の基となる経営・観光・教育・福祉・情報・メディ

ア・語学・スポーツ等幅広い分野において実践的教育を行っている。 

 

 健康医療スポーツ学部は、建学の精神「実学の精神を基とし 幅広い知識と 専門分野に

おける実践能力を身につけ 創造力豊かな逞しい 人間愛にあふれた 人材を養成する」

といった実学の精神に則り、地域住民の医療や健康を支える人材の育成を目的に、2008 年

に地域医療学部として本学に設置された。2010 年には地域の人々の健康管理・健康増進、

救命医療・スポーツの実践などの指導を行える人材の育成のため医療スポーツ学科を設置

した。2017 年には「健康・医療・スポーツ」を 3 本柱として地域住民と密着した医療人の

養成を目的としていることをより明確とするため学部名称を「健康医療スポーツ学部」へと

変更した。高度医療・地域医療、地域住民の健康管理・増進を担う医療技術職には、必要な

専門的知識及び教養を修得し、豊かな人間性を身につけることが求められている。医療技術

職は、単に医療において医師の指示を受け対象者の治療を支援するだけでなく、対象者の自

立支援、精神状態を含めたケアなどにおいて多様な状況に対応できる専門的な技術を有し、

人としての生を全うできるよう支えることが求められている。さらに病院などでの医療活

動のみならず、福祉施設、企業、学校などの人々が活動するあらゆる分野において、対象者

が暮らす家庭や地域社会など、様々な場面での保健・医療・福祉活動に対しての影響力を発

揮することが求められている。健康医療スポーツ学部では、リハビリテーション学科理学療

法学専攻・作業療法学専攻、柔道整復学科、医療スポーツ学科、看護学科の 4 学科を設置

し、リハビリテーション、医療、救命、スポーツの分野において地域社会のニーズに合致す

る専門人を養成している。 

  

（2）学科の特色 
 人間文化学科は、建学の精神及び人文社会学部の目的に基づき、幅広い視野と国際感覚

をもった人材を養成することを目的としている。卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・

ポリシー）にある以下の能力を修得したものに学位を授与する。 

① 幅広い教養を身につけ、現代社会の諸課題を理解し、その対処方策について的確に理

解することができる。 

② 各分野・領域の専門的知識と技術および、職業人として相応しい実践力を身につけて

いる。 

③ 社会人としての使命感や責任感を持ち、主体的に社会とかかわる資質能力を有してい

る。 

④ 高い倫理観を持ち、職業を通して社会に貢献することができる。 

学科は福祉コース、メディア文化コース、グローバルコミュニケーションコースの 3 つ

にわかれ、学科共通に加えそれぞれにコースカリキュラムを有する。 
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福祉コースでは、実学の精神の基づき、高い倫理観と専門的知識・技術を備えた福祉人材

を養成する。 

メディア文化コースでは、映像・視覚・情報デザイン、文字表象といったメディア文化領

域のそれぞれの分野について能動的に理解し、かつそこで実践的に活躍できる人材を養成

する。 

グローバルコミュニケーションコースでは、世界の文化についての幅広い知識と理解力

を有し、国際的な場においても相手と豊かなコミュニケーションがとれる人材を養成する。 

 

観光経営学科では、建学の精神及び人文社会学部の目的に則り、幅広い専門知識、応用力、

実践能力、語学力を習得し、観光産業人としての実践力を身につけた人材を養成する。卒業

認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）として以下の能力を修得したものに学位を

授与する。 

① 人と文化の交流を促進できる豊かな人間性と幅広い教養を身につけている。 

② 高い倫理観と責任感を有し、現代社会の諸問題に積極的に取り組むことができている。 

③ 豊かな日本語の表現力を身につけ、自分の考えを的確に表現する能力を有している。 

④ 外国語を使える能力を高めて、国際交流への関心を有している。 

⑤ 観光経営に関する専門知識を有し、産業人として実践する準備ができている。 

 

医療スポーツ学科は、建学の精神（実学の精神）に則り、幅広い視野に立った教養を基礎

とする専門分野における知識・技術を身につけ、国際的視野に立って活躍できる人間愛にあ

ふれた人材の養成を教育目的に掲げている。以下の知識・理解、思考力・判断力・表現力、

実践力、積極的な社会貢献姿勢を有するに至った者に学位を授与する。 

① 社会生活を営む上で、多様な文化や背景を理解し、意見を交わすことができる知識とコ

ミュニケーション能力を有している。 

② グローバル社会に対応でき、身体的・精神的な健康情報を把握し、必要な行動を示すこ

とができる自己管理能力を有している。 

③ 各専門領域の知識と技術および態度、それらを適切に活用できる実践力と責任感、倫理

観を有している。 

④ 一般常識を大切に考え、障がいのある人や生命の危機に瀕している人なども含めた、地

域の全ての人々に対して、積極的に健康管理・健康増進、救命医療・スポーツの実践な

どを働きかけることにより、社会貢献できる能力を有している。 

 医療スポーツ学科では、教養と専門知識及び技術、国際的視野を持ち、地域のすべての

人々に対して健康管理・健康増進、救命医療・スポーツの実践などを行い、社会貢献できる

人材の育成のため、救急救命士コース、トレーナー・スポーツコース、アスリートコースの

３コースに分けて健康・医療教育を行っている。 

 救急救命士コースは、高度高齢化社会の到来による救急救命士の需要の増加が予測さ
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れることや、団塊の世代が大量退職する時代を迎えるにあたって消防業務に係る各種資格

者の減少が予測されることを受け設置された。 

トレーナー・スポーツコース及びアスリートコースでは、様々なトレーニング方法を学び、

スポーツや運動を行う人に適切なトレーニング指導のできるトレーナー・指導者を目指す

ことを趣旨・目的として設置された。 

 

（3）定員増を行う理由 
【留学生定員増に関して】 
Ａ 日本での外国人を取り巻く状況について 

2018 年 6 月に閣議決定した「経済財政運営と改革の基本方針 2018」（骨太方針）では、

一定の専門性・技能を有し、即戦力となる外国人材に関して、就労を目的とした新たな在留

資格を創設する方針が打ち出された。これにより、2025 年までに 50 万人超の外国人受入

が見込まれている。さらに内閣府の外国人労働力についての会議資料によると、総務省「労

働力調査」および人口推移から、15 歳から 64 歳までの生産年齢が減少しており、他の先進

国と比べ減少が顕著である。（資料１）さらに、少子高齢化に伴う労働人口の減少に対し、

ダイバーシティー推進の一環も含め、外国人材に対するニーズも高まっている。 

また、経済産業省の発表した「高度外国人材活用企業 50 社」によると、外国人採用メリ

ットとして事業の海外展開・新規顧客の獲得、外国人材目線での商品開発サービス提供、新

たなビジネスモデル構築、社員の意識改革の４つの視点から、外国人材について、積極的な

受け入れを促している。 

そういった背景のもと、政府は、2020 年を目途に留学生受入れ 30 万人を目指す「留学生

30 万人計画」を推進している。令和元年度外国人留学生在籍状況調査結果をみると令和元

年度 5 月 1 日現在で 31 万 2,214 人（日本語教育機関での受け入れ含む）となっており 30

万人の受け入れ数値目標は達成された。（資料２）（資料３）さらに「日本再興戦略」におい

て、戦略的な外国人留学生の確保を推進することが示され日本国内での就職率を現状の 3 割

から 5 割に向上を目指し、関係省庁が連携し推進しており、スーパーグローバル大学創設

支援等の事業を創設など、グローバル化に対応する優秀な外国人留学生の受け入れを組織

的に支援している。 

 

Ｂ 中長期計画内での国際化推進 
 本学は、建学の精神に則り、広く知識を授け人格の陶治を図るとともに、深く専門の学術

を教授・研究し、国際的視野に立って日本国の発展に貢献できる有為な人材を育成すること

を目的としている。そのため、本学は、現代社会の状況を踏まえつつ、教育の改革の方向性

を確固とするため中長期計画を策定している。その中で主要な事項の１つとして国際化の

推進を挙げている。計画は以下の通りである。 
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１．海外大学との交流 

提携先の拡充を推進する。 

学生や教職員の派遣、交流を支援する体制を構築する。 

２．海外交流の促進 

外国人留学生の受け入れを促進する環境を整備する。 

国際社会で活躍できる人材養成を推進する。 

  

本学では建学の精神に基づき、本学学生の海外留学、留学生の受け入れ、教職員の教育研

究交流をさらに進めるため、2018 年 4 月に帝京平成大学国際交流センターを設立した。同

時に、2018 年 4 月に国際交流委員会を設置し、国際化を推進するために国際交流に関する

企画及び計画を行っている。 

留学生の受け入れについて、現代ライフ学部経営学科において、2021 年 4 月入学生より

外国人留学生に限定した入学生を 35 名、3 年次編入学定員を 5 名増加する特定地域内の収

容定員増加に係る学則変更認可申請を行い、2020 年 10 月に文部科学大臣より認可を受け

たところである。さらに、人間文化学科および観光経営学科にて特定地域内の収容定員を増

加することで、国際化を前進させる。 

海外大学との連携については、海外キャンパスを持つ帝京大学との学術交流協定の締結

を初めとし、モンゴル・タイ・中国・アメリカの大学とも学術交流協定を結ぶなど、学生及

び教員を中心とした学術・文化交流を進めている。今後は、英国やベトナムとの提携が予定

されており、提携先大学の国籍も拡大している。また海外留学・インターンシップなどの海

外研修のプログラムについては、イギリス・アメリカ・オーストラリア・シンガポール・タ

イ・マレーシア・ベトナム・中国等で実施してきており、さらに新しいプログラムを検討す

るなどして多様化や充実化を図り、学生の国際的視野の拡大や国際的感性の獲得に資する

教育環境づくりに努めている。 

 カリキュラムにおいては、グローバル化する社会で活躍できる幅広い視野と国際感覚を

身に付けるため、人間文化学科グローバルコミュニケーションコースにおいて、英語のみで

行う授業を実施している。また、外国人留学生に限定した入学定員の認可を受けた経営学科

では、留学性に限定した日本語教育の科目を 2021 年度より実施する予定である。 

 

C 外国人留学生入学者選抜・本学の責務 
本学では現在、国際化の推進に向けて外国人留学生選抜という入学者選抜区分を設け、人

文社会学部人間文化学科、経営学科、観光経営学科で実施している。経営学科は、2020 年

3 月に外国人留学生に限定した収容定員増加に係る学則変更の申請を行い、2021 年 4 月よ

り入学定員 35 名、3 年次編入学 5 名の受け入れを開始するところである。2021 年度の志願

者は 185 名となり合格者は 42 名で、前年比 1.8 倍となった。一方、人間文化学科・観光経

営学科では入学定員が若干名となっており、合格者が 1 桁から 12 名を推移している。しか
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し、志願者数を見ると人間文化学科では 2017 年度の 3 名から 2021 年度には 84 名と増加

している。また、観光経営学科では 2017 年度の 5 名から 2020 年度には 48 名と増加して

いる。2021 年度はコロナ禍の影響がある中、38 名となっている。（資料４）今回、人間文

化学科および観光経営学科において、新たに「専門教育を受けるに十分な語学力および基礎

的学力、自ら日本社会にとけ込んでいこうとする積極性とコミュニケ一ション能力を有し、

将来、国際社会に貢献できる人材を求める。」旨のアドミッション・ポリシーを策定し、ポ

リシーに合致した質の高い学生をより多く獲得することにより、本学の中長期計画にある

「国際化の推進」をさらに進める方針である。 

また、人文社会学部人間文化学科の就職先業種としては、小売業・製造業・人材サービス・

映像 TV・福祉・医療が特に多い。（資料５）小売業・製造業・人材サービスは、昨今、労働

者不足が顕著であり、解決策として外国人労働者の雇用を増やしている現実がある。また、

映像・TV 業界は、内閣府が推進している「クールジャパン戦略」の取り組みの中で就労し

ようとする留学生等に係る在留資格の明確化が法務省から公表されている。これは、日本の

コンテンツ等に対する外国からの関心が高まっていることを受け、アニメ・ファッション・

デザイン業界での外国人人材の受入れ、外国人人材の起用等を促進していることが言える。

また、福祉・医療分野では、少子高齢化の進行等の下で生産年齢人口が減少し、労働力人口

も減少が見込まれ、福祉・介護サービス分野においても人手不足が生じている。 

観光経営学科の就職先業種としては、小売業、宿泊・旅行代理業が多い。観光庁によると

多様化する訪日外国人旅行者のニーズに対応するため観光人材を確保・育成する必要があ

ると述べており外国人人材は益々需要が高まる。 

昨今の日本が抱える労働者人口の減少、それに対する政府の方針を鑑みると、日本社会に

溶け込み働ける外国人人材の育成・確保は急務である。他方で、本学を志望するにもかかわ

らず入学定員若干名との制限により本学において教育を受ける機会が与えられずにいる外

国人学生が相当数いる現状がある。このような現状を打破すべく、本学は人間文化学科に外

国人留学生 20 人、3 年次編入学生 5 人、観光経営学科に外国人留学生 20 人、3 年次編入学

生 5 人を増加する。外国人留学生定員を増加することで、人間文化・観光経営の専門知識の

修得にとどまらず、国際感覚や語学力を生かして実践的に活躍できる外国人を日本社会へ

と輩出することが可能となり、多様化する時代に大学の社会的責任を果たすことができる

と考える。 

 

【医療スポーツ学科の定員増に関して】 

A.スポーツ参加人口の拡大とその課題 

医療スポーツ学科では、2017 年 4 月に入学定員を 140 名から 190 名へと 50 名の定員

増を行った。これは、2018 年の平昌（韓国）冬季オリンピックや 2019 年のラグビーワ

ールドカップ、2020 東京オリンピック・パラリンピックの開催、といったメガスポーツ

を支える多種多様な人材の育成や、これらのメガスポーツイベントにより運動・スポーツ
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への関心や機運の高まりを、日常的な運動・スポーツ実践につなげるための指導者や多様

なスポーツビジネスに関わる人材の育成を念頭に置いたものであった。 

文部科学省が 2017 年 3 月 24 日に策定した第 2 期スポーツ基本計画でも、2021 年に開

催予定である東京オリンピック・パラリンピックにより高まった国民のスポーツへの関

心や機運の高まりを日常的なスポーツ実践へとつなげ、スポーツ参加人口を拡大すべく

様々な施策が計画されている。第 2期スポーツ基本計画では、2017 年から 2021 年の 5 年

間にかけてライフステージに応じたスポーツ活動の推進とその環境整備を行うとしてい

る。具体的には、成人のスポーツ実施率週 1 回以上の割合が健常者が 42.5％、障がい者

が 19.2％（2016 年調査）だったのを 2021 年度までに健常者 65％程度、障がい者 40％程

度となることを目指すというものである。（資料 6）その実現のために、スポーツ環境の

基盤となる「人材」と「場」充実を挙げ、指導者養成のモデル・コア・カリキュラムの大

学等への普及を計画している。これらのことから、専門知識を有するスポーツトレーナー

の育成が求められているといえる。2019 年度の成人全体のスポーツ実施率週 1 日以上の

割合は 53.6%となり、2016 年より上昇は見られる（資料 7）。しかし、第 2 期スポーツ基

本計画において目標とされる 65％にはまだ届いていない。引き続き、スポーツ環境の基

盤となる「人材」の確保の必要性が認められる。医療スポーツ学科においては 2018 年度

にカリキュラム改定を行った。医療スポーツ学科のカリキュラムはアスレティックトレ

ーナー、健康運動実践指導者、日本トレーニング協会トレーニング指導者、体育施設管理

士、全国体育スポーツ系大学協議会スポーツトレーナー等の資格取得が可能な教育カリ

キュラムとなっており、高度なスポーツ専門人材の育成が可能であり、スポーツ参加人材

の拡大に有為な人材の育成が可能である。そのため、医療スポーツ学科が行っている専門

的知識を有するスポーツトレーナー養成への需要は高いものといえる。 

 

  Ｂ.スポーツ実施環境の整備と課題 

第 2期スポーツ基本計画では、スポーツ人口拡大のため、スポーツ環境の基盤の整備を

掲げ「場」の充実も目標としている。具体的に「場」の充実として、総合型地域スポーツ

クラブの質的充実が掲げられている（資料 8）。総合型地域スポーツクラブの質的充実に

は、総合型地域スポーツクラブの運営に関して専門的知識を有する人材の確保が当然必

要となる。本学では総合型地域スポーツクラブ・帝京平成スポーツアカデミーを運営して

いる。帝京平成スポーツアカデミーでは、学生の学び及び実学の実践の場として健康づく

りを提供するプログラム「親子で楽しむ体つくり教室」「Jr.バドミントン」の紹介を行っ

ている。（資料 9）。本学では、帝京スポーツアカデミーのような総合型地域スポーツクラ

ブにおいて学生に実際に地域の人々へのスポーツに関する専門知識を通じた健康管理・

健康増進の機会を与え、スポーツ環境の基盤としての「場」の活かし方、運営の仕方とい

った実学教育を実施している。併せて医療スポーツ学科ではスポーツクラブなどにおい

て運営のための諸活動をサポートするアシスタントマネジャー、体育施設全般の維持管
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理の知識・技術を有する体育施設管理士の資格取得を学生に奨励し、養成に努め、クラブ

運営と施設運営ができる人材の育成に力を入れている。このような医療スポーツ学科の

教育は第 2 期スポーツ基本計画と合致するところであり、医療スポーツ学科が育成する

人材への需要は高いといえる。 

 

Ⅽ.スポーツを通じた共生社会の実現と課題 

第2期スポーツ基本計画ではスポーツを通じた共生社会の実現も掲げている。（資料10）。

障がい者が健常者と同様にスポーツに親しめる環境を整備し、共生社会を実現すると同

時に、障がい者の週 1 回以上のスポーツ実施率を 40％程度まで引き上げることを目指し

ている。計画の実現のため、国や日本障がい者スポーツ協会は障がい者スポーツ指導員の

資格取得ができる大学の拡大等を行い、障がい者スポーツ指導員の養成を拡充し、3万人

の育成を目標としている。医療スポーツ学科では、希望する学生に初級障がい者スポーツ

指導者の資格取得させる環境を整えており、指導者の養成を通じて障がい者スポーツを

通じた共生社会実現へと貢献をしている。2021 年開催予定の東京パラリンピック「車い

すフェンシング」では競技ボランティアとして本学から 70 名が参加予定であり、本学の

障がい者スポーツ教育を通じた学生の障がい者スポーツへの関心の高さを示しており、

貢献度も大きいといえる。そのため、医療スポーツ学科が行う障がい者スポーツ教育に対

する需要は高いといえる。 

 

Ｄ.スポーツを通じた活力ある社会づくりと本学の責務 

 第 2 期スポーツ基本計画では、スポーツ人口の拡大を図り、スポーツを通じた健康増

進、共生社会の実現、経済・地域の活性化など、スポーツを通じた活力ある社会づくりを

目的としている。しかし、第 2期スポーツ基本計画の実現においてはスポーツ人材の不足

や場所の充実といった課題がある。医療スポーツ学科では、スポーツやトレーニング、ス

ポーツクラブや施設の運営に対する専門的な知識・技術を有する人材の育成を行ってき

た。医療スポーツ学科が行ってきたスポーツ人材の育成は、スポーツを通じた活力ある社

会づくりにおける人材不足や場の充実といった課題解決の手段となりうるものであり、

今後さらなる需要の高まりが見込まれる。 

また、メガスポーツが開催される 2020 年度東京オリンピックにおけるスポーツ人材の

ニーズを見越して、2017 年に医療スポーツ学科は定員増を行ったが、志願者倍率は 2017

年が約 2.6 倍、2018 年度以降は 3倍以上を維持している。（資料 11）これらの結果から、

医療スポーツ学科が行っているスポーツの専門教育に対する学生のニーズは高いものと

いえ、医療スポーツ学科にて学ぶことを求めている学生へ教育を提供することは本学の

社会的責務である。 

上記のことから、医療スポーツ学科が行っているスポーツ教育に対する社会的ニーズと、学

生のニーズにこたえるべく、2022 年度より入学定員を 80 名増やし、270 名（収容定員 1080

9



 

名）とする学則変更を行う。 

 

ウ.学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 
（１）教育課程 
【留学生に関する定員増に関して】 
今回の学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程の変更は行わないが、現在の少人数クラ

スを維持するために各科目の特性に合わせクラス数を増設し、授業の質を担保する。 

人間文化学科では、現代社会の諸課題を多角的に理解するとともに、幅広い教養と豊かな

人間性を培うために、またコンピュータスキルやコミュニケーション能力等を身に付ける

ために、教養科目として「哲学」「社会学」「フレッシュセミナー」「アドバンスセミナー」

「英語」「国際コミュニケーション（フランス語・ドイツ語他）」「コンピュータ演習」「デー

タサイエンス」などを配置する。専門基礎科目として「人間文化概論」「歴史文化概論」、専

門科目として福祉・映像・視覚・情報デザイン・国際文化の領域において求められる科目を

配置している。そして、「就職支援」「インターンシップ」等で就業価値や社会的役割、就職

への心構えなど、大学から就業へのスムーズな移行を促す科目を配置する。また、取得可能

な資格として、社会福祉士・精神保健福祉士・学芸員・図書館司書などのカリキュラムも配

置する。 

観光経営学科は、幅広い教養を身につけ、高い倫理観と責任感を有し現代社会の諸問題に

積極的に取り組み、観光経営の分野で必要とされる専門知識と、産業人としての素養と実践

力を身につけるため、教養科目として「異文化理解」「環境学」「フレッシュセミナー」「ア

ドバンスセミナー」「英語」「国際コミュニケーション（フランス語・ドイツ語他）」「コンピ

ュータ演習」「データサイエンス」などを配置する。専門基礎科目として観光経営学の基礎

となる「経済学」「経営学」「会計学」、専門科目として「観光産業論」「観光政策論」「観光

立国論」「観光行動論」などの科目を配置している。そして、「就職支援」「インターンシッ

プ」等で就業価値や社会的役割、就職への心構えなど、大学から就業へのスムーズな移行を

促す科目を配置する。また、取得可能な資格として、レクリエーションインストラクター・

学芸員・図書館司書などのカリキュラムも配置する。目指せる資格として国内旅行業務取扱

管理者・総合旅行業務取扱管理者・世界遺産検定などがある。 

また、日本社会において、外国人留学生が抱える様々な言語や文化のハンディキャップを

埋めるため、新たに自由科目として「アドバンスジャパニーズスタディーズⅠ（1年前期）」

「アドバンスジャパニーズスタディーズⅡ（1年後期）」「キャリアジャパニーズ（2年前期）」

「アカデミックキャリアジャパニーズ（2 年後期）」を開講する。履修を必須として促し、

早い段階から、アカデミックな日本語に触れる機会を持ち、日本社会の多様性を意識しなが

ら、自らの力で視野を広げられる授業を目的とする。予定している授業概要は以下の通りで

ある。 

①「アドバンスジャパニーズスタディーズⅠ・Ⅱ」・・・日本語能力試験 N1 対策を目的と
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する授業。日本語能力試験で求められる力（語彙・文法、読解、聴解）をバランスよく

身に付けることを目的とする。 

②「キャリアジャパニーズ」・・・就職、就業する際に必要なコミュニケーション力（他

者との円滑なコミュニケーションの取り方、敬語でのコミュニケーションの取り方、メ

ールの書き方、ビジネスマナー）を基礎から固め、ビジネススキルの修得を目的とする。 

③「アカデミックキャリアジャパニーズ」・・・留学生が就職する際に必要となる自己分

析力、エントリーシートの書き方、面接対応、ディスカッションへの参加、企業研究等

の学修活動を通し、日本における就職活動のノウハウを身に付け、自ら日本社会に溶け

込んでいけるようになることを目的とする。 

 

【医療スポーツ学科の定員増に関して】 

健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科では、今回の収容定員の変更に伴う教育課程

の変更は予定していない。医療スポーツ学科では 2018 年にすでに教育課程の変更を実施

しており、アスレティックトレーナー、健康運動実践指導者、トレーニング指導者、ジュ

ニアスポーツ指導員、アシスタントマネジャー、全国体育スポーツ系大学協議会スポーツ

トレーナー、体育施設管理士等の資格取得に必要な科目が学べる構成とされ、専門知識を

有するスポーツトレーナー育成に必要な教育課程の編成となっている。 

併せて、スポーツ社会学、スポーツ経営管理学等の社会科学系科目（1年次開講）にお

いて「スポーツボランティア」「スポーツイベント」「スポーツによるまちづくり・まちお

こし」等に関する内容を盛り込みスポーツと社会・経済・環境といった事柄にも興味を持

たせ、３年次にはより専門的な「スポーツマネジメント論」を開講し、文部科学省が求め

る学士力や経済産業省の求める社会人基礎力といったマネジメント能力のあるトレーナ

ーや教員を目指せる修学支援体制を構築している。 

また地域における国際性にも配慮したうえで、地域の健康管理・健康増進、スポーツの

実践などを行い、社会貢献できる人材となるために必要教養を身に付けさせることを目

的として「国際コミュニケーション」や「人間関係論」「ボランティア論」といった科目

を設置し、コミュニケーション力や相互理解力の育成にも力を入れている。 

 
（２）教育方法及び履修指導方法 
【留学生に対する教育方法及び履修指導方法に関して】 
 教育方法、履修指導方法については、基本的に収容定員増後も現在のものを継続していく。 

教育方法は、必修科目として配置している「フレッシュセミナー」「アドバンスセミナー」

において特色ある少人数教育を実践している。セミナー科目においては 1 クラス 18～25 名

程度とし、担当教員は勉学、履修指導を中心とした学生生活全般にわたる指導を行う。これ

により学生は、社会人として求められる常識や基礎的な教養、各人の専攻分野や関心領域に

関わる幅広い知識を身に付けることができるようにしている。定員増後には人間文化学科
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および観光経営学科にて 1 クラスずつ増設し少人数制での指導を継続していく。 

なお、外国人留学生に関しては、日本語能力を測定するためのプレースメントテストを実

施し、日本語能力の強化が必要と認められる学生については、日本語教育の経験がある学科

教員からの指導および本学附属日本語学校の教員による指導により、日本語・日本文化の理

解について十分に学修できるような環境を提供する。そのクラスには、既に本学学部・大学

院で学んでいる上級生（留学生）を、セミナー留学生クラス担当の SA・TA として配属す

る予定である。 

専門科目においては、人間文化学・観光経営の専門基礎で学んだことを、より実践的場面

で的確に活用することができるようになるため、アクティブラーニングの手法も取り入れ、

主体的に学修できる授業を展開していく。 

ことに専門科目のなかでもゼミ形式の授業においては、各グループにバランスよく留学

生を配分するよう配慮し、アクティブラーニングの代表的手法といわれる PBL（Problem 

Based Learning）を取り入れた授業の中で、日本人学生と外国人留学生とがともに共通の

課題について、その解決に向けた方策を議論し、学びあい、相互に理解を深めていく〈協働

の場〉を体験することができるようにする。かかる授業を行えば、その過程で、学生たちは

無理なく自然なかたちでグローバル化・国際化の真の意義と重要性を理解し、将来、ますま

す多様化、国際化の進む社会においても、本学の目指す実学の力を発揮していくことができ

るであろう。 

また、語学や基礎的なコミュニケーション能力、情報処理能力の修得に関しても十分な時

間をかけて指導していく。新たに自由科目として設定した科目を修得し、単なる知識を取り

入れるための言語能力だけでなく、日本語で考えたり、問題を解決したりしていくために必

要な能力を培う。さらには、就職支援の一環としてよりいっそうインターンシップを推奨し、

企業・実社会での体験を促すことでキャリアプランをイメージできるようにしていく。 

履修指導方法は、本学では履修登録単位数の上限を年間 49 単位と定めている。卒業に必

要な単位は 124 単位であるが、単位制度の実質を保ち、学生の学修負担を軽減するため、

履修登録手続き完了後に履修確認・修正期間を設けている。また、前述の通り、「セミナー」

科目のクラスを増やすことで、学生に対するきめ細やかな指導が可能であると考えている。 

 

【医療スポーツ学科における教育方法及び履修指導方法に関して】 

健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科においても、教育方法、履修指導方法については、

基本的に収容定員増後も現在のものを継続していく。具体的には、「フレッシュセミナー」、

「アドバンスセミナー」という 30 名程度のセミナーを設けており、各教員が個々の学生に

対して、履修指導や進路指導を行うこととしている。教員の増員も予定しているため、セミ

ナーのクラスも入学定員の増加に合わせて 3 クラス増やす予定であり、従前と変わらない

指導を維持する方針である。また、「キャリアプラン」においては、学生に対して就職指導

を行い、就職活動の支援を行っている。 
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科目によっては他学科との同時開講を実施することで、リハビリテーションや柔道整復

を学ぶ学生との交流の機会を持たせ、学生の視野が広がるように配慮している。専門教育に

おいては、実習や演習系の技術修得が課題となる授業においてクラス分けを行い、きめ細か

い指導が可能となるように努めている。 

実習に関しても、定員を増加しても対応が可能である。トレーニング指導者、健康運動実

践指導者については、すべて学内実習において対応が可能となっているため、定員後の実習

指導にも対応が可能である。アスレティックトレーナー資格取得において必要となる現場

実習については、アスレティックトレーナー専任教員、アスレティックトレーナーの資格を

有する教員、スポーツドクター、外部の実習指導者による指導により定員増した後の対応も

可能である。コロナ禍の 2020 年度は、学外実習先の使用が例年より減ったが、学内実習に

おいて対応を行った。今回の経験をもとに対応することで、コロナによる実習への影響が今

後続いたとしても、学内実習の運用を行うことで、定員増後の実習に対応することも可能と

考えている。以上のことより、医療スポーツ学科において 80 名の入学定員を増やしても、

学内・学外実習に対する対応は可能であると考えている。 

 
（３）教員組織 
【留学生定員増に対応するための教員組織の再編】 
人間文化学科の 2021 年度の教員数は 27 名（教授 7 名、准教授 4 名、講師 14 名、助教 2

名）である。また、観光経営学科の 2021 年度の教員数は 12 名（教授 7 名、准教授 3 名、

講師 1 名、助教 1 名）である。 

2022 年度からの外国人留学生受け入れによる定員増が認可受けたのち、日本語教育の経

験がある教員（講師）を新規で 4 名採用する。留学生の日本語学習支援はもちろんのこと、

勉学上の悩みだけでなく、学生生活全般の相談にも丁寧に応じる。そのため、セミナーの少

人数教育の特性を維持することが可能である。また、新規教員が、新たに設定した自由科目

を担当する予定である。2021 年度 4 月より外国人留学生の定員増の認可を受けている経営

学科は、同じ人文社会学部で中野キャンパスにあり、日本語教育を行う教員も決まっている。

また、日本語教育能力検定試験を受験する予定の教員もおり、体制が整っている。 

 人間文化学科および観光経営学科には、外国籍教員、外資系の企業出身者・国内海外旅行

業の出身者や、異文化交流・英語学・国際観光学を研究している教員など多彩な人材がいる

ため、留学生の学生生活から就業までのキャリアデザインをサポートできる環境が整って

いる。さらに日本語教育の経験がある教員（講師）を 4 名採用すること、本学附属日本語学

校の教員のサポートがあることを加味すると、日本語の理解に不安のある学生についての

サポート体制は十分といえよう。 

 

 事務組織においては、さらに、学生支援チームの職員が留学生の学生生活全般をサポート

する。留学生受け入れにあたり、事務局に中国語、英語に精通している職員を 3 人配置して
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おり、留学生が相談に来やすい環境作りをしている。年度初めには全学年の留学生を集め、

大学生活についての留学生用ガイダンスを行う他、サポート内容は以下の通りである。 

１．留学生の在籍管理 

授業の出席とは別に学生支援チーム窓口に留学生独自の出席簿を配置し、留学生は通学

した際にサインをするよう指導する。暫く学校へ来ていない留学生へ電話にて連絡をし、大 

学へ通学するよう勧告する。状況によっては、本国の保護者へも連絡をする。 

さらに、欠席状況を早期に把握し、欠席が続く学生を指導するため、本学では、1 年次～

4年次まで毎週 1回授業が開講される必修のセミナー科目において、前期および後期の授業

開始 3週目に「セミナー」の授業で長期欠席調査を行っている。特に理由がないまま欠席を

続けている学生に対してはセミナー担当教員から連絡を取る。留学生に対しても同様の指

導・対応を行う。 

２．奨学金・学費減免 

  本学では留学生の学費負担軽減のため、私費外国人留学生向け文部科学省外国人留学生

学習奨励費の受給申請方法の説明および大学独自の留学生授業料減免制度の説明を行って

いる。大学独自の留学生授業料減免制度としては前年度の成績等を総合考慮して給付者を

決定する帝京平成大学冲永特待生制度及び、入学年度より授業料免除する私費外国人留学

生授業料減免制度、入学後の急な経済的困窮に対して支援を目的とする帝京平成大学特別

奨学生制度を実施している。（資料 12） 

３．在留資格 

在留期間更新・在留資格変更の際の許可申請書の作成と出入国在留管理局への提出書 

類の不備の有無の確認を行う。また、在留カード、パスポート、保険証、学生証の各コピー

の提出と学校作成の外国人留学生登録票の記入及び回収を行う。 

 他にも、資格外活動（アルバイト）の状況等を的確に把握することで、様々なトラブルを

未然に防いだり、トラブル発生時には助言などを行っている。国際交流イベントの企画・開

催を通して、留学生同士や日本人学生との交流を促進している。 

また、留学生受け入れにあたり、事務局に中国語、英語に精通している職員を 3 人配置

し、留学生が相談に来やすい環境作りをしている。 

さらに、就職支援室でのキャリアカウンセラーや就職支援室職員との個別相談・新宿サテ

ライトオフィスでの相談、学内の合同説明会など就職支援体制が整っている。特に留学生に

対しては、留学生対象の就職説明会の開催や面接練習を実施している。さらに、セミナー担

当教員と連携し、留学生に個別にアプローチするなどして、日本での就職が実現できるよう

に、丁寧な指導・サポートを行っている。これらの取り組みを通して、留学生の就職率向上

にも努めている。今後は、外国人留学生増加に伴い、日本語教育の専門の教員、国際交流セ

ンター、附属日本語学校や留学生の就職指導経験が豊富で実績のある千駄ヶ谷日本語教育

研究所の教員とも連携し、ビジネス日本語・マナー講座の開催も検討するなど、安定的に日

本で就職し、定着するための方策を行う。 
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 ４．留学生相談室の設置 

 日中バイリンガルで留学経験のある臨床心理の専門家（カウンセラー）を配置し、大学生

活や日常生活におけるさまざまな問題、悩み、心配ごとについて支援する留学生相談室設置

する。 

 

【医療スポーツ学科の定員増に対応するための教員組織の再編】 
医療スポーツ学科は、2020 年度は教授 6名、准教授 7名、講師 10 名、助教 6名、助手 3

名、合計 32 名の教員にて構成されている。2021 年度は合計 33 名（教授 7名、准教授 7名、

講師 10 名、助教 6名、助手 3名）となっている。今回、80 人の定員を増加することを考慮

し、計画的に 8名の教員採用を予定している。具体的には 2022 年 4 月 1日付で教員 4名の

採用を予定している。その後、2023 年に 2名、2024 年に 2名、それぞれ採用する予定であ

る。教員は全部で 41 名となり、収容定員増加前より人数が増え、より充実した指導が可能

となるといえる。そのため、教員組織につき、収容定員を増加しても教育や指導に問題はな

い。 

 

（４）施設・設備等について 

【留学生の定員増を行う中野キャンパスに関して】 

校舎等の施設は、現行の中野キャンパスの校舎を利用する。中野キャンパスは本学の 3 つ

目のキャンパスとして 2013 年より開設され、人文社会学部、薬学部、ヒューマンケア学部

看護学科、大学院環境情報学研究科、薬学研究科、看護学研究科が設置されている。専用教

室の他、実験・実習室、演習教室、アリーナ、図書館、自主学習スペース、食堂等が併設さ

れ、最新設備が整えられている。また、留学生相談室を新たに開設すること、さらには、グ

ローバル化・国際化を推進することもその目的の一つとするラーニング・コモンズが設置さ

れており、学修の基礎となる科目・領域の個別学修支援や自由にグループ学修が行える場、

外国語（現在は英語中心）コミュニケーション能力を向上させるための場があり、日本人学

生と外国人留学生の間の交流の機会を提供している。さらに、現在週 2 日、本学附属日本語

学校の教員がラーニング・コモンズに派遣され、留学生を対象とした日本語支援講座を開講

している。このような場を出発点として、大学全体でも日本人学生と外国人留学生が共に学

びあう学修環境を創出していく。かかる学びの場における国際交流、異文化交流のなかで、

日本人学生自身の意識改革が促進されることも期待される。また、教育における ICT 活用

を全学的に進めており、Web ベースの学習支援システム及びネットワーク環境も整備され

ている。留学生定員増可後は、セミナー科目のクラス数増加することを考慮し、使用する専

用教室を 2 部屋追加する。また、専任教員のための研究室フロアを設けており、学生との交

流の場として整っている。定員増後も現状の設備で対応する。講義室は外国人留学生定員増

後の学生数に対しても充分な数が確保されており、問題ない。 
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【医療スポーツ学科の定員増を行う千葉キャンパスに関して】 
 健康医療スポーツ学部は千葉県市原市の千葉キャンパスに設置されている。千葉キャン

パスは教室、実習室、運動場および図書館等が設置されている。 

広大な敷地面積を有する千葉キャンパスは、その利点を生かしたスポーツ設備が充実し

ている。運動場には 24,444.9 ㎡の敷地面積をもたせ、2013 年 3 月に実施された改修工事を

経て人工芝が設置されるに至った。また、グラウンドの外周には陸上競技用の全天候型走路

が設置されており、多目的に利用されている。さらにリコディショニングルームやトレーニ

ングルームも設置されており、スポーツやトレーニングに関する専門的知識や技術を学ぶ

環境が整えられている。また、柔道場も武道館と本館の 2か所に設置され、学生は本格的な

道場において柔道を学ぶことが可能となっている。広大なスポーツ施設を生かし、総合型地

域スポーツクラブ帝京平成スポーツアカデミーも運営されており、アカデミーでは多様な

運動プログラムが実施されている。学びの場である千葉キャンパスにアカデミーがあるた

め、学生はスポーツクラブの運営を身近に感じることが可能となっている。その他、アカデ

ミーでは学生が運動プログラムを提供する機会も設けられており、大学で学んだ知識や技

術を試す実践教育の場としても活用されている。 

千葉キャンパスは自然環境に恵まれた緑地の多いキャンパスであり、学生食堂や図書室

など授業の空き時間等に学生がくつろぎ交流できる憩いのスペースも多い。なお、千葉キャ

ンパスの図書室には 127,735 冊（うち外国語 25,612 冊）、学術雑誌 1027 冊（うち外国語 455

冊）、電子ジャーナル 5,100 冊（うち外国語 3,620 冊）、視聴覚資料 2,016 冊が所蔵されてい

る。千葉キャンパスの学生は、自身の所属に関係なく所蔵されている図書の閲覧が可能とな

っている。また、十分なスペースが確保されている専任教員の個人研究室は、学生の利便性

を鑑み本館 5 階と 6 階にまとめて配置されている。教室数も学生数に応じた数が確保され

ており、学生個人と密な交流が必要な授業の場合は小規模教室、講義など多くの学生を対象

とした授業の場合は中・大規模教室を使用し、各授業の特性に応じた教室配分をできるよう

になっている。 
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【資料１.外国人労働力について】 

外国人労働力について 

平成 30年 2 月 20 日 内閣府 
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【資料２.「留学生30万人計画」骨子の概要】 

「留学生 30 万人計画」骨子の概要 

平成 20 年 7 月 29 日 文部科学省 報道発表 「留学 30 万人計画」骨子の概要 
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【資料３.外国人留学生の推移】 

外国人留学生数の推移（令和元年５月１日現在） 

2019（令和元）年度外国人留学生在籍状況調査結果（日本学生支援機構） 
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【資料４.外国人留学生選抜状況】

対象学科
2017年度

（平成29年度）
2018年度

（平成30年度）
2019年度

（平成31年度）
2020年度※

（令和2年度）

春季入学 春季入学 春季入学 春季入学

人 人 人 人

定員

経営学科 12 14 22 98

人間文化学科 3 2 8 61

観光経営学科 5 6 8 48

経営学科 5 5 3 12

人間文化学科 0 1 2 8

観光経営学科 3 2 3 6

※2020年（令和2年度）入学選抜より現地上海会場を実施

合格者数

1年38人
3年4人

5

5

人

志願者数

185
内訳

1年177人
3年8人

84

38

若干名

経営学科
入学定員35人

3年次編入学5名

人間文化学科・観
光経営学科
若干名

外国人留学生選抜状況
現代ライフ学部

2021年度※
（令和3年度）

春季入学
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【資料５.現代ライフ学部人間文化学科・観光経営学科就職先状況】

2019年度　就職実績
人間文化学科
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2019年度　就職実績
人間文化学科
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2019年度　就職実績
人間文化学科
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2019年度　就職実績
観光経営学科
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【資料6.第2期スポーツ基本計画抜粋『スポーツ参画人口の拡大』】

出典：「スポーツ基本計画 参考資料 第2期スポーツ基本計画 概要」（文部科学省）
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【資料7.成人のスポーツ実施率の推移】

出典：スポーツ庁 報道発表（令和2年2月27日） 『令和元年度「スポーツの実施状況等に関する世論調査」について～成人の週1日の以上のスポーツ実施率は53.6％（平成30年度55.1％）～』
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【資料8.第2期スポーツ基本計画抜粋『スポーツ環境の基盤となる「人材」と「場」の充実』】
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出典：「スポーツ基本計画」（文部科学省）



トップページ > 帝京平成スポーツアカデミーについて

帝京平成スポーツアカデミーは、帝京平成⼤学千葉キャンパスとちはら

台キャンパスを拠点に学⽣、教職員と地域住⺠が⼀体となって運営する

新しいタイプの総合型地域スポーツクラブです。

帝京平成スポーツアカデミーでは帝京平成⼤学健康医療スポーツ学部の

各学科と⼤学が保有する研究機関としての知財をフルに活⽤し、幼児か

ら⾼齢者、障がい者、アスリートを対象とする多様なスポーツ事業の展

開を通じて、市原市並びに近隣地域のライフタイムスポーツの振興に貢

献することを⽬的とします。

 帝京平成⼤学は地域に開かれた⼤学として、千葉県・市原市など地域の皆様の賛同を得

て、平成25年3⽉、総合型地域スポーツクラブ「帝京平成スポーツアカデミー（略称、THS

アカデミー）」を創設しました。

平成30年5⽉にはプログラムを開始して５周年を迎えます。⼤学の全⾯的⽀援をはじめとし

て、国・⽂科省からのスポーツ振興くじ助成（toto）、千葉県並びに市原市からの助成を受

け活動を展開して参りました。その結果、事業活動は順調に推移しており、会員数は平成30

年3⽉末時点で８００名を超し年間延べ参加者数は約１．８万⼈を数えるに⾄りました。

過去の経緯を振り返ってみますと、スポーツ振興法に基づき平成7年度から地域のコミュニティの役割を担うスポーツクラ

ブづくりに向けた先導的なモデル事業がスタートしました。具体的には地域住⺠による⾃主的な運営を⽬指す「総合型地

域スポーツクラブ育成推進事業」の推進です。また平成２３年にはスポーツ基本法が制定され、より⼀層の振興が謳われ

ています。

総合型地域スポーツクラブとは、⼈々が、⾝近な地域でスポツに親しむことのできる新しいタイプのスポーツクラブで

す。内容は（1）⼦どもから⾼齢者まで（多世代）、（2）様々なスポーツを愛好する⼈々が（多種⽬）、（3）初⼼者か

らトップレベルまで、それぞれの志向・レベルに合わせて参加できる（多志向）、という特徴を持ち、地域住⺠により⾃

主的・主体的に運営されるスポーツクラブです。平成2８年1２⽉の時点で、国内全体では3,４00を数え、1,８00を超える

市区町村において育成されております。

そのなかでTHSアカデミーは⼤学を拠点とするクラブとして全国で25番⽬、千葉県内では唯⼀で、⾃然環境に恵まれた緑

豊かな千葉キャンパス・ちはら台キャンパスにトップレベルの施設を整備しました。さらにスポーツに関する専⾨分野の

研究者とスポーツ学を学ぶ学⽣達が協働して多様なプログラムを提供致します。平成29年4⽉からは⽂化講座として絵画

帝京平成スポーツアカデミーについて

帝京平成⼤学についてはこちら

帝京平成スポーツアカデミーについて | 帝京平成スポーツ... http://www.thsa.jp/about/#about03

2021/01/24 20:07

【資料9.帝京平成スポーツアカデミーホームページ抜粋】
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THSAとは

会⻑挨拶

帝京平成⼤学教職員・学⽣が
主体のプログラムについて

施設のご案内

保険について

教室を新たに加え、こうした活動は質量共に全国的に注⽬されています。

地域の皆様⽅におかれましては、こうした充実した場・機会・サービスをご活⽤頂きご⾃⾝のクオリティオブライフ（⽣

活の質）を⾼めて頂きたく、ご参加をお勧め致します。⼈とスポーツの関わり⽅である、「する」、「みる」、「⽀え

る・創る」活動に皆様⽅が積極的に参加され、活⼒ある新しいコミュニティづくりを進めていきませんか。

ご家族、友⼈達をお誘いのうえ、スポーツ活動を通じて⼼⾝の健康増進を図るとともに地域において仲間の輪を広げてい

きましょう。

帝京平成スポーツアカデミー

会 ⻑ 細村 省三

帝京平成⼤学の教職員・学⽣が専⾨とする分野を活かし、また座学や演習等で学び、実学の実践の場として健康医療ス

ポーツ学部の学⽣が健康づくりを提供するプログラムを紹介します。（詳細はプログラム紹介をご覧ください。）

●Jr.クライミング教室

指導者︓濵⽥ 剛（健康医療スポーツ学部 医療スポーツ学科 教授）

指導補助︓⼤橋 教良（健康医療スポーツ学部 医療スポーツ学科 教授）

経験のない⼩学⽣向けのクライミング教室です。⾃由時間を多くとりますので楽しく

登ってください。落下補助の為、保護者の補助を必須としています。（親⼦参加型のプ

ログラムになります）

●Jr.サッカースクール

指導補助︓⼥⼦サッカー部

初⼼者、未経験から始められるサッカー教室です︕

元気いっぱいに楽しみましょう︕

●エクササイズ&コンディショニングストレッチ

指導者︓⽯橋 和正（健康医療スポーツ学部 柔道整復学科 助教）

ボクシングのエクササイズは始めから誰でも楽しく⾏える有酸素運動として指導してい

ます。未経験でも⼤丈夫です。簡単なエクササイズやストレッチをして元気な⼼と⾝体

を作りましょう︕

●シニアウォーキング

指導補助者︓眞瀬垣 啓（健康医療スポーツ学部 医療スポーツ学科 准教授）

⽣活習慣病とロコモティブシンドロームの予防を⽬標としたプログラムを提供します。

膝に負担がかからない効率の良いウォーキング、美しい姿勢を⽬指しましょう︕

●かんたん筋⼒トレーニング教室

帝京平成スポーツアカデミーについて | 帝京平成スポーツ... http://www.thsa.jp/about/#about03

2021/01/24 20:07
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指導者︓⾼橋 仁（健康医療スポーツ学部 医療スポーツ学科 教授）

指導補助者︓医療スポーツ学科学⽣

⾃分の体重やチューブを利⽤した筋⼒トレーニングを⾏います。初めての⽅や⼥性でも

楽しめる教室です︕正しいトレーニングで美しいBODYをゲットしましょう︕

●運動や⼿の使い⽅に不器⽤さがある⼦どもの体操教室

指導補助者︓勝嶋 雅之（健康医療スポーツ学部 作業療法学科 講師）

  ⿑藤 ⼀実（健康医療スポーツ学部 作業療法学科 講師）

⾛る、跳ぶ、⼿で⽀えるなどを通じて基礎的な運動⼒を⾼めます。平均台、トランポリ

ン、跳び箱など感覚あそびで運動の協調性（コーディネーション）を育みます。細かい

⼿の動きを育てるため⼯作なども取り⼊れています。

●Jr.バスケットボールA・B

指導者︓⼩林 洋彦（健康医療スポーツ学部 医療スポーツ学科 准教授）

    守屋 正道（健康医療スポーツ学部 理学療法学科 助教）

バスケAは初⼼者クラス、バスケBは経験者クラスになります。

バスケが楽しいと思ってもらえるよう丁寧に指導します。未経験でも⼤丈夫ですので是

⾮ご参加ください。

●バドミントン

指導者︓寺⽥ 善弘（健康医療スポーツ学部 柔道整復学科 教授）

初⼼者の⽅⼤歓迎︕ラケットの握り⽅から指導いたしますのでご安⼼ください。バドミ

ントンの楽しさを知っていただくことが⽬的です。皆さんで⼀緒にバドミントンを楽し

みましょう︕

●親⼦で楽しむ体つくり教室

指導者︓健康医療スポーツ学部学⽣

私たち健康医療スポーツ学部学⽣が親⼦参加型の体つくり教室でスポーツ活動を始める

きっかけを提供します。運動が苦⼿なお⼦さんも楽しめます︕お⽗さん、お⺟さん、お

⼦さんと⼀緒に体つくりで楽しみましょう︕

●Jr.バドミントン

指導者︓健康医療スポーツ学部学⽣

未経験でも⼤丈夫です。ひとりひとりに⾒合う練習などを⾒出しわかりやすく指導しま

す。会員の皆さんと良い関係を持ちながら指導していきますのでよろしくお願いしま

す。

千葉キャンパス

帝京平成スポーツアカデミーについて | 帝京平成スポーツ... http://www.thsa.jp/about/#about03

2021/01/24 20:07
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ちはら台キャンパス

クラブ活動中のケガで通院や⼊院をされた場合は保険が適応されます。

死亡・後遺障害 ⼊ 院 通 院

100万円 ⽇額1,500円 ⽇額1,000円

※活動中のケガ及び⾃宅から教室までの往復も対象。
※ケガをされた場合は速やかに事務局までご連絡ください。
※上記保険で⼼配な⽅は各⾃で各種保険にお⼊りください。

帝京平成スポーツアカデミーについて | 帝京平成スポーツ... http://www.thsa.jp/about/#about03

2021/01/24 20:07

学則変更の趣旨（資料）ー16



ホーム
よくある質問
賛助会員
採⽤情報
交通アクセス

帝京平成スポーツアカデミーについて
帝京平成スポーツアカデミーとは

会⻑挨拶

帝京平成⼤学教職員・学⽣が主体のプログラム
について

施設のご案内

保険について

プログラム紹介
プログラム⽇程

千葉キャンパス

ちはら台キャンパス

申込・⼿続き
会員種別

本会員 ⼊会申込について

プログラム追加・再開⼿続き
プログラム変更⼿続き

プログラム休会⼿続き

退会⼿続き

〒290-0193 千葉県市原市うるいど南4-1 帝京平成⼤学千葉キャンパス内
TEL.0436-74-6369 FAX.0436-74-9341
お問合せ時間／9︓00〜16:00 事務局休業⽇／⼟・⽇・⽉・祝⽇ 年末年始

Copyright(c) TEIKYO HEISEI SPORTS ACADEMY. All Rights Reserved.

帝京平成スポーツアカデミーについて | 帝京平成スポーツ... http://www.thsa.jp/about/#about03

2021/01/24 20:07
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【資料10.第2期スポーツ基本計画抜粋『スポーツを通じた共生社会の実現』】

出典：「スポーツ基本計画」（文部科学省）
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出典：「スポーツ基本計画」（文部科学省）
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出典：「スポーツ基本計画」（文部科学省）
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【資料11.医療スポーツ学科 過去の志願者数及び志願者倍率】

健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科　志願者数及び志願者倍率

学部名称変更
定員増　50

年　度 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

募集定員 140名 140名 190名 190名 190名 190名

健康医療スポーツ学部
医療スポーツ学科 539名 481名 511名 735名 645名 692名

志
願
者
数

3.85倍
(志願者数　/　定員)

志願者倍率
3.44倍 2.69倍 3.87倍 3.39倍 3.64倍
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【資料12.授業料減免規則・特別奨学生規則】
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（減免の取消）

第 8 条 授業料減免の対象学生が年度中に次の各号の一に該当する場合は、 減免を取り消

し、 免除分を追徴する。

(1) 退学及び懲戒処分を受けたとき

(2) 学業不振で、 成業の見込みがないとき

(3) 留学生としての身分を失ったとき

(4) 申請書の記載に虚偽があったことが判明した場合

(5) その他本学学生としてふさわしくない行為があったとき

（所管）

第9 条 この規程に関する事務は、 事務局担当課学生係及び会計課が行う。

（雑則）

第1 0条 この規程に定めるもののほか必要な事項は別に定める。 、e
g
H

（規程の改廃）

第1 1条 本規程の改廃については、 学長が行う。

附 則

（施行期日）

1 この規程は、 20 1 2年 4 月 1 日から施行する。

2 この規程は、 2013 年 4 月 1 日から改定施行する。

3 この規程は、 20 1 5 年 4 月 1 日から改定施行する。

4 この規程は、 20 1 7 年 4 月 1 日より改定施行する。

5 この規程は、 20 1 9 年 4 月 1 日より改定施行する。
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帝京平成大学特別奨学生規程

（ 目的）

第1条 本規程は、 帝京平成大学（以下「本学」という。） の建学の精神に則り、 高い学習

意欲がありながら、 入学後家計支持者の死亡、 失職（定年退職は除く）、 長期入院や自宅

療養及び災害等で家計が急変し、 経済的に修学を継続することが困難となっ た学生を特

別奨学生（以下「奨学生」 という。）として、 授業料を減免するこ とにより、 修学を支援

し、 社会に有為な人材を育成することを目的とする。

（対象者）

第2条 第1
・

条の目的に沿って、 家計が急変し、 経済的に修学を継続することが困難とな

った本学の在学生を対象とする。

（ 減免区分及び減免額）

第3条 奨学生の減免区分及び減免額は、 以下のとおりとする。

A 授業料から3 0万円免除

B 授業料から2 0万円免除

c 授業料から1 0万円免除

（採用人員）

第4条 奨学生の募集は毎年度行い、 採用人員は、 減免区分ごとに1 0名を超えないもの

とする。

（ 減免期間）

第5条 減免期間は、 原則として1年間とする。 但し、 出願資格を満たしていれば、 次年

度以降も出願することができるものとする。

（ 選考基準）

第6条 奨学生を志願する者は、 次の各号の基準 に該当する者でなければならない。

(1)入学後主たる家計支持者の死亡、 失職、 疾病等または火災、 風水害等により家計が

急変し、 学業の継続が著しく困難になった者

(2)保護者又は学資支弁者が、 日本学生支援機構奨学金（第1種奨学金）の収入甚準以下の

者

(3)申請時に必修科目全 単位と選択科目を加えた合計単位 が2年生は34単位以上、 3

年生は6 8単位以上、 4年生は1 0 2単位以上、 薬学部のみ5年生は4年次までの必

修科目を全て修得、 6 年生は 5 年次の病院・薬局実務実習を除く 5 年次までの必修科

目を全て修得した者

(4)前学年の学業成績で、 申請時において修得したGPAが 1. 0以上の者

学則変更の趣旨（資料）ー24



（出願資格）

第7条 奨学生として出願できる者は、 第6条のすべての事項に該当する者とする。

2 本学の他の特待生等採用者は、 出願資格がないものとする。

（出願手続）

第8条 奨学生として出願する者は、 次の各号の書類を事務局学生係に提出しなければな

らない。

(1)願書（本学所定のもの）

(2)入学後の家計急変理由を確認できる書類

(3)家計支持者または学資支弁者の前年度の所得証明書等

（市区町村長の発行する前年度所得証明書等）

(4)成績証明書（本学所定のもの）

（選考委員）

第9条 選考委員は、 学生委員会委員で構成する。

（選考方法）

第 1 0条 選考委員は、 第 6条の選考基準等に沿って審査のうえ候補者を選定し、 学長が

候補者の中から決定する。

（減免取消）

第 1 1 条 減免期間中、 本学学則第 5 9 条に該当する行為があった場合は、 第 3 条の減免

の取り消しを行う。

（採用通知）

第 1 2条 採用者には、 本学が定めた期日に出願した本人に通知する。

（特別採用）

第1 3条 本学の発展等に寄与するなど、 特に顕著な業績が認められた場合は、 本規程に

関わらず、 奨学生として採用することができる。

（所管）

第 1 4条 この規程に関する事務は、 各キャンパスの事務局学生係が行う。

（雑則）

第1 5条 この規程に定めるもののほか、 必要な事項は別に定める。
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（規程の改廃）

第1 6条 本規程の改廃については、 学長が行う。

附 則

（施行期日）

1 この規程は、 昭和6 3年6月1 7日から施行する。

2 この規程は、 平成7年4月 1 日から改定施行する。

3 この規程は、 平成9年4月 1 日から改定施行する。

4 この規程は、 平成 2 1 年4 月 1 日から改定施行する。

5 この規程は、 平成 26 年4月 1 日から改定施行する。

6 この規程は、 平成 27年4月 1 日から改定施行する。

7 この規程は、 平成 29 年4月 1 日から改定施行する。

8 この規程は、 平成 30 年 1 月 1 日から改定施行する。
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(1) 学生確保の見通し及び申請者としての取組状況

① 学生確保の見通し

ア 定員充足の見込み ・・・・・・・・ Ｐ.２

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 ・・・・・・・・ Ｐ.１１

② 学生確保に向けた具体的な取り組み状況 ・・・・・・・・ Ｐ.１６

(2) 人材需要の動向等社会の要請

〈1〉外国人留学生に対する人材需要の動向等社会の要請

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） ・・・・・・・・ Ｐ.２２

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたもので

あることの客観的な根拠 ・・・・・・・・ Ｐ.２２

〈2〉医療スポーツ学科の学生に対する人材需要の動向等社会の要請

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） ・・・・・・・・ Ｐ.２５

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたもので

あることの客観的な根拠 ・・・・・・・・ Ｐ.２５
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学生確保の見通し等を記載した書類 

 
（１）学生の確保の見通し及び取組状況 

 
①  学生の確保の見通し 
ア 定員充足の見込 

〈1〉外国人留学生入学定員増に関する検討 
 人文社会学部人間文化学科は、幅広い視野と国際感覚をもった人材を養成することを目

指している。この教育目的を達成するため、アドミッションポリシーとして、以下のとおり

定めている。 

【アドミッションポリシー】 

 人文社会学部 人間文化学科は、少子・高齢化、情報化、グローバル化が進展する現代社

会のあり方について実践的に学び、専門知識および教養豊かな人間性を備え、福祉・メディ

ア・グローバルの分野で社会の要請に応え活躍できる人材の養成を目指す。この教育目的を

達成するため、以下のような入学者を求める。 

① 現代社会の諸課題を多角的に理解し、関わっていこうという強い意欲を有している。 

② 各専門分野を学ぶために必要な基礎学力を備えている。 

③ 専門的な知識・技術を得るために、努力を惜しまない姿勢を有している。 

④ 人とのコミュニケーションを大切にする姿勢を有している。 

 人文社会学部 観光経営学科は、実社会で活躍できる観光産業人として、それに相応し

い専門知識、応用力、実践能力、英語力を身につけた人材を養成するという教育目的を達

成するため、以下のような入学者を求める。 

① 観光について積極的に修得しようとする意欲を有している。 

② 地理・歴史・文化などに高い関心があり、豊かな日本語の表現力と語学力を修得しよ

うとする意欲を有している。 

③ 人との交流が好きで、人々に感動を与えるサービスや企画を行うことに関心がある。 

④ 豊かな人間性と良識、周囲を思いやる協調性を有している 

なお、本学における国際化推進の一方策として、人文社会学部人間文化学科および観光経

営学科に外国人留学生の定員枠を設けるにあたり、アドミッションポリシーとして以下の

一項を追加する。 

「専門教育を受けるに十分な語学力及び基礎的学力、自ら日本社会にとけ込んでいこう
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とする積極性とコミュニケ一ション能力を有し、将来、国際社会に貢献できる人材を求め

る。」 

 この度、近年の外国人留学生数の動向や本学の入学者選抜動向、中国・アジアにおける学

生募集方策、そして、日本語教育学校修了者の進学状況、日本語学校へのアンケート調査分

析・本学附属日本語学校の設置・人文社会学部経営学科の外国人留学生に限定した収容定員

増加など、あらゆる外的環境要因を考慮した結果、在留資格を有する外国人留学生のみを対

象とした入学定員枠を新たに設けることで、当該留学生のニーズに対応し、さらには、本学

のグローバル化をも推進する方策である。ついては、中長期的かつ安定的な学生確保が見込

まれる入学定員を人間文化学科および観光経営学科入学定員 20 名、3 年次編入学定員を 5

名と想定し、以下、定員充足見込みについて考察する。 

 

（ⅰ）外国人留学生の動向からみる定員充足の見込み 

まず、最大の要因として挙げられるのは、在留資格を有する外国人留学生の急増現象であ

る。独立行政法人日本学生支援機構（以下、「ＪＡＳＳＯ」）が実施する最新の調査結果によ

ると、留学生（「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定める「留学」の在留資格により

我が国の大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専修学校、我が国の大学に入学するため

の準備教育課程を設置する教育施設及び日本語教育機関において教育を受ける外国人学生）

の推移は年々増加現象にあり、2019（令和元）年 5 月 1 日段階の留学生総数は約 31 万 2 千

人と、出入国管理及び難民認定法の改正が行われた平成 23 年 5 月 1 日現在の数（約 16 万

3 千人）から 1.9 倍以上の増加となっている。（資料１）その内訳について分析すると、日

本語教育機関や専修学校に所属する学生数が急増する一方、大学や大学院の在籍者数も

年々伸び続けており、高等教育機関の在籍者数は 22 万 8 千人と、約 7 割を占めている。 

 

（ⅱ）本学における留学生入学選抜・広報活動からみる定員充足の見込み 

こういった日本への留学を希望する外国人が急増している状況は、本学における外国人

留学生入学者選抜状況にも顕著になって現れている。本学では現在、人文社会学部において

一般の入学者選抜とは別に、外国人留学生を対象とした入学者選抜区分を設け、実施してい

る。過去 5 年間の本学入学者選抜状況をまとめると、下の線グラフとなる。年々増加傾向に

あり、令和 2 年度（2020 年度）入学者選抜においては人間文化学科の志願者は 61 名、観

光経営学科の志願者は 48 名、計画している入学定員 20 名を優に超えている。また、令和

3 年（2021 年度）入学者選抜においては人間文化学科の志願者は 84 名、観光経営学科の志

願者は 38 名となっている。人間文化学科は前年度比で約 38％の増加となり、観光経営学科

は逆に 21％の減少となった。観光経営学科の減少の要因としては、やはり新型コロナの影

響による観光業の落ち込みが大きいと考えるのが妥当である。しかし、一昨年度の志願者数

が僅か 8 名であったことを考えると、新型コロナの影響にもかかわらず今年度 38 名が志願

したのは本学への期待の表れであると考えている。また、人間文化学科と観光経営学科の志
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願者を合計すると、昨年度が 109 名であったのに対し、今年度は 122 名となっており、前

年度比で 12％増加している。このことから、観光経営学科を志望していた学生の相当数が

人間文化学科や外国人留学生枠が新設された経営学科（前年度比で 70％増）に流れたので

はないかと予想される。いずれにしろ、新型コロナ下であっても志願者数の全体的な増加傾

向は継続しており、現段階においても、人間文化学科に計画している入学定員 20 名と観光

経営学科に計画している入学定員 20 名を優に超えている。 

 

 

これは、社会における外国人を取り巻く環境及び外国人留学生のニーズが本学の建学の

精神に基づく人間文化学科および観光経営学科の教育目的・養成する人材と合致し、志願す

る受験生が増加したことが推察できる。併せて、従来の高校訪問や全国各地における進学相

談会以外にあまり行っていなかった国内の日本語学校への訪問活動を積極的に行い、留学

生だけでなく、日本語学校の教員にも本学が留学生対象の入学者選抜を行っていることを

周知することで更なる志願者増加が期待できる。関東で学んでいる留学生数と大学進学者

数の推移、そして、後述する関東近郊の日本語学校で実施したアンケート結果から、次年度

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度

志願者数 3 2 8 61 84

合格者数 0 1 2 8 5
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も今年度と同程度もしくは倍の 200 名以上の志願者が見込めること。本学の学生募集活動

の更なる強化と留学生入学者選抜の認知度の拡大に伴い、志願者の増加傾向は今後も継続

されると考える。 

人間文化学科と同様に福祉・メディア・グローバルの分野での人材養成を掲げている競合

校の 2020 年度外国人留学生入学者選抜の志願者は、法政大学(メディア社会学科・福祉コ

ミュニテ学科の合計)180 名、東洋大学（社会福祉学科・メディアコミュニケーション学科

の合計）146 名、武蔵野大学（グローバルコミュニケーション学科・社会福祉学科の合計）

98 名あり、同様に養成する人材に対して、外国人留学生の志願が多いことが伺える。 

観光経営学科と同様に観光学・経営学の分野での人材養成を掲げている競合校の 2020 年

度外国人留学生入学者選抜の志願者は、東洋大学（国際観光学科）79 名、東海大学（観光

学科）67 名となっており、養成する人材に対して、外国人留学生の志願が多いことが伺え

る。また、帝京大学八王子キャンパスの観光経営学科の在学生では、2016 年度は 39 名しか

いなかった留学生が、2020 年度には 103 名になった。4 年間で 2.6 倍の増加となっている。

単純に 4 等分すると、毎年 20 名前後の留学生を受け入れていることになる。このことから、

観光経営学の需要があること、そして本学の中野キャンパスの立地条件などの良さも加わ

ることから、本学でも 20 名の定員は充足できるものと考える。 

 

次に、今回新たに外国人留学生枠として定員を増加させるにあたり、方策の一つとして中

国や他のアジア諸国から多くの留学生を獲得することも目指している。これは、前出のＪＡ

ＳＳＯの調査結果からも分かるように、日本の高等教育機関における外国人留学生受け入

れの割合は、アジア圏地域からの留学生が圧倒的に多く、90％を超える。（資料２）その中

でも特に、中国及びベトナムからの留学生が多く、中国からの留学生は全体の 40％を超え、

次いでベトナムが約 20％であり、両国からの留学生が全体の約 6 割を占めている。また、

外国人留学生を対象とした編入学定員枠を新設するにあたっては、中国の高等教育制度の

仕組みがその背景にある。中国の高等教育機関はその段階に注目すると、大きく大学院課程、

本科課程（日本の学士課程に相当）、専科課程に分けることができ、大学院課程は博士課程

（3 年）と碩士課程（日本の修士課程に相当）から構成されている。本科課程は日本の学部

教育に相当する４～５年制の課程であり、この課程を終了すれば卒業証書が交付され、条件

を満たした者には学士の学位が授与される。一方、専科課程は２～３年制の短期高等教育の

課程であり、卒業後、学位の授与は行われない。中国社会が学歴社会であるということは隣

国事情として日本でも周知されつつあるが、専科課程に在籍する学生は、こういった中国国

内の事情から、海外の大学へ編入学生として留学し、学士の学位を取得するという潜在性を

含んでいる。そういった専科課程の在学生数は資料 3 のとおりであり、編入学定員の必要

性やその定員確保については十分に見込めるものと思慮する。そこで、本学は留学生募集業

務を実施するにあたり、楽商ジャパン株式会社、大連拓中教育科技有限公司及び南京渡西留

日（南京師範大学留学センター）と業務委託契約を締結した。 
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本学が行う国内外の学生募集活動に加えて、各社の持つネットワークを駆使して質の高

い学生確保に努めていくことが可能となる。各社の業務委託契約書及び日本への留学生斡

旋実績は資料 4 で示す。 

 そして受験生に対しては、アドミッションポリシーのもと、本学が実施する日本語による

面接や、日本留学試験、試験日に実施される日本語による試験を課し合否判定を行い、質の

高い学生確保に努める。なお、試験を実施する当たり、受験生の利便性を考慮し、中国上海

にて現地入学者選抜を行うと同時に、テレビ電話による面接試験も可能にするなどして、より

多くの留学生が受験できるように努めていく(2020 年入学者選抜より実施)。さらに、中国現

地の高校と提携し、帝京グループへの進学を前提とした進学コースの設置や、推薦により一

定数の学生を受け入れていく計画を構想中であり、認可後速やかに実行に移すよう準備を

進めている。指定校に関する協定書締結後には、人間文化学科および観光経営学科への留学

を希望する学生を毎年一定数、中長期に亘って確保することが見込まれる。 

 

（ⅲ）日本語教育機関修了者の進学状況から見た定員充足の見込み  

日本語教育機関で学ぶ外国人留学生の進学状況、日本語学校へのアンケート調査分析及

びそれに関連する本学附属日本語学校について言及する。一般財団法人日本語教育振興協

会（以下「日振協」）が実施した日本語教育機関実態調査によると、平成 30 年度の中に日本

語教育機関を修了した 29,040 人のうち、21,858 人が大学等へ進学している。過去 5 年間の

平均をみても進学率は、76.2％で高水準である。（資料 5）このことは、日本語教育機関で

の日本語教育によってある程度の日本語運用能力を培った学生は、その高い言語能力と国

際的な視点を生かし、高等教育機関へ進学する傾向が強いことを示唆している。 

 

（ⅳ）アンケート調査 

2020 年 12 月から 2021 年 1 月にかけて本学は関東近郊の日本語学校 8 校に対して書面

または、WEB にてアンケートを行った。（資料 6）アンケートを行ったのは日本東京国際学

院、ユニタス日本語学校（甲府校）、ユニタス日本語学校（東京校）、大原日本語学院、ISI

ランゲージスクール、ISI 外語カレッジ、早稲田 EDU 日本語学校、ミッドリーム日本語学

校である。 

アンケートの集計によると、関東近郊にある 8 つの日本語学校に通い、2022 年 3 月末に

日本語教育機関を卒業し、大学への入学を希望する学生 268 名のうち 22 名が人文社会学部

人間文化学科への入学に強く希望し、20 人が希望する意思を持っていた。また、編入学を

希望する学生 46名のうち、6名が編入学に強く希望し、7名が希望する意思を持っていた 。

人文社会学部観光経営学科では、26 名が入学を強く希望し、11 人が希望する意思を持って

いた。また、編入学を希望する学生 46 名のうち、5 名が編入学に強く希望し、6 名が希望

する意思を持っていた。この結果を以下のように分析する。入学・編入学の志願者とも定員

を超える値となる。 
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■強く希望する生徒の 8 割が志願、希望する生徒の 5 割が志願すると仮定した場合の合

計志願者 

 人文社会学部人間文化学科 

 強く希望する生徒の 

8 割が志願した場合 

希望する生徒の 

5 割が志願した場合 
合計 

入学志願者 22 名のうち 17 名 20 名のうち 10 名 27 名 

3 年次編入学志願者 6 名のうち 4 名 7 名のうち 3 名 7 名 

 

人文社会学部観光経営学科 

 強く希望する生徒の 

8 割が志願した場合 

希望する生徒の 

5 割が志願した場合 
合計 

入学志願者 26 名のうち 20 名 11 名のうち 5 名 25 名 

3 年次編入学志願者 5 名のうち 4 名 6 名のうち 3 名 7 名 

 

また、強く希望する・希望する理由複数回答の上位は、①建学の精神を基とした学びに興味、

関心がある②通いやすさ（東京中野区）であった。首都圏及び関東近郊には今回調査をしな

かった日本語学校が他にも多数存在する。現在、法務省にて告示されている東京都の日本語

教育機関は 200 校以上あり、全国の 30％を占めている。新型コロナウイルス感染症の世界

的拡大により、日本政府による上陸拒否措置等がある中、本学は、同じ中野キャンパスで経

営学科にて 2020 年に外国人留学生に限定した入学定員の増加の認可を受けていることの

知名度や非接触での WEB でのアンケートの回答もあり、多くの留学生から回答を得た。日

本語学校に通いながら日本の 4 年制大学への入学・編入学を目指す学生は相当数いるもの

と予想され、人間文化学科および観光経営学科への編・入学希望者も今回の入学定員数を超

えることが期待できる。 

 

日振協の調査によると、令和元年 10 月期生に対する在留資格認定証明書の交付数は東

京・関東で 4,642、神奈川で 427、計 5,069 である。新型コロナの影響が出た令和 2 年 10

月期生の在留資格認定証明書の交付数は東京・横浜は 3,626 であり、入国制限前に実際に入

国できた人数は 1,885 である。昨年度の 10 月期生数は前年度の 37％しか関東圏にはいな

いことになる。在留資格が最長 2 年間であることを考慮すると、大学進学を希望する 10 月

期生たちは来年 3 月末までに日本語教育機関を卒業しなければいけない。日本語教育機関

実態調査によると、過去 4 年間（平成 27 年度～平成 30 年度）に大学や専門学校などを含

めた進学率の平均は、76.1％で大きな変動はない。平成 30 年度の全国の 4 年制大学への進

学率が 26.5％であり、これについても大きな変動はないと推測する。つまり、1,885 名の

76.1％にあたる 1,434 名が進学を希望し、さらに 26.5％にあたる 380 名が来年 3 月末まで

に日本語教育機関を卒業して大学に進学すると仮定できる。（資料 7）本学が実施したアン
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ケート調査では、大学進学希望者の内、32.8％が本学の人間文化学科もしくは観光経営学科

への入学を希望した。その割合から、令和 2 年 10 月期生の大学進学希望者 380 名の内、

125 名が本学を希望すると考えられる。さらにアンケートの分析では本学進学希望者の内、

53.4％が人間文化学科、46.6％が観光経営学科を希望していることが分かった。この割合を

当てはめると、本学を希望すると思われる 125 名中、67 名が人間文化学科、58 名が観光経

営学科を希望すると想定できる。 

■資料７：日本語教育振興協会調査結果抜粋より分析したデータ 

 

東京・関東、神奈川 

（令和 2 年 10 月期

生） 

進学希望者数 大学希望者数 

1,885 名 1,434 名（76.1%） 380 名（26.5%） 

 

本学希望者の割合が 32.8％という数字は大きい印象を与えるが、キャンパスが立地条件

の良い中野区にあり、専攻が留学生に人気の高い人文学と観光経営学であることを考慮す

ると、現実的な数字であり、十分に今回の入学定員を超えることができる。また、従来から

本学合格者の歩留まり率は高いが、一昨年度は外国人留学生入試の合格者が全員入学した

ことにより、歩留まり率は 100％となっている。 

なお、前述の在留資格認定証明書の交付数は、東京に 200 校以上ある法務省の告示校の内、

東京・関東および神奈川での回答が 126 校であるため、実際の交付数および入国できた学

生数はもっと多いと考えられる。さらに、令和 2 年 4 月期生の在留資格認定証明書の交付

数は 8,901 であり、実際に入国できたのは 5,140 である。それらが来年 3 月に在留資格の

期限を迎えることを鑑みると、新型コロナの影響で留学生数は大幅に減少したとはいえ、来

年度の入学者の選抜では相当数の 4 月期生も加わることになり、さらに入学定員を充足す

るだけの志願があることが考えられる。 

 

 

（V）帝京平成大学附属日本語学校の教育活動から見る定員充足の見込み 

本学では、大学附属に日本語学校の設置認可申請を 2018 年 10 月に行い、2019 年 3 月、

設置認可受けたところである。（資料 8）本学附属日本語学校は定員を 100 名とし、2019 年

10 月より開校している。設置計画及び概要については資料 9 のとおりである 

大学附属であることの信頼性を生かした附属日本語学校の募集力とスケールメリットを

生かし、本校の卒業生から本学への推薦入学制度を設ける計画であり、中長期的な学生確保

に繋げる。また、帝京大学グループの日本語教育機関より指定校制度を設けることなども併

せて検討し、数だけではなく質の伴う学生の確保を今後とも継続していく予定である。 
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（ⅵ）結論 

新型コロナウィルスの感染拡大に伴う各国の渡航制限および日本の入国制限により、留

学生の受け入れについては大学も日本語学校も大きな痛手を受けたことは否めない。特に

2020 年 4 月期生から現在に至るまで、留学生はほとんど日本に入国できていない状況があ

り、現在もそれが改善されたとは言い難い。実際に、日振協のデータによると、2021 年（令

和 3 年）1 月期生の申請数を 2020 年（令和 2 年）1 月期生の申請数と比較すると、前年比

で 44％減となっている。4 月期生でも前年比で 38％減となっている。新型コロナの影響で

2020 年 10 月期生も 2021 年 4 月期生も日本に入国できなかったことから、2022 年 4 月の

大学進学者数は全国的に激減することが予想される。（資料 7） 

しかしながら、最大の留学生派遣国である中国と発展著しいアジア諸国の海外留学に対

するニーズそのものが無くなることは考えられないため、各国の渡航制限が解除された際

には、早々に新型コロナ前の人数に戻るものと考える。実際、ベネッセの留日希望者向けの

情報サイト「Japan Study Support」では、2020 年度のアクセス数は前年比の 80％程度ま

で回復しているというデータもある。また、昨今の世界的な政治情勢を鑑みると、欧米志向

だった中国人留学生の相当数が欧米を避け、留学先を日本に変更してくることが予想され

る。これも留学生数の回復を後押しする要因となる。2022 年度は本学への志願者数が一時

的に減少することはあると思われるが、それはやはり一時的な現象であり、本学の中国現地

入試の充実化も相まって、2023 年度は従来の水準までに回復するものと考えている。 

 

以上、近年の外国人留学生数の動向や本学の入学者選抜動向、中国や他のアジア諸国にお

ける学生募集方策、そして、日本語教育学校修了者の進学状況、日本語学校へのアンケート

調査分析及び本学附属日本語学校の設置認可を総合して検討した結果、外国人留学生枠と

して新たに入学定員を増員してもなお、学生確保の面においては何ら問題がないと考え、留

学生入学者選抜、編入学入学者選抜ともに十分に定員以上の学生を確保できる。さらに、志

願者が多ければ、入学者選抜での高得点者の中からアドミッションポリシーに即した人材

を選抜でき、外国人留学生の質を担保できる。 

 

 

〈２〉医療スポーツ学科入学定員数増に関する検討 

健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科は、建学の精神に則り、救命救急医療の実践を通し

て地域の人々の命を守ること、スポーツの実践を通して地域の人々の健康を増進させるこ

とへの強い意欲と使命感、以下の資質を備えた者の入学を求める。 

① 人々の命を守る理論と技術、健康増進の理論と技術、これらを学ぶための基礎学力を有

している。 

② 救命救急医療の実践、スポーツの実践に必要な基礎的体力と、いかなる困難にも打ち勝
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つ精神力を有している。 

③ 救急現場でのチーム医療、競技におけるチームワークなど、他者との協調性に優れてい

る。 

④ あくことなき向学心と、広い国際的視野を有している。 

医療スポーツ学科は、スポーツトレーナーや地域の人々の健康維持・増進、救急救命、スポ

ーツの実践を通じた地域貢献を担える人材の養成に努めている。この度、本学の入試動向を

主としつつ、外的要因も考慮した結果、中長期的に安定的な学生確保が見込まれる入学定員

を想定し、入学定員を 80 名増加し、270 名に変更する学則変更を行う。以下、定員充足見

込みについて考察する。 

 

（ⅰ）過去の入試動向からみる学則変更後の定員充足の見込み 

 大きな要因として挙げられるのは、近年の入試動向及び定員充足状況である（資料 10）。

本学は、平成 30 年の平昌（韓国）オリンピックや令和元年のラグビーワールドカップ、東

京オリンピック・パラリンピックの開催が決定したことを受け、メガスポーツを支える人材

の育成を念頭に置き、平成 29 年に医療スポーツ学科の定員を 50 名増加し、190 名とした。

定員を増加したにもかからず、志願者倍率は平成 29 年が 2.69 倍、平成 30 年以降は 3倍以

上を維持している。このことは、医療スポーツ学科の受験生のニーズが高いことを示してい

るといえる。入学定員を 80 名増加したことを考えても、平成 30 年以降の志願者から考え

ると、志願者倍率は 2 倍以上を維持が可能であり、270 名の学生確保は可能となっている。 

 

（ⅱ）スポーツ科学を学べる他大学の入試動向からみる定員充足の見込み 

 医療スポーツ学科と同様にスポーツ科学を学べ、かつ医療スポーツ学科にて取得可能な

アスレティックトレーナー、健康運動実践指導者、日本トレーニング指導者協会認定トレー

ニング指導者等の資格取得が可能で首都圏近郊にあり、本学の受験生が併願校とすると思

われる大学 4校の過去 3年から５年の入試動向につき分析を行った。（資料 11）国際武道大

学体育学部体育学科では、平成 29 年からの 3年間の入試における志願者倍率は 1.3 倍～1.4

倍となっている。また、順天堂大学スポーツ健康科学部では、スポーツ科学科、スポーツマ

ネジメント学科、健康学科のいずれも志願者倍率約 10 倍以上であり、学部全体の志願者倍

率をみても 10 倍以上である。入学定員を 80 名増加した平成 29 年度以降も志願者倍率は平

成 30 年が 11.9 倍、令和元年が 11.4 倍と非常に高く、学生のニーズが高いことがわかる。

また大東文化大学スポーツ・健康科学部スポーツ学科においても平成 27 年から令和元年の

間で志願者倍率が最低でも 11.2 倍であり、志願者の多さがわかる。さらに日本体育大学体

育学部体育学科では、平成 27 年から令和元年までの 5 年間で志願者倍率が最低で 3.2 倍、

最高で 4.3 倍のとなっており、健康学科では最低で 3.7 倍で、最高で 6.5 倍となっており、

体育学科・健康学科の合計の志願者倍率は過去５年間で最低でも 3.6 倍、最高で 4.6 倍と

最低でも 3倍以上を維持していることがわかる。これらの学科は共通して、健康運動実践指
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導者や日本スポーツ協会公認スポーツトレーナー、日本トレーニング指導者認定トレーニ

ング指導者等いずれかのスポーツ・トレーニング指導者の資格の取得が可能な学科であり、

スポーツ・トレーニング指導者の資格の取得が望める学科への学生のニーズの高さがわか

るものといえる。 

 

（ⅲ）体育学に分類される私立大学の志願者動向からみる定員充足の見込み 

 併せて、私学振興事業団が行った令和 2年度私立大学・短期大学入学志願者動向における

学部系統別の動向（大学）における体育学に分類される大学の学部の志願者倍率をみると平

成 28 年度入試から令和 2 年度入試にかけて志願者倍率は約 3 倍以上を維持している。（資

料 12）同調査の結果からも体育学系の学部の志願者倍率が約 3 倍以上あり、学生のニーズ

があることがわかる。 

 以上のことから、スポーツ科学を学べる医療スポーツ学科の学生のニーズがあることが

わかり、安定した学生確保が見込めるものであると考える。 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 
 【資料 1：日本における外国人留学生の推移】 

独立行政法人日本学生支援機構が令和 2 年 4 月に発表した「2019（令和元）年度外国人

留学生在籍状況調査結果」のデータである。ここでいう留学生とは、「出入国管理及び難民

認定法」別表第一に定める「留学」の在留資格により我が国の大学、大学院、短期大学、高

等専門学校、専修学校、我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設及

び日本語教育機関において教育を受ける外国人学生のことである。また、平成 22 年度まで

は留学生総数＝高等教育機関在籍者数となっており、日本語教育機関で学ぶ学生数につい

ては本調査の対象外であったが、平成 21 年の「出入国管理及び難民認定法」改正により、

平成 22 年 7 月 1 日付で在留資格「留学」「就学」が一本化されたことに伴い、平成 23 年度

より調査対象となっていることから、平成 23 年度調査より留学生総数は高等教育機関在籍

者数と日本語教育機関在籍者数の和となっている。よって、平成 22 年度以前と、平成 23 年

度以降で分けて考察する。 

まず、平成 22 年度までの留学生総数（＝高等教育機関在籍者数）について、本調査の開

始時は 5,849 人であった。その後、平成 8 年度から平成 10 年度、平成 18 年度から平成 19

年度にかけて若干の減少があったものの、年々増加し続け、平成 22 年度調査では 141,774

人と、調査開始時の約 24 倍にまで膨れ上がっている。 

その後、本調査では平成 23 年度以降、留学生総数は高等教育機関在籍者数と日本語教育

機関在籍者数との和となるため、平成 23 年度の留学生総数は日本語教育機関在籍者数が足

され、163,697 人と急増する。さらに、日本語教育機関在籍者数の急増に伴い、留学生総数

も右肩上がりで急増し、平成 30 年度調査では 298,980 人にまで増加している。この間、日

本語教育機関在籍者数の急増も顕著に表れているが、高等教育機関在籍者数の推移に目を
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配ると、平成 23 年度から平成 25 年度にかけて減少傾向にあるものの、その後は増加し、

平成 26 年度 139,185 人から令和元年度 228,403 人へと約 1.6 倍に増加しているのがわか

る。 

 

【資料 2：高等教育機関における外国人留学生受け入れ状況・出身国別留学生数】 

資料１と同じく、独立行政法人日本学生支援機構が発表した「2019 年度外国人留学生在

籍状況調査結果」のデータである。高等教育機関における外国人留学生の出身地域について

は、その 9 割以上がアジア地域からの留学生であり、欧州や北米からの留学生数と比較し

ても、圧倒的であることがわかる。さらに、これを国別で見てみると、中国からの留学生が

94,047 人と全体の 41.2％を占め、次いでベトナムが 45,248 人と 19.8%を占めている。そ

の他、ネパール、韓国、台湾と続くが、上位 10 位までがアジア地域からの留学生であり、

北米地域のアメリカ合衆国は 12 位で 2,637 人、全体のわずか 1.2％に留まっていることが

わかる。 

 

【資料 3：中国における教育段階別在学生数の変化】 

 教育統計年鑑（中華人民共和国教育部発展規劃司編）より、各年の高等教育機関における

在学生数の推移を表にしたものである。中国では 1999 年以降、高等教育の拡大政策が採ら

れた結果、高等教育機関へ進学する者が急増した。本表からもわかるとおり、どの課程にお

いても年々増加しているのがわかる。また、直近の 2016 年の専科課程に在学する学生数を

見ると、1809.6 万人となっており、編入学生として受け入れることが可能な学生が非常に

多いことがわかる。 

 

【資料 4：学生募集における協力機関との業務委託契約書及び進学実績】 

留学生募集業務を実施するにあたり、楽商ジャパン株式会社、大連拓中教育科技有限公司

及び南京渡西留日（南京師範大学留学センター）と締結した。 

楽商ジャパン株式会社はアジア圏を中心に留学生募集事業を行う会社であり、本学グル

ープ校である帝京大学にて留学生の募集業務につき実績を残している。 

大連拓中教育科技有限公司は、大連に本社があり、「芥末留學（わさび留学）」と「前程日

本」の二つのブランドで web を利用し、中国全土に留学生募集を行っている大手な斡旋業

者である。帝京大学の中国現地入学者選抜も支援している。 

南京渡西留日は南京師範大学留学センターと同じ系列の子会社であり、2012 年設立し、

江蘇省中心に 40 校公立普通高校、職業高校で韓国語と日本語教育機関である。協力機関の

2019 年度進学実績をみると以下の通りである。 
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協力機関の 2019 年度進学実績 

協力機関 学部生 編入学 

楽商ジャパン株式会社 249 人 32 人 

大連拓中教育科技有限公司 100 人 10 人 

南京渡西留日 159 人 88 人 

合計 508 人 130 人 

以上、外国人留学生の日本への進学実績もあり、本学が行う国内外の留学生募集活動に

加えて、十分な支援を受けることが可能となる。 

 

 

【資料 5：日本語教育機関実態調査の結果について】 

 一般財団法人日本語教育振興協会が令和 2 年 3 月に公表した、「令和元年度日本語教育機

関実態調査」の結果報告である。これによると、平成 30 年度中に日本語教育機関を修了し

た 29,040 人のうち、21,858 人が大学等へ進学している。また、国別でみると、中国からの

留学生が 9,139 人で第 1 位、次いでベトナムが 6,273 人と続き、3 位がネパールで 2,101 人

となっている。このように、日本語教育機関で学んだ日本語能力を活用し、日本の高等教育

機関へ進学を希望する外国人留学生は決して少なくなく、そういった学生のニーズに応え

る必要性があると考える。 

  

【資料 6：アンケート調査および集計結果】 

2020 年 12 月から 2021 年 1 月にかけて本学は関東近郊の日本語学校 8 校に対して書面

または、WEB にてアンケートを行った。アンケートを行ったのは日本東京国際学院、ユニ

タス日本語学校（甲府校）、ユニタス日本語学校（東京校）、大原日本語学院、ISI ランゲー

ジスクール、ISI 外語カレッジ、早稲田 EDU 日本語学校、ミッドリーム日本語学校である。 

アンケートの集計によると、関東近郊にある 8 つの日本語学校に通い、2022 年 3 月末に

日本語教育機関を卒業し、大学への入学を希望する学生 268 名のうち 22 名が人文社会学部

人間文化学科への入学に強く希望し、20 人が希望する意思を持っていた。また、編入学を

希望する学生 46名のうち、6名が編入学に強く希望し、7名が希望する意思を持っていた 。

人文社会学部観光経営学科は、26 名が入学を強く希望し、11 人が希望する意思を持ってい

た。また、編入学を希望する学生 46 名のうち、5 名が編入学に強く希望し、6 名が希望す

る意思を持っていた。 

 

【資料 7：日本語教育振興協会調査結果 抜粋】 

日振協の調査によると、令和元年 10 月期生に対する在留資格認定証明書の交付数は東

京・関東で 4,642、神奈川で 427、計 5,069 である。新型コロナの影響が出た令和 2 年 10

月期生の在留資格認定証明書の交付数は東京・横浜は 3,626 であり、入国制限前に実際に入
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国できた人数は 1,885 である。昨年度の 10 月期生数は前年度の 37％しか関東圏にはいな

いことになる。在留資格が最長 2 年間であることを考慮すると、大学進学を希望する 10 月

期生たちは来年 3 月末までに日本語教育機関を卒業しなければいけない。日本語教育機関

実態調査によると、過去 4 年間（平成 27 年度～平成 30 年度）に大学や専門学校などを含

めた進学率の平均は、76.1％で大きな変動はない。平成 30 年度の全国の 4 年制大学への進

学率が 26.5％であり、これについても大きな変動はないと推測する。つまり、1,885 名の

76.1％にあたる 1,434 名が進学を希望し、さらに 26.5％にあたる 380 名が来年 3 月末まで

に日本語教育機関を卒業して大学に進学すると仮定できる。 

 

【資料 8：帝京平成大学附属日本語学校設置認可書及び官報公示】 

 帝京平成大学の設置主体である学校法人帝京平成大学は、更なるグローバル化を推進す

べく、帝京平成大学附属日本語学校（各種学校）の設置計画を進めていたが、このたび、設

置計画について法人内にて正式承認され、平成 30 年 10 月 31 日付をもって東京都へ設置認

可申請を行った。その後、東京都私立学校審議会へ諮問され、平成 31 年 2 月 18 日、認可

を適当とする答申がなされ、平成 31 年 3 月 29 日に認可された。また、法務省告示第 145

号「出入国管理及び難民認定法第 7 条第 1 項第 2 号の基準を定める省令の留学の在留資格

にかかる基準の規定に基づき日本語教育機関等を定める件」に基づき、告示基準を満たす日

本語教育機関である旨、法務省所管の東京入国管理局へ行政相談を行い、平成 31 年 1 月 29

日、「法務省告示をもって、日本語教育機関を定める際の設備・編制を調査する委員会」に

よる聞取調査が実施された。その後、令和元年 8 月 22 日に留学の在留資格にかかる基準を

満たす日本語教育機関として官報にて公示された。 

 

【資料 9：帝京平成大学附属日本語学校 設置の趣旨・概要】 

 平成 30 年 10 月 31 日に申請を行った「帝京平成大学附属日本語学校設置認可申請書」に

添付した設置の趣旨・概要である。帝京平成大学の建学の精神は「実学の精神を基とし、幅

広い知識と専門分野における実践能力を身につけ、想像力豊かな逞しい人間愛にあふれた

人材を育成する」であり、この精神は、帝京平成大学附属日本語学校にも流れている。本校

は、日本語を「知識」として習得するだけでなく、社会に貢献するための「手段」として活

用できる、志のある人材の育成を目指し、総合大学の附属日本語学校であるため、日本文化

や社会の仕組みを包括した、総合的な日本理解を促す。また、大学進学希望者には、成績に

応じて、帝京平成大学への進学の優遇措置を受ける権利を与えるため、安心して日本語を学

ぶことが可能となる。（理念及び教育目標より抜粋）当該日本語学校の開校は 2019 年 10 月

1 日で、1 年 6 か月コースの定員 40 人、翌 4 月からの 2 年コース定員 60 人、合計定員 100

人で運用を開始する。当該日本語学校の 1期生が卒業を迎えるのは 2021 年 3 月であり、以

降、毎年卒業生を送り出すことが可能となるため、中長期的な学生確保に繋がる方策である。 
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【資料 10：医療スポーツ学科入学試験志願者倍率】 

 健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科の平成 26 年度から令和 2年度の志願者倍率の推

移表である。平成 29 年に医療スポーツ学科では入学定員を 140 名から 50 名増加し、190 名

とした。入学定員を増加する前の平成 28 年までの志願者倍率は 3倍を超えていた。定員増

加後も平成 30 年度以降志願者倍率が 3 倍を超えている。これは平成 29 年度以前より、医

療スポーツ学科への受験生のニーズの高さを示すと同時に、定員増後も志願者倍率が 3 倍

を超えていることから、医療スポーツ学科への学生のニーズが依然として高く、医療スポー

ツ学科への入学を希望する学生の多さを示す根拠となるものである。 

 

【資料 11：近隣のスポーツ科学系学科の入試動向】 

 医療スポーツ学科の受験生が併願として受験すると考えられる大学 4 校の直近 3 年から

5 年の入試動向を分析した資料である。併願校を選ぶ際には、首都圏にキャンパスがあり、

医療スポーツ学科と同じく、スポーツ・トレーニングに対する専門知識を修得でき、アスレ

ティックトレーナーや健康運動実践指導者、日本トレーニング指導者協会認定トレーニン

グ指導者、公認障がい者スポーツ指導員等の資格取得ができる大学を選ぶものとした。順天

堂大学スポーツ健康科学部は千葉県印西市にキャンパスを有し、スポーツやトレーニング

に関する専門的知識が学べ、各学科で公認障がい者スポーツ指導員や健康運動実践指導者

の上級資格たる健康運動実践同士の受験資格の取得が可能となっている。また大東文化大

学は埼玉県東松山市にキャンパスがあり、健康運動実践指導士の受験資格の取得が可能と

なっている。日本体育大学体育学科、健康学科は東京都世田谷区にキャンパスがあり、健康

運動実践指導者やアスレティックトレーナー受験資格の取得が可能となっている。国際武

道大学体育学部体育学科は千葉県勝浦市にキャンパスがあり、健康運動実践指導者受験資

格、日本トレーニング指導者協会公認トレーニング指導者の資格取得がかのうとなってい

る。併願校として選んだ順天堂大学、大東文化大学、日本体育大学はいずれも直近 5年の入

試において志願者倍率 3倍以上を維持している。また、国際武道大学においても、千葉県勝

浦市という立地条件にもかかわらず、入学定員 340 名以上の志願者を直近 3 年間維持して

いる。このことから、スポーツ科学を専門に学べる学部学科への受験生のニーズは安定して

いるものと考えられる。 

 

【資料 12：過去 5年分の私立大学体育学部系統の入学志願者状況】 

 私学振興事業団が行った令和 2年度私立大学・短期大学入学志願者動向「学部系統別の動

向（大学）」の抜粋した資料である。同資料から、体育学に分類される学部の志願者倍率が

直近 5 年間で約 3 倍以上あることがわかり、全国規模でもスポーツ科学を学べる学部への

需要は高いものとわかる。そのため、医療スポーツ学科への学生のニーズも高いものである

と考えられる。 
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②  学生確保に向けた具体的な取組状況 
〈１〉留学生確保に向けた具体的な取り組み 

 現在、本学の学生募集活動については、入学者選抜課職員を中心に教職員で高校訪

問や全国各地における進学相談会、オープンキャンパスや、公開講座を通して大学へ

の理解を深めてもらうよう努めている。また、メディアを利用した広報活動、進学雑

誌、ネット媒体への提出等を積極的に実施している。今回、在留資格を有する外国人

留学生のみを対象とした入学定員枠を新たに設ける収容定員増加の認可申請を行う

にあたり、通常の広報活動や学生確保に向けた取り組み以外にも、種々の取り組みを

行うことで定員確保に努める。 

 まずは、従来はあまり行っていなかった国内の日本語学校への訪問活動を積極的に

行い、留学生だけでなく、日本語学校の教員にも本学が留学生対象の入学者選抜を行

っていることを周知する。日本語学校で学んでいる留学生の進路（大学）選択におい

ては、日本語学校の教員による紹介や指導の影響が大きいため、積極的に実施する。

さらに、留学生本人への直接的なアプローチも大切であるため、各種企業・団体や日

本語学校が開催している留学生向けの大学進学フェアなどにも積極的に出展し、認知

度を向上させていく。留学生が学ぶことになる中野キャンパスは、特に東京都の日本

語学校に通う留学生にとっては、引っ越しやアルバイトの変更が不要となる立地条件

なので、大変魅力的な選択肢となると考えられる。 

 さらには、国際交流センター、及び教職員等を中国をはじめアジア諸国に派遣し、

人間文化学科および観光経営学科の目的・養成する人材像・ポリシー・学修支援体制

など説明し、人間文化学科および観光経営学科に留学生入学者選抜、編入学入学者選

抜がある旨を現地の高校や日本語学校を訪問してＰＲし、認知度の向上に努め、海外

から直接学生を確保するルートを開拓する活動も加速させる。既に中国などで知名度

が高い帝京大学のブランド名を活用できる本学は、このメリットを最大限に活かせる。   

また、帝京平成大学附属日本語学校、ユニタス日本語学校（帝京大学グループ）、

帝京マレーシア日本語学院の 3 校を特別指定校とし、日本語力・出席率等の条件を

満たした学生を推薦入学させる制度を実施している。ユニタス日本語学校は甲府本

校（山梨県甲府市、1983 年設置、定員 440 名）と東京校（新宿区、2007 年設置、定

員 600 名）の 2 校を持つ大規模校であり、長年に渡って帝京大学の八王子キャンパ

スを中心に同様の推薦制度により多数の留学生を進学させた実績がある。特に東京

校からは多くが本学に進学してくることが予想される。帝京マレーシア日本語学院

（1997 年設置、定員 80 名）は、マレーシアの首都、クアラルンプール市にある日本

語学校で多くの優秀な学生を日本に送っており、長年に渡って帝京大学や本学にも

多数の留学生を進学させている。なお、本学卒業後、本学（附属日本語学校）の職員

になった卒業生もいる。 

さらに、新たに帝京大学グループに加わった 40 年以上の日本語教育の歴史を持つ
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千駄ヶ谷日本語教育研究所グループの日本語学校 3 校（千駄ヶ谷日本語学校、千駄ヶ

谷外語学院、千駄ヶ谷日本語教育研究所付属日本語学校）も特別指定校としたことで、

さらに多くの留学生が本学に進学してくることが予想される。 

帝京大学グループの日本語学校以外にも、ISI 日本語学校グループ（本部：豊島区、

2006 年設置、4 校合計定員 4,523 名）、ミッドリーム日本語学校（新宿区、1985 年

設置、定員 780 名）、大原日本語学院（江戸川区、2003 年設置、定員 480 名）、日本

東京国際学院（新宿区、1986 年設置、定員 657 名）、早稲田 EDU 日本語学校（新宿

区、1990 年設置、定員 710 名）の 5 校を本学経営学科の指定校としているが、認可

取得後、速やかに人間文化学科と観光経営学科もこれに加える予定である。 

また、入学生が安定的に修学できるよう、入学者選抜の出願書類に経費支弁書の  

提出を求め、入学後勉学を維持していく経済力があるかの確認も行う。(資料 13) 

学力、及び学生の経済状態の確認を行い、留学後、安定的に勉学に励むことが可能な

学生の確保に努めていく。試験を実施する際には、中国上海にて現地入学者選抜を行

うと同時に、面接試験ではテレビ電話による面談による受験も可能にするなどして、

受験生の利便性を考慮し、より多くの受験生の受験を可能となるように努めていく。 

外国人留学生入学者選抜は、中国の上海や広州にて現地入学者選抜 1 回と国内で

の入学者選抜 2 回を実施する。(資料 14)また、2022 年度に減ると予想されている留

学生の志願者対策として、中国現地入試を強化し、落ち込みを最小限に留めることを

検討中である。 

選考方法は、以下の通りである。 

１．面接（1 人 10 分程度、日本語の質疑・応答） 

２．書類選考（志願票、成績証明書、経費支弁書） 

３．日本留学試験「日本語」「総合科目（出題言語は自由選択）」の成績、もしくは当

日筆記試験（日本語） 

 

〇中国や他のアジア諸国における学生募集方策 

人文社会学部人間文化学科および観光経営学科は、建学の精神及び人文社会学部の目

的に則り、前述したアドミッションポリシーに適合する入学者を求める。新たに外国

人留学生枠として定員を増加させるにあたり、方策の一つとして中国や他のアジア諸

国から多くの留学生を獲得することも目指している。その際、国際交流センター、及

び教職員等で中国をはじめアジア諸国に派遣し、広報活動や学生募集活動に加えて、

留学生募集委託業者と締結をした。 

 

 

〇留学生の受け入れ支援体制 

（留学生が安定的に修学し、定着するための方策） 
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（1）在籍管理 

学生支援チームにおいて年度初めに全学年の外国人留学生を集め、大学生活につい

ての留学生ガイダンスを行う他、授業の出席とは別に学生支援チーム窓口に留学生独

自の出席簿を配置し、留学生は通学した際にサインをするよう指導する。暫く学校へ

来ていない留学生へ電話にて連絡をし、大学へ通学するよう勧告する。状況によって

は、本国の保護者へも連絡をする。さらに、欠席状況を早期に把握し、欠席が続く学

生を指導するため、本学では、1 年次～4 年次まで毎週 1 回授業が開講される必修の

セミナー科目において、前期及び後期の授業開始 3週目に「セミナー」の授業で長期

欠席調査を行っている。特に理由がないまま欠席を続けている学生に対してはセミナ

ー担当教員から連絡を取る。留学生に対しても同様の指導・対応を行う。 

 

（2）授業料減免・奨学金 

 本学では、私費で留学を希望する外国人留学生に対し、「私費外国人留学生授業料

減免」という授業料の減免制度を設け、支援体制を整えている。（資料 15）本制度は、

私費外国人留学生の授業料の一部を減免し、経済的な負担を軽減することによって修

学の援助を目的としている。本制度の開始後、平成 25 年度から平成 28 年度にかけ

て、授業料の減免を受ける学生数は１桁であった。しかし、平成 29 年度、平成 30 年

度と本制度の適用を受ける学生が急増しており、外国人留学生の増加が制度の利用状

況にも如実に反映されていることがわかる。今回、新たに設ける入学定員枠で入学し

てくる外国人留学生にも本制度は当然適用されることとなり、経済的な負担を軽減す

る取り組みである。 

 また、本学独自の経済的な負担軽減策として帝京平成大学冲永特待生制度（以下「冲

永特待生制度」）がある。冲永特待生制度には、第 1 種特待生と第 2 種特待生がある。

前年度学業成績を総合判定し、第 1 種特待生は授業料が 40 万円、第 2 種特待生は授

業料が 30 万円、それぞれ免除される。また、本学入学後に経済的困窮に陥った在学

生を対象にした帝京平成大学特別奨学生制度（以下「特別奨学生制度」）も存在する。

特別奨学生制度は入学後、経済的困窮に陥った学生への授業料を減免することにより、

修学を支援し社会に有為な人材を育成することを目的としている。前年度学業成績及

び面接結果を総合判し、A 区分が 30 万円、B 区分が 20 万円、C 区分が 10 万円それ

ぞれ免除される。 

 冲永特待生制度及び特別奨学生制度は、外国人留学生も対象となるため、留学生の

経済的支援が整っている。 

 また、私費外国人留学生向け文部科学省外国人留学生学習奨励費の受給申請方法の

説明会も行い、サポートしていく。 
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（3）在留資格 

学生支援チームで在留期間更新・在留資格変更の際の許可申請書の作成と出入国在留

管理局への提出書類の不備の有無の確認を行う。また、在留カード、パスポート、保

険証、学生証の各コピーの提出と学校作成の外国人留学生登録票の記入及び回収を行

う。 

他にも、資格外活動（アルバイト）の状況等を的確に把握することで、様々なトラブ

ルを未然に防いだり、トラブル発生時には助言などを行っている。 

  

（4）日本での滞在アパートの紹介 

 日本での滞在アパート等の紹介は大学が提携している 4 社（株式会社 共立メンテ

ナンス・株式会社 学生情報センター ナジック・株式会社ハウメイト・株式会社毎

日コムネット）を紹介している。入学予定者同様に外国人留学生より要望があった場

合は今後も、アパートの紹介を行う。また、株式会社ミニミニと外国人留学生に向け

て安価でアパートの紹介ができる契約を結んでいる。 

 

（5）学生ボランティア団体「国際交流キャンパスメイト」の設立 

外国人留学生が学校で安定的に就学できるよう、大学として、人文社会学部と国際交

流センターの共同所管による学生ボランティア団体「国際交流キャンパスメイト」を

設立した。本団体はすでに本学に在学している日本人学生や外国人留学生を中心に構

成され、留学したばかりで日本での勉強や生活に不慣れな外国人留学生を日本人学生

や先輩留学生との相互理解を通してサポートする。現在、人間文化学科や経営学科の

学生約 10 名がメンバーとなっており、今後さらに増える見込みである。具体的な活

動としては、外国人留学生の学内における学修や学外生活上の不安に対する相談にの

ったり、留学生が日本人学生から日本語を学んだり、日本人学生が留学生から中国語

を学んだりすることが考えられている。それだけでなく、歓送迎会、クリスマスパー

ティー、日本の伝統行事・文化などを体験する交流活動も想定している。さらに、ボ

ランティア学生と共に地域住民との交流や連携を通して、日本社会に馴染みやすくす

る。このような活動を通じて、外国人留学生に在学生や地域住民との交流を深める機

会を設け、日本社会での生活を早期に安定的に送れるようにすることを目的としてい

る。 

 

（6）学習指導・自由科目の履修・学習支援 

外国人留学生に関しては、日本語能力を測定するためのプレースメントテストを実施

し、日本語能力の強化が必要と認められる学生については、日本語教育の経験がある

学科教員からの指導および本学附属日本語学校の教員による指導により、日本語・日

本文化の理解について十分に学修できるような環境を提供する。そのクラスには、既
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に本学学部・大学院で学んでいる上級生（留学生）を、セミナー留学生クラス担当の

SA・TA として配属する予定であることに専門科目のなかでもゼミ形式の授業におい

ては、各グループにバランスよく留学生を配分するよう配慮し、アクティブラーニン

グの代表的手法といわれる PBL（Problem Based Learning）を取り入れた授業の中

で、日本人学生と外国人留学生とがともに共通の課題について、その解決に向けた方

策を議論し、学びあい、相互に理解を深めていく〈協働の場〉を体験することができ

るようにする。かかる授業を行えば、その過程で、学生たちは無理なく自然なかたち

でグローバル化・国際化の真の意義と重要性を理解し、将来、ますます多様化、国際

化の進む社会においても、本学の目指す実学の力を発揮していくことができるであろ

う。 

また、グローバル化・国際化を推進することもその目的の一つとするラーニング・

コモンズが設置されており、学修の基礎となる科目・領域の個別学修支援や自由にグ

ループ学修が行える場、外国語（現在は英語中心）コミュニケーション能力を向上さ

せるための場があり、日本人学生と外国人留学生の間の交流の機会を提供している。

このような場を出発点として、大学全体でも日本人学生と外国人留学生が共に学びあ

う学修環境を創出していく。かかる学びの場における国際交流、異文化交流のなかで、

日本人学生自身の意識改革が促進されることも期待される。 

 

（7）自由科目（日本語教育科目）の開設 

新たに日本語教育の経験がある教員（講師）を新規で 1 名採用し、自由科目として

「アドバンスジャパニーズスタディーズⅠ（1 年前期）」「アドバンスジャパニーズス

タディーズⅡ（1 年後期）」「キャリアジャパニーズ（2 年前期）」「アカデミックキャ

リアジャパニーズ（2 年後期）」を開講する。履修を必須として促し、早い段階から、

アカデミックな日本語に触れる機会を持ち、日本社会における多様性を意識しながら、

自己視野を広げていく授業を目的とする。 

 

（8）日本語の補習プログラム 

さらなる日本語の学習を希望する学生向けに、本学が学生の自主学修の場として提供

しているラーニング・コモンズへ本学附属日本語学校から教員を派遣し、現在週 2 日、

中国語専門の教員及び本学附属日本語学校の教員がラーニング・コモンズに派遣され、

留学生を対象とした日本語支援講座を開講している。設置認可後は新たに採用した日

本語教育の教員にも参加してもらい、支援体制を強化する。 

 

 

（9）日本人学生との国際交流会（清掃ボランティア、学園祭企画展） 

新たに設立した学生団体の「キャンパスメイト」を中心に、学内での国際交流はもち
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ろんのこと、近隣地域との交流も促進していく。国際交流イベントの企画・開催を通

して、留学生同士や日本人学生との交流を促進する。以前の学園祭では世界の遊びを

テーマにし、中国の伝統的なおもちゃや日本のケン玉等、幅広い年齢層が楽しめる内

容で、毎年近隣の方と交流でき、大変好評な企画になっていた。今後もこのような地

域の方々との交流も継続して行う。 

 

（10）事務組織体制 

留学生受け入れにあたり、事務局に中国語、英語に精通している職員を配置し、留

学生が相談に来やすい環境作りをする。さらに、日中バイリンガルで留学経験のある

臨床心理の専門家（カウンセラー）を配置し、大学生活や日常生活におけるさまざま

な問題、悩み、心配ごとについて支援する留学生相談室を設置する。 

 

〇その他、広報業務に付随する取り組み 

 他の国や地域での広報活動に使用するため、本学の広報物の中心となるガイドブッ

クについて、国際交流センター主導のもと、英語版と中国語版の 2 つを作成し、広報

活動を行っている。（資料 16）また、ホームページについても英語版を作成・公開し

ている。中国語版の作成についても検討している。 

 

以上、学生の確保の見通し、留学生の受け入れ支援体制を図で示す。（資料 17） 

外国人留学生枠として新たに入学定員を増員しても、学生確保の面・入学後の支援に

対しては何ら問題がないと考える。 

 

〈2〉医療スポーツ学科における学生確保の具体的な取り組み 
 本学は建学の精神の基となる「実学の精神」に基づき、教育研究活動に取り組んでいる。

本学の学生募集活動は入試課員の活動により、本学の学部・学科の特徴を明瞭に記載したパ

ンフレットの作成や、メディアを利用した広報活動、教職員による高校訪問、進学雑誌・ネ

ット媒体への資料・情報の提供により実施する予定である。アドミッションポリシーは入試

要項・ガイドブック、ホームページ等に記載されており、オープンキャンパスや説明会時に

受験生に対して周知を図っている。本学科の所在地である千葉キャンパスでのオープンキ

ャンパスは、令和元年度は年間で 7回実施した。オープンキャンパスでは、全体説明会や各

学科ごとの模擬授業や在学生との交流の場を設け、本学の特徴や魅力をアピールしている。

令和 2年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響にて、対面によるオープンキャンパス

の実施の回数は減少しているが、ホームページ上にＷｅｂオープンキャンパスのページを

作成し、動画やインタヴュー記事の掲載、Ｚｏｏｍによる個別相談等を実施し、受験生向け

にＰＲを実施している。また動画サイト YouTube にて帝京平成大学のコンセプト動画やオ

ープンキャンパスの紹介動画、各学科の紹介動画等を公開し、受験生向けのＰＲを行い、大
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学の認知度向上に努めている。 

 
（２）人材需要の動向等社会の要請 
〈1〉外国人留学生に対する人材需要の動向等社会の要請 
① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

人文社会学部人間文化学科および観光経営学科は、建学の精神に則り、様々な専門分野で

活躍できる人材の養成を目的とする教育課程を履修し、以下の能力を修得した者に学位を

授与する。 

【人間文化学科】 

人文社会学部人間文化学科は、建学の精神に則り、本学科並びに各コースの教育課程を履修

し、以下の能力を修得した者に学位を授与する。 

① 幅広い教養を身につけ、現代社会の諸課題を理解し、その対処方策について的確に理

解することができる。  

② 各分野・領域の専門的知識と技術および、職業人として相応しい実践力を身につけて

いる。  

③ 社会人としての使命感や責任感を持ち、主体的に社会とかかわる資質能力を有してい

る。  

④ 高い倫理観を持ち、職業を通して社会に貢献することができる。 

 

【観光経営学科】 

人文社会学部観光経営学科は、建学の精神に則り、観光を中心とするサービス産業の分野で

必要とされる専門知識と、産業人としての素養と実践力を身につけ、以下の知識・能力を修

得した者に学位を授与する。 

① 人と文化の交流を促進できる豊かな人間性と幅広い教養を身につけている。 

② 高い倫理観と責任感を有し、現代社会の諸問題に積極的に取り組むことができている。 

③ 豊かな日本語の表現力を身につけ、自分の考えを的確に表現する能力を有している。 

④ 外国語を使える能力を高めて、国際交流への関心を有している。 

④ 観光経営に関する専門知識を有し、産業人として実践する準備ができている。 

 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客

観的な根拠 
日本の少子高齢化社会に伴う労働人材不足は深刻化しており、政府は 2020 年 7 月、いわ

ゆる「骨太の方針」として日本国の経済財政運営の改革基本方針を閣議決定した。当該方針

内においては、外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策施策の充実・強化・新設され

た在留資格の見直し検討、外国人留学生の日本国内での就職率が 35％にとどまっている現

状から、希望する留学生が国内で就職し活躍できる環境整備を目指す方針が示されている。 
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そういった日本国としての方針・計画のもと、外国人材の活用状況や分野、規模等につい

て地域的にも考察することで、本学人文社会学部人間文化学科および観光経営学科を卒業

する人材のうち、新たな入学定員として新設する外国人留学生の需要状況について、以下検

討する。 

先に述べたとおり、日本国内において労働人口が不足しているのは周知の事実であり、

それを改善すべく、日本の企業は外国人材の登用を積極的に行っている。厚生労働省が公表

した令和元年 10 月末現在の外国人雇用状況の届出状況（資料 18）をみると、外国人労働者

を雇用している事業所数は全国で 242,608 か所、外国人労働者数は 1,658,804 人であり、

平成 19 年に届出が義務化されて以降、過去最高の数値を更新している。政府が推進してい

る高度外国人材の登用や留学生の受け入れが進んでいること、それによる雇用情勢の改善

が背景にあることがうかがえる。また、都道府県別に見ると、全国の外国人雇用事業所のう

ち、東京都に所在する事業所は 64,637 事業所、全体の 26.6％を占めている。これは、2 位

の愛知県が 19,387 事業所で 8.0％、3 位の大阪府が 17,654 事業所で 7.3%の割合に比べる

と、圧倒的である。首都圏、特に首都東京に所在する事業所がそもそも多いという要因も関

係していることは否めないが、逆に言えば、外国人労働者が雇用先を探し求めるには、間口

の解放された都内企業のほうに需要があるということを示唆している。さらに、同状況調査

結果では外国人雇用事業所を産業別でも公表している。これによると、製造業が 49,385 か

所で 20.4％、ついで卸売業・小売業が 42,255 か所で 17.4%、宿泊業・飲食サービス業が

34,345 か所で 14.2%となっている。実際、人文社会学部人間文化学科および観光経営学科

の卒業後の就職先として、これらの業種へ進む学生は非常に多く、養成する人材と、社会の

ニーズが合致していることがわかる。そういった今までの就職実績は、将来、本学科を卒業

する外国人留学生が進む道標を形成しており、このことは、近年の本学科に対する求人受付

件数のうち、「外国人留学生」が応募可能な件数に表れている。具体的には、平成 29 年度卒

業生が 2,457 件、平成 30 年度卒業生が 2,738 件、令和元年度卒業生が 3,059 件と年々増加

しており、人文社会学部人間文化学科および観光経営学科を卒業する外国人留学生への人

材需要が増大している状況である。 

人文社会学部人間文化学科および観光経営学科では、①で述べた技能や能力を身に着け

させることで、社会に有意な人材を輩出し続けており、その能力は、建学の精神である「実

学教育」という点にも直結する能力である。そういった能力は、外国人留学生が将来、日本

社会で働く上でも例外なく必要となるものであり、社会的、地域的な人材需要を満たす人材

養成につながるものであると考えられる。 

外国人留学生が日本国内で就職できることは、外国人留学生にとって大きな魅力である。 

日本政府としても就職率を 3 割から 5 割に向上させることを目標と掲げており、様々な取

り組みを行っている。外国人留学生が日本で安定した就職先に就き、定着するためにも、教

職員による就職支援が重要である。最後に本学の就職支援体制を述べる。 

本学では、就職支援室でのキャリアカウンセラーや就職支援室職員との個別相談、新宿
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サテライトオフィスでの個別相談、学内の合同説明会など就職支援体制が整っている。授業

では就職活動に必要な事柄や知識、社会人として身につけるべき教養やマナーを基本から

学ぶ「就職支援」「セミナー」を教員が指導する。また、主な就職支援室でのサポートは以

下の通りである。 

１．キャリアカウンセラーによる学内就職相談 

２．学外の「新宿サテライトオフィス」による就職相談・就職支援セミナーなどの実施 

３．新卒応援ハローワーク（公共職業安定所）による学内就職相談、企業紹介、求人検索

会の実施 

４．「帝京平成大学キャリアナビ（大学の求人検索サイト）」による情報提供 

５．就職支援行事（学内就職説明会・面接会、履歴書・エントリーシート対策講座、マナ

ー講座など）の実施 

６．留学生受け入れ企業の求人票・資料の提供 

７．留学生ガイダンスの実施（東京外国人雇用サービスセンターの職員） 

８．就職関連資料の閲覧・視聴（就職関連の書籍・雑誌、DVD、求人票、卒業生の「就

職活動報告書」など） 

９．就職ガイドブック（就職に関するマニュアル）の配付 

なお、卒業生には帝京平成大学キャリアナビの利用及び新宿サテライトオフィスでの就

職・転職相談にも応じるなど、卒業後の対応も行っている。 

 外国人留学生に対しては、日本語力・企業文化を理解した上でのビジネスマナーが必要と

なるので就職支援室の職員とセミナー担当教員及び日本語教育の専門の教員と連携し、留

学生に個別にアプローチするなどして、日本での就職が実現できるように、丁寧な指導・サ

ポートを行っていく。これらの取り組みを通して、留学生の就職率向上にも努めている。 

今後は、外国人留学生増加に伴い、日本語教育の専門の教員、国際交流センター、附属日

本語学校や留学生の就職指導経験が豊富で実績のある千駄ヶ谷日本語教育研究所の教員と

も連携し、ビジネス日本語・マナー講座の開催も検討するなど、安定的に日本で就職し、定

着するための方策を行う。 

日本の観光立国推進という国策は新型コロナの影響によって断念されることなく、今後

も引き続き、継続されていくことが確定している。令和 2 年 7 月に観光庁は「観光ビジョ

ン実現プログラム 2020」を発表した。政府の今後１年を目途とした行動計画を示したもの

であり、今後も新型コロナウィルスの感染状況に留意しつつ、日本人国内旅行と海外からの

インバウンドの両方で観光立国の実現を目指していくことが求められていると提示してい

る。ここで、インバウンドについては、「感染症終息後の中長期的スパンにおいて、（略）2030

年 6,000 万人の目標は十分達成可能である」と記している点が重要である。今後もインバウ

ンド誘客のために様々な施策を実施していくことが明確になっている。その施策の１つが

「観光の中核を担う人材育成の強化」であり、提言の中で具体的に「大学の観光学部のカリ

キュラム変革による、地域観光の中核を担う人材育成の強化」と明記されている。本学の観
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光経営学科は、この施策に直結した学科であり、本学科への期待と使命は高く、インバウン

ドの回復と共に、日本人学生だけでなく、外国人留学生にとっても注目の進学先となること

は明白である。 

観光庁の「平成 30年度訪日外国人旅行者の受入環境整備に関するアンケート調査」では、

日本で旅行中に困ったこととして、「施設等のスタッフとのコミュニケーションがとれない」

が全体の 20％以上を占めた。語学が堪能な日本人ボランティアの活用は当然のことながら、

観光学を学ぶ日本語と母国語を話す外国人留学生への期待と需要は大きいことがうかがえ

る。 

なお、イギリスの経済分析機関「オックスフォード・エコノミクス」の報告書によると、

国際観光が 2019 年のレベルに戻るのは 2024 年になるとの予測を発表した。つまり、現在

の観光業界への就職は厳しいが、2022 年 4 月に入学した留学生が卒業する 2026 年にはイ

ンバウンドは十分に回復していることになるので、観光業界での留学生のニーズは高くな

っており、就職状況は大幅に改善されていることが予想される。 

 
〈2〉医療スポーツ学科の学生に対する人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

 健康医療スポーツ学部 医療スポーツ学科は、建学の精神（実学の精神）に則り、幅広い

視野に立った教養を基礎とする専門分野における知識・技術を身につけ、国際的視野に立っ

て活躍できる人間愛にあふれた人材の養成を教育目的に掲げている。各コースの学位プロ

グラムの課程を修め、以下の知識・理解、思考力・判断力・表現力、実践力、積極的な社会

貢献姿勢を有するに至った者に学位を授与する。 

① 社会生活を営む上で、多様な文化や背景を理解し、意見を交わすことができる知識とコ

ミュニケーション能力を有している。 

② グローバル社会に対応でき、身体的・精神的な健康情報を把握し、必要な行動を示すこ

とができる自己管理能力を有している。 

③ 各専門領域の知識と技術および態度、それらを適切に活用できる実践力と責任感、倫理

観を有している。 

④ 一般常識を大切に考え、障がいのある人や生命の危機に瀕している人なども含めた、地

域の全ての人々に対して、積極的に健康管理・健康増進、救命医療・スポーツの実践な

どを働きかけることにより、社会貢献できる能力を有している。 

 

② 社会的、地域的な人材需要の動向等であることの客観的な根拠 

平成 29 年に文部科学省により策定された第 2期スポーツ基本計画において、政策目標と

して「ライフステージに応じたスポーツ活動の推進とその環境整備」があげられ、達成成果

として成人のスポーツ実施率を週 1 回以上が 65％程度（障がい者は 40％程度）、週 3 回以

上が 30％程度（障がい者は 20％程度）となることを目指す、とされた。具体的な取り組み
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としてスポーツ環境の基盤となる「人材」と「場」の充実があげられ、「スポーツにかかわ

る多様な人材の育成」と「総合型地域スポーツクラブの質的充実」が挙げられている。（資

料 19） 

「ライフステージに応じたスポーツ活動の推進」として「Sport in Life プロジェクト」が

行われている。左記取り組みはスポーツ参画人口の拡大の一環として行われ、スポーツ実施

率向上に向けた取り組みを自治体・スポーツ団体・経済団体・企業等に推奨するものである。

かような取り組みにより、若年期から高齢期までライフステージに応じたスポーツ活動の

推進や、これまでスポーツにかかわってこなかった人へのはたらきかけとすることを目的

としている。これらの目標を達成するには、スポーツや運動に対する専門的知識を有し、か

つ、一般人も気軽に取り組めるスポーツプログラムを策定できる人材の確保が不可欠であ

る。医療スポーツ学科では、健康づくりを目的とした運動プログラムに基づいて実践指導を

行う健康運動実践指導者や、科学的な運動プログラムの作成・指導ができる日本トレーニン

グ指導者協会認定トレーニング指導者といった資格取得が可能となっており、スポーツ・ト

レーニングに対する専門的な知識・技術を身に付けた人材の育成を行っている。これらのス

ポーツ・トレーニングに対する専門的知識を有する人材は、スポーツ実施率向上には欠かせ

ない人材であり、社会的な人材需要が見込まれる。また、スポーツ環境の基盤となる「場」

の充実として「総合型地域スポーツクラブの質的充実」が掲げられている。令和元年度にス

ポーツ庁により行われた『総合型地域スポーツクラブに関する実態調査』では、全国で 1341

の市区町村が地域総合型スポーツクラブを創設しており、3604 クラブが確認されているが、

廃止された総合型地域スポーツクラブは 227 クラブにも及ぶ。廃止の理由としては「クラブ

運営のスタッフ確保が困難になったため」が最も多い。（資料 20）調査結果から、スポーツ

環境の基盤となる「場」においてスポーツクラブの運営に関わる人材不足が認められる。ス

ポーツ施設では、スポーツ・トレーニングに関する専門知識を有する人材だけでなく、クラ

ブの管理運営に関する専門知識と技術を有する人材の確保が不可欠である。また、平成 15

年に地方自治法が改正され、公共の施設を地方公共団体が指定する法人、その他団体に管理

を行わせることができる指定管理者制度が導入されたことから総合型地域スポーツクラブ

においても、公共の体育・スポーツ施設において指定管理者となるクラブが出てきている。

平成27年度には3550クラブに対して指定管理者となっているのが181クラブであったが、

令和元年度には 3604 クラブ中 219 クラブが指定管理者となっている。（資料 20）総合型地

域スポーツクラブが、地域スポーツ振興の活動拠点となることが期待されていることから

も、総合型地域スポーツクラブ自身の活動拠点の確保の観点から、公共スポーツクラブの指

定管理者となることが今後も期待され、増えていくものと考えられ、今後、スポーツクラブ

の運営と施設の管理運営、実技指導ができるスポーツにおけるハイブリット人材への需要

が高まるといえる。医療スポーツ学科では、スポーツ・トレーニングに対する専門知識・技

術の教育だけでなく、「体育・スポーツ施設管理論」といった科目を設置し、学生に体育・

スポーツ施設の総合的な管理・運営に関する知識を身に付けさせることを目標としている。
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さらに総合型地域スポーツクラブなどにおいてクラブ運営のための諸活動のサポートの知

識・技術を有する日本スポーツ協会公認アシスタントマネジャーや、体育・スポーツ施設全

般の維持管理に関する総合的な知識を有する日本体育施設協会公認体育施設管理士の資格

取得のための教育を実施している。このような医療スポーツ学科が育成するスポーツ・トレ

ーニングに対する専門的知識・技術だけでなく、スポーツクラブや施設の管理運営に関する

専門知識・技術を有するハイブリットな人材への社会的な人材需要は高いものであるとわ

かる。 

第 2期スポーツ基本計画では「スポーツを通じた共生社会等の実現」を掲げ、障がい者ス

ポーツの振興にも取り組むとし、施策目標として障がい者がスポーツを通じて社会参画が

できるようにし、社会全体で積極的に環境を整備し、障がい者の週 1回以上のスポーツ実施

率を 40％程度することを目指している。（資料 21）具体的な施策として障がい者スポーツ指

導者の養成を拡充し、養成目標を 3万人としている。医療スポーツ学科では、初級障がい者

スポーツ指導員の資格取得が可能となっている。また、在学中からボランティアとして障が

い者スポーツに親しみ、東京パラリンピックの車いすフェンシングにはボランティアとし

て活動する予定となっている。このように障がい者スポーツに対する知識・技術を有する人

材への社会的要求は第 2 期スポーツ基本計画からも明らかであり、社会的な人材需要は高

いものといえる。 

医療スポーツ学科の学生への有効求人倍率を、本学の就職支援課へときている企業から

の求人数でみたところ、平成 28 年から令和 2 年度までの間、有効求人倍率 70 倍以上を維

持している。（資料 22）医療スポーツ学科では、学生は救急救命医療を学ぶ救急救命士コー

ス、体育・スポーツ現場にて役立つ知識と実践能力を学ぶトレーナー・スポーツコース、第

1線で活躍する競技者や指導者を養成するアスリートコースのうち、興味のあるコースを選

択し、学んでいる。トレーナー・スポーツコースの学生の業種別就職状況をみるとスポーツ・

娯楽施設（トレーナー・インストラクターなど）が最も多く 20.8％を占めている。これは、

医療スポーツ学科が養成するスポーツ・トレーニングに関する専門知識と技術を有し、さら

にはスポーツクラブや施設の運営・管理のできるハイブリットな人材に対する社会的な人

材需要があることを示しているものといえる。また、第 2 期スポーツ基本計画においても

「スポーツを通じた経済・地域の活性化」が掲げられており、スポーツの成長産業化に取り

組むとしている。（資料 23）スポーツ市場規模 5.5 兆円を令和 7 年までに 15 兆円へと拡大

するとしており、各種スポーツ団体等と連携した新たなビジネスモデルの開発支援、スポー

ツ経営人材の育成・活用、スポーツ団体におけるビジネス手法、IT 活用等に取り組むとさ

れている。スポーツの成長産業化の予算は令和 2年度で 2億 3854 万円、令和 3年度で 2億

8249 万円が計上され、今後のスポーツ市場規模の拡大が期待されている。スポーツ市場規

模が拡大されることにより、医療スポーツ学科にて養成しているスポーツ・トレーニングに

対する専門知識と技術及び、スポーツクラブや施設の運営管理の知識・技術を有するハイブ

リット人材への社会的人材需要はより一層高まるものであるといえる。 
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第 2 期スポーツ基本計画が目指すスポーツ参画人口の拡大には、地域住民がスポーツに

親しみ実施していくことが必要となる。そのため、各自治体ごとに第 2期スポーツ基本計画

に基づく計画を定め実施している。医療スポーツ学科は千葉県市原市の千葉キャンパスに

設置されているが、千葉県でも平成 29 年に千葉県体育・スポーツ推進計画が策定されてい

る。同計画でも「ライフステージに応じた運動スポーツの推進」や「障害のある人の運動・

スポーツの推進」が掲げられている。併せてスポーツ指導者の養成・資質向上を図り、有効

活用を推進する「人づくりの推進」も掲げられている。（資料 24）千葉県では人づくりの推

進の課題として専門的に指導できる指導者が不足していることや、指導者資格を有しなが

ら十分活用されていない現状から、指導者の発掘と養成を行うこととしている。（資料 25） 

また、市原市でも平成 29 年から令和 8年にかけて「市原市スポーツ推進計画」が策定され

ている。その取り組みの一環として「大学との連携によるスポーツの活性化」を掲げ、地域

と大学の交流から地域スポーツを活性化させ、相互の資源を活用した連携の強化を図り、地

域社会の発展、人材の育成の推進を計画している。（資料 26）本学では、総合型地域スポー

ツクラブ帝京平成スポーツアカデミーを運営しており、地域住民へとスポーツのプラグラ

ムの提供を行っている。また、医療スポーツ学科ではスポーツ・トレーニングや障がい者ス

ポーツの専門知識と技術及び、スポーツクラブ・施設の運営管理の知識・技術を有するハイ

ブリット人材の育成をしており、地域におけるスポーツの活性化に貢献できる人材の育成

を行っている。本学のスポーツ人材の育成への取り組みは、千葉キャンパスが所在する市原

市からも一定の評価をいただいており、さらなるスポーツ人材の育成への要望として医療

スポーツ学科の定員増につき要望もいただいているところである。（資料 27）医療スポーツ

学科が養成する人材に足しては、地域的な継続的人材需要もあるものといえる。 

以上のことより、本学では医療スポーツ学科が育成するスポーツにおけるハイブリット

人材に対する社会的・地域的人材需要の動向があるものと考え、入学定員を 80 人増加し、

270 人とするものである。 

28



資料 1 日本における外国人留学生の推移 ・・・・・・・・ Ｐ.２

資料 2 高等教育機関における外国人留学生受け入れ状況 ・・・・・・・・ Ｐ.３

資料 3 中国における教育段階別在学生数の推移 ・・・・・・・・ Ｐ.５

資料 4 学生募集における協力機関との業務委託契約書および進学実績 ・・・・・・・・ Ｐ.６

資料 5 日本語教育機関実態調査結果報告 ・・・・・・・・ Ｐ.２５

資料 6 関東近郊の日本語学校へのアンケート調査 ・・・・・・・・ Ｐ.２７

資料 7 日本語教育振興協会調査結果　抜粋 ・・・・・・・・ Ｐ.３１

資料 8 帝京平成大学附属日本語学校設置認可書および官報公示 ・・・・・・・・ Ｐ.３７

資料 9 帝京平成大学附属日本語学校設置趣意書 ・・・・・・・・ Ｐ.４１

資料 10 医療スポーツ学科入学試験志願者倍率 ・・・・・・・・ Ｐ.５２

資料 11 近隣のスポーツ科学系学科の入試動向 ・・・・・・・・ Ｐ.５３

資料 12 過去5年分の私立大学体育学部系統の入学志願者動向 ・・・・・・・・ Ｐ.５５

資料 13 経費支弁書（日英） ・・・・・・・・ Ｐ.５６

資料 14 留学生向け入試概要 ・・・・・・・・ Ｐ.５７

資料 15 帝京平成大学私費外国人留学生授業料減免規程及び利用状況 ・・・・・・・・ Ｐ.６１

資料 16 帝京平成大学ガイドブック ・・・・・・・・ Ｐ.６４

資料 17 留学生枠図式化 ・・・・・・・・ Ｐ.８２

資料 18 外国人雇用状況の届出状況 ・・・・・・・・ Ｐ.８３

資料 19 第2期スポーツ基本計画抜粋

『成人のスポーツ実施率とスポーツ参加人口拡大の施策』 ・・・・・・・・ Ｐ.８５

資料 20 令和元年度総合型地域スポーツクラブに関する実態調査結果概要 ・・・・・・・・ Ｐ.８７

資料 21 第2期スポーツ基本計画抜粋

『障がい者スポーツ指導員３万人目標』 ・・・・・・・・ Ｐ.８９

資料 22 医療スポーツ学科の有効求人倍率及び就職状況 ・・・・・・・・ Ｐ.９２

資料 23 第2期スポーツ基本計画抜粋

「スポーツを通じた経済・地域の活性化」 ・・・・・・・・ Ｐ.９３

資料 24 千葉県体育スポーツ推進計画の概要 ・・・・・・・・ Ｐ.９５

資料 25 千葉県におけるスポーツ指導者確保の取り組み ・・・・・・・・ Ｐ.９６

資料 26 市原市スポーツ推進計画抜粋 ・・・・・・・・ Ｐ.９８

資料 27 医療スポーツ学科の学生数増に関する要望書 ・・・・・・・・ Ｐ.９９

　　学生確保の見通し等を記載した書類

　　【資料目次】



8,2508 ,3238 ,7748 ,9309 ,1739 ,0099 ,746 9,166  

9,423  

9,220 

3,760 3 , 3,

228,403 

(

(

(

(

(

(

【資料１.日本における外国人留学生の推移】

「2019（令和元）年度外国人留学生在籍状況調査結果」
   日本学生支援機構より
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留学生数 構成比

211,773人 92.7％ 11,906人 63.3％ 

(192,935) (92.4) (12,058) (64.6) 

7,980人 3.5％ 4,059人 21.6％ 

(7,250) (3.5) (3,751) (20.1) 

3,023人 1.3％ 1,922人 10.2％ 

(3,016) (1.4) (2,001) (10.7) 

2,169人 0.9％ 114人 0.6％ 

(2,223) (1.1) (110) (0.6) 

1,459人 0.6％ 384人 2.0％ 

(1,364) (0.7) (326) (1.7) 

1,288人 0.6％ 104人 0.6％ 

(1,363) (0.7) (101) (0.5) 

699人 0.3％ 308人 1.6％ 

(742) (0.4) (326) (1.7) 

12人 0.0％ 1人 0.0％ 

(8) (0.0) (0) (0.0) 

228,403人 100.0％ 18,798人 100.0％ 

(208,901) (100.0) (18,673) (100.0) 

高等教育機関における外国人留学生受入れ状況

１．出身地域別留学生数

　出身地域別留学生の割合については、アジア地域からの留学生が92.7％（前年
度92.4％）、欧州・北米地域からの留学生が合わせて4.8％（同4.9％）となっている。

　うち、短期留学生については、アジア地域からの留学生が63.3％（同64.6％）、欧
州・北米地域からの留学生が合わせて31.8％（同30.8％）となっている。

地域名 留学生数 構成比
左のうち短期留学生

その他
（無国籍）

計

（　 　）内は平成30年5月1日現在の数

アジア

欧州

北米

アフリカ

中東

中南米

大洋州

【資料2.高等教育機関における外国人留学生受け入れ状況】
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２．出身国（地域）別留学生数

（１）出身国（地域）別留学生数

国(地域)名 国(地域)名

中国 94,047人 (86,439) 41.2％ (41.4) ウズベキスタン 1,111人 (705) 0.5％ (0.3) 

ベトナム 45,248人 (42,083) 19.8％ (20.1) ドイツ 882人 (877) 0.4％ (0.4) 

ネパール 18,662人 (15,329) 8.2％ (7.3) カンボジア 650人 (663) 0.3％ (0.3) 

韓国 15,977人 (14,557) 7.0％ (7.0) 英国 629人 (629) 0.3％ (0.3) 

台湾 7,518人 (7,423) 3.3％ (3.6) ロシア 566人 (548) 0.2％ (0.3) 

スリランカ 5,583人 (4,429) 2.4％ (2.1) イタリア 528人 (474) 0.2％ (0.2) 

インドネシア 5,204人 (4,719) 2.3％ (2.3) ブラジル 484人 (416) 0.2％ (0.2) 

ミャンマー 3,753人 (3,385) 1.6％ (1.6) シンガポール 399人 (366) 0.2％ (0.2) 

タイ 3,265人 (3,241) 1.4％ (1.6) オーストラリア 393人 (403) 0.2％ (0.2) 

マレーシア 2,880人 (2,897) 1.3％ (1.4) カナダ 386人 (420) 0.2％ (0.2) 

バングラデシュ 2,819人 (2,444) 1.2％ (1.2) エジプト 382人 (339) 0.2％ (0.2) 

アメリカ合衆国 2,637人 (2,596) 1.2％ (1.2) メキシコ 333人 (315) 0.1％ (0.2) 

モンゴル 2,156人 (1,965) 0.9％ (0.9) パキスタン 332人 (240) 0.1％ (0.1) 

フィリピン 1,409人 (1,184) 0.6％ (0.6) スペイン 287人 (272) 0.1％ (0.1) 

インド 1,395人 (1,163) 0.6％ (0.6) その他 7,134人 (7,159) 3.1％ (3.4) 

フランス 1,354人 (1,221) 0.6％ (0.6) 計 228,403人 (208,901) 100.0％ (100.0) 

（　 　）内は平成30年5月1日現在の数

構成比

　中国・ベトナムからの留学生を合わせると、全留学生に占める割合は61％（前年度61.5％）となっ
ている。

留学生数 構成比留学生数

2019（令和元）年度外国人留学生在籍状況調査結果
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【資料3.中国における教育段階別在学生数の推移】

中国における教育段階別在学⽣数の変化

2001年 2006年 2011年 2016年
博⼠課程 8.6 20.8 27.1 34.2

碩⼠課程 30.6 89.7 137.5 163.9

本科課程 535.3 1285.1 1758.7 2115.6

専科課程 639.7 1258.0 1589.7 1809.6
（万⼈）

出典：教育統計年鑑（中華⼈⺠共和国教育部発展規劃司編）より作成

⼤学院課程
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【資料 4．学⽣募集における協⼒機関との業務委託契約書および進学実績】
（6 ページから 24 ページ）

「資料 4.学⽣募集における協⼒機関との業務委託契約書および進学実績」は、業務委託業
者との著作権の許諾の関係により公表しない。

業務委託契約書
・楽商ジャパン株式会社（6-9 ページ）
・⼤連拓中教育科技有限公司（10-13 ページ）
・南京渡⻄留⽇（14-17 ページ）

進学実績
・楽商ジャパン株式会社（18-21 ページ）
・⼤連拓中教育科技有限公司（22-23 ページ）
・南京渡⻄留⽇（24 ページ）

以上



９ 修了後の進路 

平成 30 年度中に日本語教育機関を修了した 29,040 人のうち 21,858 人が大学等へ進学してお

り、進学者数は、平成 16 年度に初めて 20,000 人を超えたが、平成 17 年度は 8,525 人の大幅減

となり、その後毎年増加し、平成 22 年度には約 22,000 人となったが、以降減少。平成 25 年度

から増加に転じ、平成 28年度は、23,183人で過去最高となったが、平成 29年度は減少し、平成

30年度は対前年度比 760人増（3.6％増）となった。 

進学した 21,858 人の進学先は、4 年制大学が 5,780 人、大学院正規生が 1,716 人、大学院研

究生が 557人、短期大学が 267人、専修学校専門課程が 13,240人などとなっている。  

(1) 修了後の進路の推移

区分 進学 帰国 その他 計

8,740 3,390 909 13,039
67.0% 26.0% 7.0% 100.0%

6,359 2,401 595 9,355
68.0% 25.7% 6.3% 100.0%

5,165 2,463 522 8,150
63.4% 30.2% 6.4% 100.0%

5,810 2,962 773 9,545
60.9% 31.0% 8.1% 100.0%

7,079 3,224 771 11,074
63.9% 29.1% 7.0% 100.0%

9,718 4,628 1,180 15,526
62.6% 29.8% 7.6% 100.0%

13,087 5,175 1,845 20,107
65.1% 25.7% 9.2% 100.0%

16,461 5,004 2,349 23,814
69.1% 21.0% 9.9% 100.0%

18,463 6,523 1,922 26,908
68.6% 24.2% 7.2% 100.0%

19,649 6,484 3,133 29,266
67.1% 22.2% 10.7% 100.0%

20,360 4,932 2,815 28,107
72.4% 17.6% 10.0% 100.0%

11,835 4,487 1,316 17,638
67.1% 25.4% 7.5% 100.0%

15,267 5,031 1,174 21,472
71.1% 23.4% 5.5% 100.0%

16,592 5,361 1,017 22,970
72.2% 23.4% 4.4% 100.0%

16,751 6,786 1,042 24,579
68.2% 27.6% 4.2% 100.0%

20,193 6,703 947 27,843
72.5% 24.1% 3.4% 100.0%

21,978 7,665 1,234 30,877
71.2% 24.8% 4.0% 100.0%

17,623 4,803 1,439 23,865
73.9% 20.1% 6.0% 100.0%

15,228 3,941 1,304 20,473
74.4% 19.2% 6.4% 100.0%

16,179 4,126 1,379 21,684
74.6% 19.0% 6.4% 100.0%

21,208 4,340 2,002 27,550
77.0% 15.7% 7.3% 100.0%

平成19年度

平成14年度

平成17年度

平成20年度

平成22年度

平成23年度

平成25年度

平成18年度

平成26年度

平成16年度

平成6年度

平成7年度

平成8年度

平成9年度

平成15年度

平成13年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成21年度

平成24年度

【資料５.日本語教育機関実態調査結果報告】
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区分 進学 帰国 その他 計

22,685 4,342 2,386 29,413
77.1% 14.8% 8.1% 100.0%

23,183 5,101 2,400 30,684
75.6% 16.6% 7.8% 100.0%

21,098 4,309 2,269 27,676
76.2% 15.6% 8.2% 100.0%

21,858 4,423 2,759 29,040
75.3% 15.2% 9.5% 100.0%

平成28年度

平成27年度

平成29年度

平成30年度

一般財団法人日本語教育振興協会令和元 年度 日本語教育機関実態調査 
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2021年1月 

帝京
ていきょう

平成
へいせい

大学
だいがく

 アンケートご 協 力
きょうりょく

のお願
ねが

い 

2021年4月、帝京
ていきょう

平成
へいせい

大学
だいがく

は現代
げんだい

ライフ学部
が く ぶ

経営
けいえい

学科
が っ か

に外国人
がいこくじん

留学生
りゅうがくせい

枠
わく

（35名
めい

）を新設
しんせつ

しました。 

今度
こ ん ど

は、2022年4月、現代
げんだい

ライフ学部
が く ぶ

人間
にんげん

文化
ぶ ん か

学科
が っ か

（福祉
ふ く し

コース、メディア文化
ぶ ん か

コース、グローバルコミュニ

ケーションコース）と観光
かんこう

経営
けいえい

学科
が っ か

に外国人
がいこくじん

留学生枠
りゅうがくせいわく

（各学科
か く がっ か

20名
めい

）を新設
しんせつ

予定
よ て い

です！！ 

【帝京
ていきょう

平成
へいせい

大学
だいがく

とは】 

・帝京
ていきょう

平成
へいせい

大学
だいがく

は帝京
ていきょう

大学
だいがく

グループ（日本
に ほ ん

で最
もっと

も大
おお

きい教育
きょういく

グループの１つ）の大学
だいがく

です。 

・学生数
がくせいすう

は約
やく

10,000人
にん

で首都圏
し ゅ とけ ん

に4つのキャンパス（池
いけ

袋
ぶくろ

、中野
な か の

、千葉
ち ば

、ちはら台
だい

）があります。 

・1987年開学
かいがく

、創立
そうりつ

33年目
ね ん め

です。 

・薬学
やくがく

、看護
か ん ご

などの医療
いりょう

系
けい

の他
ほか

、福祉
ふ く し

、メディア、経営
けいえい

なども学
まな

べる総合
そうごう

大学
だいがく

です。 

・建学
けんがく

の精神
せいしん

 ： 実学
じつがく

の精神
せいしん

を基
もと

とし、幅広
はばひろ

い知識
ち し き

と専門
せんもん

分野
ぶ ん や

における実践
じっせん

能力
のうりょく

を身
み

につけ、 

創造力
そうぞうりょく

豊
ゆた

かな逞
たくま

しい人間
にんげん

愛
あい

にあふれた人材
じんざい

を養成
ようせい

する 

【外国人
がいこくじん

留学生枠
りゅうがくせいわく

新設
しんせつ

】 

・人間
にんげん

文化
ぶ ん か

学科
が っ か

 3コース合計20名
めい

、3年
ねん

次
じ

編入学
へんにゅうがく

5名
めい

 

・観光
かんこう

経営
けいえい

学科
が っ か

 20名
めい

、3年
ねん

次
じ

編入学
へんにゅうがく

5名
めい

 

・中野
な か の

キャンパス（JR中野駅
な か のえ き

から徒歩
と ほ

10分
ぷん

）で学
まな

びます。 

ホームページ

【資料6.関東近郊の日本語学校へのアンケート調査】
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【人間
にんげん

文化
ぶ ん か

学科
が っ か

での学
まな

びの特徴
とくちょう

】 

≪福祉
ふ く し

コース≫ これからの時代
じ だ い

に必要
ひつよう

とされる幅広
はばひろ

い福祉
ふ く し

の知識
ち し き

を備
そな

えた人材
じんざい

を養成
ようせい

 

・福祉
ふ く し

を「講義
こ う ぎ

」「演習
えんしゅう

」「実習
じっしゅう

」の体系的
たいけいてき

カリキュラムで学
まな

ぶ 

≪メディア文化
ぶ ん か

コース≫ メディア業界
ぎょうかい

での活躍
かつやく

を目指
め ざ

し、実践的
じっせんてき

な学
まな

びで夢をカタチに 

・映像
えいぞう

、写真
しゃしん

、デザイン、アートの専門的
せんもんてき

な知識
ち し き

と技術
ぎじゅつ

を基礎
き そ

から応用
おうよう

へと丁寧
ていねい

に指導
し ど う

 

≪グローバルコミュニケーションコース≫ 世界
せ か い

で活躍
かつやく

できるグローバルな人材
じんざい

の養成
ようせい

 

・英語
え い ご

コミュニケーション能力
のうりょく

を徹底
てってい

強化
きょうか

 

【観光
かんこう

経営
けいえい

学科
が っ か

での学
まな

びの特徴
とくちょう

】 

語
ご

学力
がくりょく

と自
みずか

ら考
かんが

える能力
のうりょく

を磨
みが

き、観光
かんこう

産業
さんぎょう

で即戦力
そくせんりょく

となる人材
じんざい

を養成
ようせい

 

・ホスピタリティ・マインドを育
はぐく

む  ・観光
かんこう

ビジネスに必要
ひつよう

な英語力
えいごりょく

を磨
みが

く 

【学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

】 

・入学
にゅうがく

金
きん

  200,000円（入学
にゅうがく

時
じ

のみ）  ・授業料
じゅぎょうりょう

  800,000円（年額
ねんがく

）※ 

・施設
し せ つ

設備
せ つ び

整備費
せ い び ひ

  300,000円（年額
ねんがく

）  ・学生
がくせい

損害
そんがい

保険料
ほけんりょう

  3,300円（入学
にゅうがく

時
じ

のみ） 

※留学生向
りゅうがくせいむ

けの 授業料
じゅぎょうりょう

の減免
げんめん

制度
せ い ど

（10％～50％）があります！！ 

今回
こんかい

、日本語
に ほ ん ご

学校
がっこう

に在籍
ざいせき

している留学生
りゅうがくせい

の方
かた

に、本学
ほんがく

について今
いま

どのように考
かんが

えているかのアンケートを行
おこな

います。なお、アンケートには名前
な ま え

を書
か

いていただきますが、

個別
こ べ つ

のアンケート結果
け っ か

を公表
こうひょう

することはありませんので、安心
あんしん

して回答
かいとう

してください。ただし、集計
しゅうけい

結果
け っ か

については公表
こうひょう

する

ことがあります。この点
てん

についてご 了承
りょうしょう

のうえ、率直
そっちょく

な回答
かいとう

にご 協力
きょうりょく

ください。よろしくお願
ねが

いいたします。 

観光経営学科 

グローバルコミュニケーションコース メディア文化コース福祉コース 
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 お名前
な ま え

  

以下
い か

の項目
こうもく

についてお答
こた

ください。 

１. 年齢
ねんれい

  （   ）歳
さい

 

２．出身
しゅっしん

国
こく

 

□中国 □台湾 □ベトナム □インドネシア

□ネパール □タイ □スリランカ □オーストラリア

□インド □マレーシア □バングラデシュ □フィリピン

□ミャンマー □韓国 □モンゴル □その他
ほか

（    ） 

 ３．日本語
に ほ ん ご

学校
がっこう

で日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

している期間
き か ん

 

□６か月未満
み ま ん

□６か月～１年 □１年～２年

４．最終
さいしゅう

学歴
がくれき

 

□高等
こうとう

学校
がっこう

（高級
こうきゅう

中学
ちゅうがく

）卒業
そつぎょう

□大学
だいがく

（３年制
３ ね んせ い

含
ふく

む）卒業
そつぎょう

または途中
とちゅう

退学
たいがく

 

□その他
ほか

５．今
いま

の自分
じ ぶ ん

の将来像
しょうらいぞう

として、考
かんが

えていることを選択
せんたく

してください。 

□①日本
に ほ ん

の４年制
４ ね んせ い

大学
だいがく

へ進学
しんがく

    □②日本
に ほ ん

の４年制
４ ね んせ い

大学
だいがく

へ編入学
へんにゅうがく

 

□③日本
に ほ ん

の専門
せんもん

学校
がっこう

・短期
た ん き

大学
だいがく

等
とう

への進学
しんがく

  □④日本
に ほ ん

の大学院
だいがくいん

へ進学
しんがく

 

□⑤日本
に ほ ん

の企業
きぎょう

に 就職
しゅうしょく

 □⑥母国
ぼ こ く

へ戻り
も ど

、 就職
しゅうしょく

もしくは修学
しゅうがく

 

□⑦その他
ほか

（    ） 

６．５で①または②と答
こた

えた方
かた

へ 

①現代
げんだい

ライフ学部
が く ぶ

人間
にんげん

文化
ぶ ん か

学科
が っ か

と観光
かんこう

経営
けいえい

学科
が っ か

に新
あら

たに留学生枠
りゅうがくせいわく

の定員
ていいん

が認
みと

められた場合
ば あ い

、あなた

は本学
ほんがく

現代
げんだい

ライフ学部
が く ぶ

人間
にんげん

文化
ぶ ん か

学科
が っ か

または観光
かんこう

経営
けいえい

学科
が っ か

への進学
しんがく

（編入学
へんにゅうがく

）を希望
き ぼ う

しますか。 

□強く希望
つ よ く き ぼ う

する □希望
き ぼ う

する  □他
た

大学
だいがく

へ進学
しんがく

したい 

７．６で「強く
つ よ く

希望
き ぼ う

する」・「希望
き ぼ う

する」と答
こた

えた方
かた

へ 

①どちらの学科
が っ か

・コースへの進学
しんがく

（編入学
へんにゅうがく

）を希望
き ぼ う

しますか。 

□人間
にんげん

文化
ぶ ん か

学科
が っ か

メディア文化
ぶ ん か

コース

□人間
にんげん

文化
ぶ ん か

学科
が っ か

グローバルコミュニケーションコース 

□観光
かんこう

経営
けいえい

学科
が っ か

 

②「強く希望
つ よ く き ぼ う

する」・「希望
き ぼ う

する」の理由
り ゆ う

について教
おし

えてください。（複数
ふくすう

回答可
か い と う か

） 

□建学
けんがく

の精神
せいしん

を基
もと

とした学
まな

びに興味
きょうみ

、関心
かんしん

がある 

□通
かよ

いやすさ（中野
な か の

）  □学費
が く ひ

□知名度
ち め い ど

（帝京
ていきょう

大学
だいがく

グループ） 

□入試
にゅうし

制度
せ い ど

 □その他
ほか

（    ） 

 ご 協力
きょうりょく

ありがとうございました。 
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関東近郊の日本語学校8校のアンケート集計結果（抜粋）

回収数 872

問５　今の将来像として、考えていること　
合計

①4年生大学へ進学
②編入学

問６　本学への入学（編入学）を希望しますか。　
合計 大学進学希望者から見た割合

48
31
11

本学を希望（編入学） 13

問７　どちらの学科の入学（編入学）を希望しますか。　
合計 本学希望者から見た割合

強く希望 22
希望 20

強く希望 6
希望 7

強く希望 26
希望 11

強く希望 5
希望 6

55

観光経営学科へ入学 37
48 46.6%

観光経営学科へ編入学 11

53.4%
人間文化学科へ編入学 13

人数
本学を強く希望

79
103 32.8%

本学を希望
本学を強く希望（編入学）

24

人数

人間文化学科へ入学 42

人数
268

314
46
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【資料7.日本語教育振興協会調査結果　抜粋】
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(3) 進学先

(4) 国別進学先内訳

正規生 研究生

( 1,840 ) ( 686 ) ( 5,997 ) ( 215 ) ( 49 ) ( 12,063 ) ( 248 ) ( 21,098 )

平成30年度 1,716 557 5,780 267 53 13,240 245 21,858

7.9% 2.5% 26.5% 1.2% 0.2% 60.6% 1.1% 100.0%

※ (  )内は、平成29年度の進学者数。

計区分
専修学校
専門課程

各種学校等
大学院

大学 短期大学
高等専門

学校

正規課程 研究生等 正規課程 その他

( 1,724 ) ( 593 ) ( 3,782 ) ( 141 ) ( 68 ) ( 0 ) ( 3,482 ) ( 30 ) ( 17 ) ( 1 ) ( 9,838 )

1,595 490 3,392 248 64 0 3,300 19 28 3 9,139

( 10 ) ( 21 ) ( 877 ) ( 209 ) ( 76 ) ( 1 ) ( 4,568 ) ( 58 ) ( 54 ) ( 0 ) ( 5,874 )

22 9 846 187 107 0 5,018 13 50 21 6,273

( 2 ) ( 6 ) ( 123 ) ( 46 ) ( 5 ) ( 0 ) ( 1,177 ) ( 0 ) ( 24 ) ( 0 ) ( 1,383 )

10 0 162 81 21 0 1,799 0 14 14 2,101

( 1 ) ( 0 ) ( 78 ) ( 37 ) ( 21 ) ( 0 ) ( 889 ) ( 3 ) ( 13 ) ( 0 ) ( 1,042 )

0 1 57 32 17 1 986 1 5 8 1,108

( 2 ) ( 12 ) ( 45 ) ( 32 ) ( 10 ) ( 1 ) ( 359 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 461 )

4 0 44 38 16 0 429 0 19 0 550

( 12 ) ( 2 ) ( 97 ) ( 1 ) ( 4 ) ( 0 ) ( 329 ) ( 4 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 450 )

12 5 120 0 4 0 341 3 0 0 485

( 44 ) ( 12 ) ( 125 ) ( 2 ) ( 7 ) ( 0 ) ( 380 ) ( 14 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 584 )

28 11 116 3 3 0 307 12 2 0 482

( 13 ) ( 9 ) ( 66 ) ( 6 ) ( 5 ) ( 3 ) ( 185 ) ( 7 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 295 )

6 8 63 0 7 3 164 0 12 0 263

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

2 2 117 0 3 0 64 0 0 0 188

( 5 ) ( 9 ) ( 17 ) ( 15 ) ( 9 ) ( 16 ) ( 86 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 157 )

1 9 29 28 3 18 85 0 0 0 173

( 9 ) ( 3 ) ( 11 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 6 ) ( 68 ) ( 9 ) ( 2 ) ( 0 ) ( 109 )

5 3 14 1 1 10 61 1 1 1 98

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

2 2 5 4 10 0 75 0 0 0 98

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

2 1 11 0 0 0 8 0 0 0 22

( 18 ) ( 19 ) ( 266 ) ( 20 ) ( 10 ) ( 22 ) ( 540 ) ( 6 ) ( 4 ) ( 0 ) ( 905 )

27 16 126 56 11 21 603 5 13 0 878

( 1,840 ) ( 686 ) ( 5,487 ) ( 510 ) ( 215 ) ( 49 ) ( 12,063 ) ( 131 ) ( 116 ) ( 1 ) ( 21,098 )

1,716 557 5,102 678 267 53 13,240 54 144 47 21,858

※ (  )内は、平成29年度の進学者数。

※ フィリピン・マレーシア・アメリカは今年度から調査。

計

中国

韓国

台湾

ベトナム

ネパール

スリランカ

インドネシア

ミャンマー

タイ

フィリピン

マレーシア

アメリカ

モンゴル

その他

大学別科 高校等 計区分
大学院 大学

短期大学
高等専門

学校
専修学校 各種学校
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(参考）

2021年度
4月期生

回答
学校数

COE
交付件

数

入国済
人数

ｷｬﾝｾﾙ
数

COE
交付件

数

入国済
人数

ｷｬﾝｾﾙ
数

COE
交付件

数

入国済
人数

ｷｬﾝｾﾙ
数

COE
交付件

数

入国済
人数

ｷｬﾝｾﾙ
数

COE
交付件

数

入国済
人数

ｷｬﾝｾﾙ
数

未入国
者数

COE
交付件

数

COE
交付件

数

入国済
人数

ｷｬﾝｾﾙ
数

未入国
者数

札幌出入国在留管理局 6 128 55 36 27 9 2 128 86 13 5 2 2 288 152 53 83 162 450 152 53 245
仙台出入国在留管理局 7 433 99 27 72 14 1 198 71 6 29 0 0 732 184 34 514 148 880 184 34 662
東京出入国在留管理局(含横浜支局) 126 8,901 5,140 1,738 3,744 1,706 629 3,626 1,885 392 496 326 37 16,767 9,057 2,796 4,914 5,527 22,294 9,057 2,796 10,441
名古屋出入国在留管理局 25 938 571 76 161 75 12 484 208 21 3 2 0 1,586 856 109 621 779 2,365 856 109 1,400
大阪出入国在留管理局 50 2,506 1,330 651 415 182 35 1,384 688 266 85 61 1 4,390 2,261 953 1,176 1,719 6,109 2,261 953 2,895
広島出入国在留管理局 6 271 189 23 47 5 4 168 99 3 0 0 0 486 293 30 163 149 635 293 30 312
福岡出入国在留管理局 22 728 304 97 248 37 11 203 123 18 14 2 1 1,193 466 127 600 319 1,512 466 127 919

総計 242 13,905 7,688 2,648 4,714 2,028 694 6,191 3,160 719 632 393 41 25,442 13,269 4,102 8,071 8,803 34,245 13,269 4,102 16,874

入国済み比率

4月 7月 10月 1月
2020年
度計

札幌出入国在留管理局 43.0% 33.3% 67.2% 40.0% 52.8%
仙台出入国在留管理局 22.9% 19.4% 35.9% 0.0% 25.1%
東京出入国在留管理局(含横浜支局) 57.7% 45.6% 52.0% 65.7% 54.0%
名古屋出入国在留管理局 60.9% 46.6% 43.0% 66.7% 54.0%
大坂出入国在留管理局 53.1% 43.9% 49.7% 71.8% 51.5%
広島出入国在留管理局 69.7% 10.6% 58.9% ---- 60.3%
福岡出入国在留管理局 41.8% 14.9% 60.6% 14.3% 39.1%
全国 55.3% 43.0% 51.0% 62.2% 52.2%

ｷｬﾝｾﾙ率

4月 7月 10月 1月
2020年
度計

札幌出入国在留管理局 28.1% 7.4% 10.2% 40.0% 18.4%
仙台出入国在留管理局 6.2% 1.4% 3.0% 0.0% 4.6%
東京出入国在留管理局(含横浜支局) 19.5% 16.8% 10.8% 7.5% 16.7%
名古屋出入国在留管理局 8.1% 7.5% 4.3% 0.0% 6.9%
大坂出入国在留管理局 26.0% 8.4% 19.2% 1.2% 21.7%
広島出入国在留管理局 8.5% 8.5% 1.8% ---- 6.2%
福岡出入国在留管理局 13.3% 4.4% 8.9% 7.1% 10.6%
全国 19.0% 14.7% 11.6% 6.5% 16.1%

2021年4月期生対前年比

札幌出入国在留管理局 126.6%
仙台出入国在留管理局 34.2%
東京出入国在留管理局(含横浜支局) 62.1%
名古屋出入国在留管理局 83.0%
大坂出入国在留管理局 68.6%
広島出入国在留管理局 55.0%
福岡出入国在留管理局 43.8%
全国 63.3%

2020年度
2020年度合計 総合計

4月期生 7月期生 10月期生 1月期生
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【資料8.帝京平成大学付属日本語学校設置認可書および官報公示】
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帝京平成大学附属日本語学校 設置趣意書 

１ 設置の趣旨及び必要性 

（１） 帝京平成大学の沿革

 帝京平成大学は、昭和 62 年 4 月に千葉県市原市に帝京技術科学大学として開学し、

情報学部単一学部からスタートした。平成 7 年に現在の帝京平成大学に名称を変更し、

その後医療関連専門職（メディカルスタッフ）育成を必要とする社会的背景をうけて、

平成 14 年に健康メディカル学部、平成 16 年に薬学部とヒューマンケア学部を開設、 

さらに平成 20 年に地域医療学部（現 健康医療スポーツ学部）を開設した。 

 また、平成 20 年には東京都豊島区に池袋キャンパス、平成 25 年には東京都中野区に

中野キャンパスと相次いで新キャンパスを開設し、学部や研究科の新設に伴う学生数の

増加に対応できる充実した学習環境の提供に努めてきた。 

 大学院については、平成 4 年 4 月に大学院情報学研究科修士課程を開設後、平成 6 年

には情報学研究科博士後期課程を開設し、さらに平成 17 年には健康情報科学研究科博

士前期課程・後期課程（平成 20 年に健康科学研究科に改称）を開設した。学部におけ

るメディカルスタッフ教育の充実をうけて、平成 23 年に臨床心理学研究科（専門職学

位課程）を開設し、続いて平成 24 年に薬学研究科博士課程、平成 29 年に看護学研究科

修士課程を開設した。平成 30 年 4 月の時点で、帝京平成大学は 5 学部（薬学部、現代

ライフ学部、ヒューマンケア学部、健康メディカル学部、健康医療スポーツ学部）5研

究科（薬学研究科、環境情報学研究科、健康科学研究科、臨床心理学研究科、看護学研

究科）で構成されている。 

 本校の建学の精神は、「実学の精神を基とし 幅広い知識と 専門分野における 実

践能力を身につけ 創造力豊かな逞しい 人間愛にあふれた 人材を養成する」ことで

あり、実学の精神と実践能力の養成を重視する。この精神は、帝京平成大学附属日本語

学校にも流れている。 

（２） 設置の必要性

 平成 27 年 5 月 1 日時点での留学生数は前年比 24,224 人（13.2％増）の 208,379 人で

あり、そのうち日本語教育機関に在学している外国人留学生は 56,317 人であり、大学

の学部の学生数に次いで多い。平成 28 年 5 月 1 日時点での留学生数は前年比 30,908 人

（14.8％増）の 239,287 人であり、そのうち日本語教育機関に在学している外国人留学

生は 68,165 人であり、大学の学部の学生数に次いで多い。平成 29 年 5 月 1 日時点での

留学生数は前年比 27,755 人（11.6％増）の 267,042 人であり、そのうち日本語教育機

関に在学している外国人留学生は 78,658 人であり、ついに大学の学部の学生数を超え、

【資料 9 .帝京平成大学附属日本語学校設置趣意書】
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学生数が最多になった。 

 このように近年日本への外国人留学生の学生数が増加しており、日本語学校で学ぶ学

生が増えてきている。こうした外国人留学生のほとんどが日本で就職し、仕事を通じて

自分を磨きながら日本で生活したいと思っているようである。 

 しかしながら現状では、通常の日本語学校のカリキュラム通り勉強しても日本語能力

が向上せず、日本語学校卒業後も高等教育機関で苦しんでいる外国人留学生が数多くお

り、その結果日本企業などへの就職することが出来ない学生も多い。 

仮に就職してもなかなかうまくいっていないというのが実情のようである。 

 さらに日本語能力の他、日本の生活スタイル、日本文化への適応、ビジネスや商習慣

などが欠如している外国人留学生も多く、ほとんどの外国人留学生がアルバイトをして

おり、思い描く日本での生活に程遠い状況であると考えている。 

したがって本校では、こうした状況を鑑み、本校では経験豊かで情熱あふれた校長・

副校長・主任教員の講師陣や事務職員を揃え、結果に最重点を置いた教育プログラムを

構築し、日本語能力向上のための教育を徹底的に実施する。それとあわせて大学院・大

学・専門学校の高等教育機関で必要なワード・エクセル・パワーポイントなどの IT 技

術を身につける指導も考えている。また、日本社会・日本企業で活躍出来る人材育成の

観点から異文化、ビジネスマナー、他の必要な教育も実施していく所存である。 

２ 理念および教育目標 

帝京平成大学の建学の精神は「実学の精神を基とし、幅広い知識と専門分野における

実践能力を身につけ、想像力豊かな逞しい人間愛にあふれた人材を育成する」であり、

この精神は、帝京平成大学附属日本語学校にも流れている。本校は、日本語を「知識」

として習得するだけでなく、社会に貢献するための「手段」として活用できる、志のあ

る人材の育成を目指し、総合大学の附属日本語学校であるため、日本文化や社会の仕組

みを包括した、総合的な日本理解を促す。また、大学進学希望者には、成績に応じて、

帝京平成大学への進学の優遇措置を受ける権利を与える計画であり、安心して日本語を

学ぶことが可能となる。本校は以下を教育目標として設定する。 

１．日本語を効率よく学ぶ場や機会を提供する。 

２．日本語を使い、社会に貢献する人材の育成をする。 

３．国際交流促進の一翼を担う人材の育成と場を提供する。 

３ 本校の名称 

 本校は、帝京平成大学の附属学校として設立することとし、名称についてもあえて奇

を狙うようなことはせず、一般的かつ広範的に通用する名称として、「帝京平成大学附

属日本語学校」とする。 
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帝京平成大学附属日本語学校 

Japanese Language School Affiliated with Teikyo Heisei University 

進学 1年６か月コース 

University Preparatory Course（１．５ years） 

進学２年０か月コース 

University Preparatory Course（２ years） 

４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（１）教育課程の編成の基本的な考え方

 近年日本への外国人留学生の学生数が増加しており、日本語学校で学ぶ学生が増えて

きている。 

 しかし、前述した通り、通常の日本語学校のカリキュラム通り勉強しても日本語能力

が向上せず、日本語学校卒業後も高等教育機関で苦しんでいる外国人留学生が数多くお

り、その結果日本企業などへの就職することが出来ない学生も多いという現状がある。 

こうした現状を打破するために、本校は進学課程を設置する。 

 教育課程として、大学・専門学校の進学指導をメインに進学できる学校選択から志望

理由書の作成・面談練習など進学に特化した授業を設置する。さらに、大学院進学指導

をメインに研究できる大学院教授選択から大学院を選択し、教授にメールを送信する指

導から、大学院受験に特化した個別指導を実施し、研究計画書の作成・面談練習など大

学院進学に特化した授業を設置することが本校教育課程の特色である。 

（２）科目区分の設定および趣旨について

日本語における主要な 4科目としては、①読む ②話す ③聴く ④書く が基本である。 

 まず、「文法Ⅰ」として、基本文型の構造の理解し、文型の正しい意味をとらえ身に

つけることを到達目標に『みんなの日本語 初級ⅠⅡ』・副教材を使用する。「文法Ⅱ」

では、基本文型の運用を理解し、必要な場面で基本文型が使えることを到達目標に『中

級へ行こう 第２版』を使用する。「文型Ⅲ」では、基本文型の応用を理解し、より複

雑な文を理解し適切に使用することができることを到達目標に『中級を学ぼう 中級前

期・中級中期』を使用する。 

 次に、「漢字Ⅰ」では初級レベル漢字の読み書きを理解し、約 1,000 文字程度の漢字

を覚えることを到達目標に『みんなの日本語 漢字練習帳』を使用する。「漢字Ⅱ」で

は、中上級レベル漢字の読み書きを理解し、約 2,000 文字の漢字を覚えることを到達

目標に『1日 15 分の漢字練習初級～初中級 上・下』を使用する。「漢字Ⅲ」では、

上級 
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レベル漢字の読み書きを理解し、約 3,000 文字の漢字を覚えることを到達目標に『1日

15 分の漢字練習 中級 上・下』を使用する。 

 「聴解Ⅰ」では、簡単な情報の聞き取りを理解し、話者の意図や主張が大まかに理解

できることを到達目標に『聴解タスク 25』を使用し、「聴解Ⅱ」では、必要な情報の聞

き取りを理解し、話者の意図や主張がほぼ理解できるという到達目標で『聞くトレーニ

ング（基礎）』を使用し、「聴解Ⅲ」では必要な情報の聞き取りを理解し、話者の意図や

主張が的確に理解できるという到達目標で『聞くトレーニング（応用）』を使用する。 

 「読解Ⅰ」では、簡単な文章の内容の読み取りを理解し、短文中文読解を理解し、約

600 文字程度の文章が読めるという到達目標で『初級で読めるとトピック 25』を使用し、

「読解Ⅱ」 では、約 1,000～1,600 文字程度の文章が読めることを到達目標に『読むト

レーニング（基礎）』を使用し「読解Ⅲ」 では、長文読解を理解し、約 1,600～2,000

文字程度の文章が読めることを到達目標に『読むトレーニング（応用）』を使用する。 

 「文字語彙Ⅰ」では、文字語彙が読めることを理解し、簡単な文字語彙が理解できる

という到達目標で、『パワードリル N3 文字語彙』・『ドリル＆ドリル N3 文字語彙』を使

用し、「文字語彙Ⅱ」では、文字語彙が書けることを理解し、詳細な文字語彙が理解で

きるという到達目標で、『パワードリル N2 文字語彙』・『ドリル＆ドリル N2 文字語彙』

を使用し、「文字語彙Ⅲ」では、文字語彙が読め書けることを理解し、詳細な文字語彙

が読み書くことができるという到達目標で、『パワードリル N1 文字語彙・『ドリル＆ド

リル N1 文字語彙』を使用する。

「会話Ⅰ」では、日本語を話すことを理解し、日常生活に必要な会話をすることがで

きるという到達目標で『まるごと日本のことばと文化（入門・初中級）』を使用し、「会

話Ⅱ」では、日本語で自分の意見が言えることを理解し、自分の考えを述べることがで

きるという到達目標で、『Shadowing 日本語を話そう 初～中級・中級～上級』を使用

する。 

 「試験対策Ⅰ」では、JLPTＮ３対策として、Ｎ3 合格を目指すという到達目標で、『新

完全マスター文法Ｎ3』をメインに『ＴＲＹ！Ｎ3』・『日本語総まとめＮ3』を使用し、

「試験対策Ⅱ」では、JLPTＮ２対策として、Ｎ2 合格を目指すという到達目標で、『新

完全マスター文法Ｎ2』をメインに『ＴＲＹ！Ｎ2』・『日本語総まとめＮ2』を使用し、

「試験対策Ⅲ」では、JLPTＮ１対策として、Ｎ1 合格を目指すという到達目標で、『新

完全マスター文法Ｎ1』をメインに『ＴＲＹ！Ｎ1』・『日本語総まとめＮ1』を使用する。 

 「進学指導」では、新聞を読み、社説やニュースなどを理解し、自分の言葉で説明で

きることを通じて、研究計画書・志望理由書を作成できるという到達目標で、『実践 研

究計画書作成法』・日本経済新聞Ｗｅｂ版を使用し、進学の指導を行う。 

 したがって以上をまとめると、次のコースカリキュラム（到達目標）として表現する

ことができる。 
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【コースカリキュラム】 

１ 日本の大学院・大学・専門学校など高等教育機関への進学する姿勢を身につける。 

２ 日本語の音声・表記・文法・語彙・会話・社会的な背景などを理解する。 

３ 瞬時に日本語の文脈・目的に応じた適切な表現ができる能力を身につける。 

４ 日本語を使用した論理的思考を身につけ分析、批判ができる能力ができるようにな

る。 

５ 日本語能力試験 N1、N2、N3 に合格する。日本留学試験の日本語で 220 点以上をと

るようにする。 

６ 日本の生活習慣や緊急時の対処法など文化・規則を理解する。 

（３）その他特色となる点など

１ インターンシップを積極的に組み入れ、事前にビジネス経験を積ませると共に、日

本での希望職種への就職に向け、専門的なガイダンスや具体的な支援を行う。 

２ ボランティアなどの地域社会活動へ積極的に参加させ、日本人との交流を促進する

と共に日本の生活や習慣に慣れさせる。 

３ ビジネスマナーなど、日本企業で仕事をするために最低限必要な社会教育を徹底す

る。 

４ 外部の進学ガイダンスには積極的に参加を促し、入学試験の厳しさに慣れさせる。 

５ 留学生が日本での生活において直面する様々な悩みや障害に対して、その都度丁寧

なカウンセリングを実施し、問題の解決に向け対応していく。 

５ 教員組織の編成の考え方及び特色 

教員組織編成においては、校長１名、副校長１名、専任教員３名（うち、主任１名）、

非常勤教員２名、事務職員２名の計９名の教職員により構成される。校長は帝京平成大

学の専任教授であるため、兼任となるが、専任の副校長を配することで教育活動に支障

なく対応できるものである。なお、校長、副校長ともに教科担当となることはない。 

教員の保有学位については、科目担当教員５名のうち、博士取得者１名、学士取得者

４名であり、すべての教員が日本語学校教員としての資格を有している。（日本語教育

機関の告示基準第１条１３号）また、職員については、事務を統括する事務職員１名、

専任事務職員１名を配する予定であり、うち１名については、生徒の母国語として想定

する中国語が堪能な者を配置する計画である。 

なお、校長、副校長、教員および職員について、告示基準第１条第４号イからヲまで

のいずれにも該当しないことを確認している。 

６ 教育方法、指導方法及び修了要件 
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（１）教育方法

１）1単位時間を 45 分授業として、1 年間を 2 期（前期・後期）に分けるものとする。 

２）修業年限は 1年６ヵ月、または２年とする。（本校学則第５条）

（２）指導方法

２年コースの場合 

年次 月 卒業までの主なスケジュール 

１

年

次 

4 月 入学式・オリエンテーション・プレイスメントテスト・学生面談 

6 月 大学院進学指導開始、第 1回志望調査表配布・回収 

7 月 日本語能力試験・前期定期試験（統一試験） 

11 月 日本留学試験 

12 月 日本語能力試験・後期定期試験（統一試験） 

２

年

次 

4 月 学生面談 

5 月 第 2回志望調査表配布・回収 

6 月 日本留学試験 

7 月 日本語能力試験・前期定期試験（統一試験） 

9 月 専門学校出願開始 

11 月 日本留学試験 

12 月 日本語能力試験・後期定期試験（統一試験） 

1 月 大学出願締め切り 

2 月 統一試験 

3 月 卒業式・卒業証書授与 

１年６か月コースの場合 

年次 月 卒業までの主なスケジュール 

１

年

次 

10 月 入学式・オリエンテーション・プレイスメントテスト・学生面談

12 月 前期定期試験（統一試験） 

1 月 第 1回志望調査表配布・回収 

2 月 本年度 3 月卒業希望生の入試締め切り 

3 月 後期定期試験（統一試験） 

２

年

次 

4 月 学生面談 

5 月 第 2回志望調査表配布・回収 

6 月 日本留学試験 

7 月 日本語能力試験・前期定期試験（統一試験） 
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11 月 日本留学試験 

12 月 日本語能力試験・後期定期試験（統一試験） 

1 月 大学出願締め切り 

1 月 専門学校最終締め切り 

2 月 統一試験 

3 月 卒業式・卒業証書授与 

（３）卒業要件

 教育課程で定められた各授業科目の学習評価に基づいて、課程修了の認定を行う。ま

た、校長は、本校所定の課程を修了した者に対して、卒業証書を授与し、卒業を認定す

る。 

７ 施設・設備等の整備計画 

（１）校地の整備計画

 校地の整備計画については、学校法人帝京平成大学所有の土地（所在：豊島区東池袋

四丁目７７番２、７７番４乃至６の土地）に現存する、帝京平成大学池袋キャンパス１

号館にて教育活動を展開する。池袋駅、東池袋駅からほど近く、アクセス性にも優れて

いるため、留学生がアルバイト等で勤務しながら通学するにも利便性が高いものと考え

られる。 

 現時点では校地の拡大、変更の予定はなく、教育環境の維持管理を十分に行うことと

する。 

（２）校舎等施設の整備計画

 帝京平成大学池袋キャンパス１号館は現在、「こころとからだのサポートセンター」

（1階）、臨床心理センター（2階）、帝京平成大学専門職大学院（3階）、および専任教

員研究室（4 階～8 階）が存在している。この度の計画において、4 階の研究室フロア

を整備・改修し、新たに帝京平成大学附属日本語学校を開設する計画である。 

本フロアは総面積７１２．１７㎡であり、以下のとおり教室ならびに設備を整備する。 

  普通教室 ７ 図書室 １

学生自習室 １ 教員室 １

  事務室 １ 保健室 １

  倉庫 ２

その他  水場・給湯室・便所

（３）図書等の資料および図書室の整備計画

図書室には日本語教育に関する図書を500冊整備し、常時、生徒が学習できる環境を
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整える。開校時は図書室を開放し、その場で学習が行えるよう、机・座席を設置する。

なお、図書の貸し出しについては、管理の関係上行わず、開校時・閉校時に施錠する。 

８ 組織図

９ 入学者選抜の概要 
１ アドミッションポリシー（入学者の受け入れ方針） 
 本校においては、母体となる帝京平成大学の建学の精神「実学の精神を基とし 幅広

い知識と 専門分野における 実践能力を身につけ 創造力豊かな逞しい 人間愛

にあふれた 人材を養成する」に理解を示し、日本語教育機関としての趣旨や理念に合

致した生徒を受け入れる。さらに、日本国の各種法令、ルール、在留に係る規制を遵守

することはもちろん、日本の礼儀やマナー、文化を重んじ、積極的に日本語を学ぶ姿勢

と行動力を備える人材を受け入れる。 

学生確保（資料）－48



２ 入学者選抜概要 
（１）募集条件および選抜方法

１）募集条件

・最終学歴は高等学校卒業以上とし、大学を卒業した学生を優先的に募集する。

・最終学歴からおおむね 3 年以内のものとする。

・経費支弁能力が十分あり、申請者の留学に理解があること。

・１年６か月コースの場合、日本語能力試験のＮ３レベル、2 年０か月コースの場合

同試験のＮ５レベル以上の能力を持つ者。

（ただし、日本語能力試験以外の試験や面接において、上記と同等レベルであると 

判断した者も含まれる）

２）選考方法

・書類選考（在留資格、支弁能力等）

・筆記試験（日本語能力の査定）

・対面式面接試験（日本語能力の査定）

以上を総合的に判断し、本校の趣旨や理念に適した人材を受け入れる。

１０ 管理運営 
 本校を運営する法人の管理運営体制については、寄付行為、大学学則、大学院学則、

教授会規定、総務会規定等によって整備され、適切に機能している。 
法人組織は業務決定機関としての理事会、執行機関としての理事長、業務及び財産

の状況等の監査機関としての監事および諮問機関としての評議員会からなり、理事

会・評議員会の審議結果のうち、教学関係については学長が教授会へ報告を行い、連

携・意思疎通を図っている。 
また、本校の運営については、帝京平成大学附属日本語学校学則に則り、適切に運

営し、校長のリーダーシップの下で戦略的に運営できる体制を構築する方策である。

上記のとおり、本校の管理運営は適切に行うが、日本語学校を取り巻く社会環境は

大きく変化してきている。生徒の要望や本校に求められる社会の要請の多様化に対応

していくためにも、理事会・評議員会の適切な運営が必要となる。理事会・理事長と

校長等の役職者との連携が今後も円滑に行われるよう配慮する。 

１１ 自己点検・評価 
１．実施体制 

帝京平成大学附属日本語学校（以下、「本校」）学則第４条第２項に則り、本校にお
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ける教育活動等の状況について自ら点検・評価し、結果を公表することによって、本

校の教育水準の一層の向上を図り、以て日本語教育機関としての社会的使命を果たす

ことを目的として「自己点検・評価実施要領」（以下、要領）を策定する。本校の自

己点検・評価に関しては、本校学則に定めるもののほか、本要領に基づいて行うもの

とする。 

２．実施方法 
本校の自己点検・評価は校長の指揮監督の基に行い、これを実施する。要領の点検

項目について、別表に定める基準に達しているかを判断し、１・２・３・４・５の５

段階にて評価する。また、自己点検・評価を行い、その結果を取りまとめる際には、

評価結果及びその分析に加えて、それらを踏まえた今後の改善方策について併せて検

討するものとする。 

１２ 情報の公表 
本校の情報公表については、主にインターネットを通して行う方策である。これは、

インターネットが広く一般的に普及している現代において、生徒や海外の方々に本校

の情報を迅速かつリアルタイムに提供することが、社会的責務であると考えられ、積

極的に情報公開を行う予定である。なお、自己点検・評価の結果については、本校ホ

ームページで公表することを原則とし、実施後３か月以内に公表するものとする。（自

己点検・評価実施要領第５条）

１３ 教育内容等の改善のための組織的な研修等 
本校では、本事業計画を履行していくとともに、日本語学校全体の取り組みを通じて

その目的を達成できるよう、教員一人ひとりが切磋琢磨しながら、教育内容や教育技法

の改善に取り組むことを計画している。 
特に、日本語学校の教員においては、教員それぞれの実践的な知見と経験が、学生の

教育効果に大きく影響することが少なくない。よって、若手教員の育成は本校全体の教

育の質向上につながるため、本項目を重点目標とし、若手教員の手本となるよう、ベテ

ラン教員が率先して育成に努める方策である。

具体的には以下の取り組みを行う予定である。

１ 毎朝、朝礼を、毎昼、昼礼を開き、前日の出来事や本日の予定などの情報交換を行

う。 

２ 毎週一回、教務会議を開き、授業の改善方法、学生指導の改善のための意見交換を

行う。 
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３ 月末に主任教員が各担任からクラス報告を受け、クラス改善のための指導を行う。 

４ 前期末、後期末に教務会議を開き、6 ヵ月カリキュラム改善の話し合いを行う。 

５ 年度末に教務会議を開き、次年度のカリキュラム立案、使用教材の選定を行う。 

６ 学生に重大な問題が起こった場合、臨時全体会議を開き、情報交換及び解決策の検

討を行う。 

７ 毎月一回、教務事務全員参加の全体会議を開き、学生指導の改善などのための意見

交換を行う。 

８ 各教員の間で、授業方法などを検討し、今後の学生指導に生かすことを目的に、3

か月に 1 度、講師会を開催する。 

８ 文化庁日本語教育大会、日本語学校研究大会、首都圏日本語学校主任教員会議、専

任教員勉強会などのワークショップに教員が参加した場合、学内勉強会を開き、知

識の共有を行う。 

９ 学習支援システムの活用例やツールの分析、各種研究発表会への参加・報告を行い、

授業展開の改善につなげる。また、情報倫理教育についても積極的に取り組む。

10 内外の FD・SD 会議への参加やシンポジウム、講演会等に参加することを積極的に推

進する。
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【資料10.医療スポーツ学科⼊学試験志願者倍率】

学部名称変更
定員増 50

年 度
2014年

平成26年度
2015年

平成27年度
2016年

平成28年度
2017年

平成29年度
2018年

平成30年度
2019年

平成31年度
2020年
令和２年

募集定員 140名 140名 140名 190名 190名 190名 190名

志願者数 443名 539名 481名 511名 735名 645名 692名

※志願者倍率に関しては⼩数点第3位を四捨五⼊して計算

2.69倍 3.87倍

健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科

⼊学志願者数に関する統計

志
願
者
数

3.39倍 3.64倍
(志願者数 / 定員)

志願者倍率
3.16倍 3.85倍 3.44倍
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【資料11.近隣のスポーツ科学系学科の⼊試動向】

国際武道⼤学 体育学部体育学科⼊試結果
平成29年 平成30年 平成31年・令和元年

志願者数※₁ 463 454 444
⼊学定員※₂ 340 340 340
志願者倍率※₃ 1.4 1.3 1.3
※₁旺⽂社 ⼤学受験パスナビ国際武道⼤学の⼊試結果ページより、体育学科の⼊試志願者数の

合計値を⼊⼒
※₂体育学科360名の⼊学定員から指定校推薦20名を除いた340⼈を設定
※₃倍率は志願者数÷⼊学定員により算出。端数処理のため⼩数点第2位を四捨五⼊

順天堂⼤学スポーツ健康科学部

学部全体 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年・令和元年

志願者数 3629 3964 4174 4890 4657
⼊学定員 330 330 410 410 410
志願者倍率 11.0 12.0 10.2 11.9 11.4

スポーツ科学科 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年・令和元年

志願者数 2130 2178 2569 3046 2694
⼊学定員 190 190 250 250 250
志願者倍率 11.2 11.5 10.3 12.2 10.8

スポーツマネジメント学科 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年・令和元年

志願者数 810 929 804 1008 1051
⼊学定員 70 70 80 80 80
志願者倍率 11.6 13.3 10.1 12.6 13.1

健康学科 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年・令和元年

志願者数 689 857 801 836 912
⼊学定員 70 70 80 80 80
志願者倍率 9.8 12.2 10.0 10.5 11.4

※順天堂⼤学がＨＰにて公開している⼤学基礎データ2020「基本情報（表２）学⽣」より抜粋
志願者倍率は「志願者数÷⼊学定員」にて算出。端数処理のため⼩数点第２位を四捨五⼊

⼊学定員
80⼈増
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⼤東⽂化⼤学スポーツ・健康科学部スポーツ科学科
⼊学定員
25⼈増

スポーツ科学科 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年・令和元年

志願者数 1607 1337 1755 1619 1406
合格者数 100 100 125 125 125
志願者倍率 16.1 13.4 14.0 13.0 11.2
※⼤東⽂化⼤学がＨＰにて公開している2019（令和1）年度⼤学評価⽤⼤学基礎データ（様式）

（表２）学⽣〈学⼠課程〉より抜粋
志願者倍率は「志願者数÷⼊学定員」にて算出。端数処理のため⼩数点第２位を四捨五⼊

⽇本体育⼤学体育学部（体育学科・健康学科に限定）
⼊学定員
165⼈増

体育学科・健康学科合計 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年・令和元年

志願者数※₁ 3427 3766 4368 3853 3371
⼊学定員※₂ 780 945 945 945 945
志願者倍率※₃ 4.4 4.0 4.6 4.1 3.6

体育学科 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年・令和元年

志願者数※₁ 2660 2924 3104 3123 2421
⼊学定員※₂ 620 750 750 750 750
志願者倍率※₃ 4.3 3.9 4.1 4.2 3.2

健康学科 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年・令和元年

志願者数※₁ 767 842 1264 730 950
⼊学定員※₂ 160 195 195 195 195
志願者倍率※₃ 4.8 4.3 6.5 3.7 4.9
※₁⽇本体育⼤学ＨＰ・⼊試データ（学部）「令和２年度⽇本体育⼤学体育学部⼊学試験結果」

より引⽤
※₂⽇本体育⼤学HP・保健医療学部設置に関する情報、履⾏状況調査報告書『4.既設⼤学等

の状況』より引⽤
※₃志願者倍率は志願者数÷⼊学定員により算出、端数処理のため⼩数点第２位を四捨五⼊
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【資料12.過去5年分の私⽴⼤学体育学部系統の⼊学志願者動向】

出典『私学振興事業団：令和2年度私⽴⼤学・短期⼤学⼊学志願者動向「学部系統別の動向（⼤学）」』
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帝京平成大学Teikyo Heisei University 

経費支弁書
STATEMENT OF FINANCIAL RESPONSIBILITY 

日本国法務大臣 殿
To Japanese Minister of Justice 

申請者
Applicant 

氏 名：
Full Name 

生年月日：
Date of Bi rth 

国籍：
Nat i ona I i t y 

年 月 日生
Year Month Day 

私は、 上記の者の日本国滞在経費支弁を誓約します。
I hereby p I edge that I w i 11 take res pons i b I I I ty for payment of the above named app I i cant's expenses. 

また、 上記の者が在留期間更新許可申請を行う際には、 送金証明書または本人名義の預金通帳（送金事実、 経
費支弁事実が記載されたもの）の写し等で、 生活費等の支弁事実を明らかにする書類を提出します。 経費支弁が
困難となった場合には、 責任を持って速やかに帰国させます。

Moreover when applicant applies for visa extension, I wi 11 submit documents as evidence of payment such as a remittance certificate, 
or the applicant's bank statement. In case any financial problem occurs. I wi 11 force applicant to return to their home country immediately, 

1、 経費支弁の引受経緯：（引受経緯および申請者との関係について具体的に記載してください。）
Please explain your relationship to the above named applicant, and the reasons why you take financial responsibi I ity. 

2、 経費支弁内容：

(1) 学費 Tuition fee: 口半年 6 month / □年間 1 year 円yen

(2) 生活費 Living expenses : 月額 monthly 円yen

(3) 支弁方法： （振込など支弁事実の証明はビザ更新時に必要となります。）
Method of payment (Proof of payment should be submitted for visa extension.) 

(4) 在日親族と 口同居 Living with Japan-based relative / □不同居 Not I iving with relative 

(5) 申請者がアルバイトにて生活費の一 部を負担する場合 If the applicant wi 11 work part-time 

週 時間 月 円程度の予定
Scheduled working hours per week_ hrs. Scheduled income per month about yen 

経費支弁者 Sponsor

氏名 続柄
Ful I Name Relationship 

現住所 電話番号
Present Address Home Phone 

勤務先 業種
Name of Company Category of Business 

職業 電話番号
Occupation Office Phone 

上記の通り相違ありません。 I hereby declare the above to be true and acurate. 

署名 Signature 日付 Date 年 year 月 month 日day

【資料13.経費支弁書（日英）】
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m.shindo
テキストボックス
【資料14.留学生向け入試概要】
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【資料15.帝京平成大学私費外国人留学生授業料減免規程及び利用状況】
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（減免の取消）

第 8 条 授業料減免の対象学生が年度中に次の各号の一に該当する場合は、 減免を取り消

し、 免除分を追徴する。

(1) 退学及び懲戒処分を受けたとき

(2) 学業不振で、 成業の見込みがないとき

(3) 留学生としての身分を失ったとき

(4) 申請書の記載に虚偽があったことが判明した場合

(5) その他本学学生としてふさわしくない行為があったとき

（所管）

第9 条 この規程に関する事務は、 事務局担当課学生係及び会計課が行う。

（雑則）

第1 0条 この規程に定めるもののほか必要な事項は別に定める。 、e
g
H

（規程の改廃）

第1 1条 本規程の改廃については、 学長が行う。

附 則

（施行期日）

1 この規程は、 20 1 2年 4 月 1 日から施行する。

2 この規程は、 2013 年 4 月 1 日から改定施行する。

3 この規程は、 20 1 5 年 4 月 1 日から改定施行する。

4 この規程は、 20 1 7 年 4 月 1 日より改定施行する。

5 この規程は、 20 1 9 年 4 月 1 日より改定施行する。
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帝京平成大学における私費外国人留学生減免制度　適用状況

適用人数
2018 H30 22
2017 H29 17
2016 H28 8
2015 H27 8
2014 H26 6
2013 H25 7

（人）

年度
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a.suzuki
タイプライターテキスト
【資料16.帝京平成大学ガイドブック】
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【東京・関東、神奈川の外国人留学生】 

帝京平成大学人間文化学科・観光経営学科 外国人留学生の確保と入学後支援について 

学生確保 

入学後支援 

帝京平成大学人文社会学部 

人間文化学科 入学定員 20名 / 3年次編入 5名 

観光経営学科 入学定員 20名 / 3年次編入 5名 

令和 2 年 10 月期生 
1,885 名（入国者数） 

（大学進学者数 380 名） 
令和２年４月期生 

5,140 名（入国者数） 

近郊の日本語学校（指定校） 
ISI 日本語学校グループ 
ミッドリーム日本語学校
早稲田 EDU 日本語学校

大原日本語学院 
日本東京国際学院 

日本語教育経験のある本学教員 
および附属日本語学校教員による 

日本語学習支援 

カウンセラー1 名の採用
と留学相談室の新設

外国語（英語・中国語）を話す 
職員の配置 

学生団体「国際交流キャンパス
メイト」による交流・支援

（日振協調査および本学アンケートなどから分析） 

指定校推薦 

事務組織とも連携して
しっかりサポート 

地域連携 

帝京大学グループ日本語学校 
帝京平成大学附属日本語学校 

千駄ヶ谷日本語教育研究所グループ 

ユニタス日本語学校
帝京マレーシア日本語学院 

特別推薦 相当数が受験 

【資料17.留学生枠図式化】
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【資料18.外国人雇用状況の届出状況】
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42.5 19.2) 19.7 9.3)

【資料19.第2期スポーツ基本計画抜粋『成人のスポーツ実施率とスポーツ参画人口拡大の施策』】

学生確保（資料）－85

出典：「スポーツ基本計画 参考資料 第2期スポーツ基本計画　概要」（文部科学省）



·PDCAサイクルにより運営の改善等を図る総合型クラブの増加(37.9%→ 70%)
・ 地域課題解決に向けた取組を行う総合型クラブの増加(18.4%→ 25%)

③ スポー ツ施設やオー プンスペース等のスポー ツに親しむ場の確保
・ ストックの適正化に閲するガイドラインの活用促進
・ 学校体育施設の開放の在り方に関する手引きを策定し施設を有効活用
・ キャッチボール等が気軽にできる場としてオー プンスペース等の有効活用の促進

④ 大学スポー ツの振興
・ 大学においてスポー ツ分野を統括する部局の設置促進， アドミニストレー タ ーの配

置促進(100大学）
・ 大学横断的 ・ 競技横断的統括組織（日本版NCAA)の創設を支援

2 スポー ツを通じた活力があり絆の強い社会の実現

【政策目標】

社会の課題解決にスポー ツを通じたアプロ ー チが有効であることを踏ま
え， スポー ツを通じた共生社会等の実現， 経済・地域の活性化， 国際貢献に
積極的に取り組む。

(1) スポー ツを通じた共生社会等の実現

① 障害者スポー ツの振興等

（障害者の週1回のスポー ツ実施率：成人19. 2%→ 40%, 7 ,....__19歳31.5%→ 50%) 
・ 地方公共団体等において障害者スポー ツを総合的に振興する体制の照備
・ 障害のある人とない人が一緒に親しめるスポー ツ ・ レクリエー ションの推進
・ スポー ツ施設のバリアフリー化， 不当な差別的取扱いの防止による利用促進
・ 全ての特別支援学校が地域の障害スポー ツの拠点となることの支援

•総合型クラブヘの障害者の参加促進(40%→50%)
・ 障害者スポー ツ指導者の養成の拡充(2. 2万人→3万人）
・ 活動する場がない障害者スポー ツ指導者を半減(13.7%→ 7%)
・ 障害者スポー ツの理解促進により， 直接観戦経験者を増加(4.7%→ 20%)
・ 全ての学校種の教員に対する理解促進， 学校における障害児のスポー ツ環境の

充実

② スポー ツを通じた健康増進
・ スポー ツによる健康寿命の延伸の効果について， エ ビデンスの収集 ・ 整理 ・ 情報発

信
・ 効果的な「スポー ツプログラム」や「ガイドライン」の策定 ・ 普及
・ スポー ツ事故等の情報収集， 安全確保に向けた方策のとりまとめ， 普及・啓発
・ 被災地でのスポー ツによる身体的 ・ 精神的支援

③ スポー ツを通じた女性の活躍促進
・ 女子生徒の運動習慣の二栃化を含め女性特有の課題の整理
・ 女性指導者増加に取り組むとともに， スポー ツ団体における女性登用を促進
・ 女性トップアスリー トについて女性特有の課題に対応した医 ・ 科学支援の実施
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(3) 法人格取得・指定管理者クラブ数

育成されているクラブのうち、法人格を有しているクラブが 899クラブ、指

定管理者として公共施設の管理を行っているクラブが 219クラブとなっている。

囮7 法人格取得数
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図8 指定管理者数
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(4) 廃止・統合等となったクラブ数

育成されたクラブのうち、廃止・統合等となったクラブが 367クラブあり、

その内訳は、「廃止」が 227クラブ、「他の総合型クラブと統合」が 90クラブ、

「総合型クラブ以外のスポーツ団体に移行」が 50クラブとなっている。

図9 廃止・統合等となった総合型地域スポーツクラブ数の内訳
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※参考

廃止：

当該団体が解散する場合

他の総合型クラブとの統合：

当該団体を含む複数の総合型クラブが合併し、 1つの総合型クラブになる場合

総合型クラブ以外のスポーツ団体に移行：

当該団体が、総合型クラブから単一種目の地域スポーツクラブ等になる場合

4 

【資料20.令和元年度総合型地域スポーツクラブに関する実態調査結果概要】
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出典：「令和元年度総合型地域スポーツクラブに関する実態調査結果概要」（スポーツ庁）
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また、創設済みの総合型クラブが廃止· 統合等となった理由は、廃止では「ク

ラブの運営スタッフの確保が困難になったため」が31.3%、他の総合型クラブ

と統合では 「クラブ運営の効率化を図るため」が92.2%となっている。

図10廃止になった理由（複数回答）
N=227クラブ

会員数が減少したため

クラブの運営スタッフの確保が困難になったため

スポーツ指導者の確保が困難になったため

活動場所の確保が困難になったため

財源の確保が困難になったため

活動拠点の公共スポーツ施設・学校体育施設が統廃合されたため

クラブ運営の効率化を図るため

団体の活動方針等を変更したため

その他

31.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

図11他の総合型クラブと統合した理由（複数回答）
N=90 クラブ

会員数が減少したため

クラブの運営スタッフの確保が困難になったため

スポーツ指導者の確保が困難になったため

活動場所の確保が困難になったため

財源の確保が困難になったため

活動拠点の公共スポーツ施設・学校体育施設が統廃合されたため

クラブ運営の効率化を図るため

団体の活動方針等を変更したため

その他

12.2% 

61.1% 

47.8% 92.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

図12総合型クラブ以外のスポーツ団体に移行した理由（複数回答）
N=50 クラブ

会員数が減少したため

クラブの運営スタッフの確保が困難になったため

スポーツ指導者の確保が困難になったため

活動場所の確保が困難になったため

財源の確保が困難になったため

活動拠点の公共スポーツ施設・学校体育施設が統廃合されたため

クラブ運営の効率化を図るため

団体の活動方針等を変更したため

その他

8.0%,
10.0% 

8.0% I 

10.0;o 

40.0% 

10.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

※参考（令和元年度のみの数値）

全国の
1 

①創設済み ①がある ②創設準備中 ②がある ③育成クラブ ③がある 法人格 指定
総数 市区町村数 取得 管理者 1 

廃止 ・ 統合等
市区町村数 クラブ数 市区町村数 クラブ数 市区町村数 （①＋②） ＊重複除く クラブ数 クラブ数 クラブ数

1,741 3461 (84) 1,341 143(15) 115 3,604 1,401 899 219 367 

（）内の数字は活動休止中クラブ数
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【資料21.第2期スポーツ基本計画抜粋『障がい者スポーツ指導員３万人目標』】
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出典：「スポーツ基本計画」（文部科学省）
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出典：「スポーツ基本計画」（文部科学省）
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出典：「スポーツ基本計画」（文部科学省）



【資料22.医療スポーツ学科の有効求⼈倍率及び就職状況】

健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科求⼈者数
190

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年
14275 14450 14864 14262 13465
75.1 76.1 78.2 75.1 70.9

※₁求⼈は本学へ寄せられた企業のうち、医療スポーツ学科の学⽣も応募可とされた求⼈数
※₂有効求⼈倍率は端数処理のため⼩数点第2位を四捨五⼊した数値

業種別就職状況※₃

※₃上記業種別就職状況は医療スポーツ学科トレーナー・スポーツコースのものを掲載

医療スポーツ学科 ⼊学定員

医療スポーツ学科 求⼈数※₁
有効求⼈倍率※₂
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【資料23.第2期スポーツ基本計画抜粋『スポーツを通じた経済・地域の活性化』】

学生確保（資料）－93

出典：「スポーツ基本計画 参考資料 第2期スポーツ基本計画　概要」（文部科学省）



(2) スポー ツを通じた経済・地域の活性化
① スポー ツの成長産業化

（スポーツ市場規模 5.5 兆円を 2020 年に 10 兆円，2025 年に 15 兆円へ拡大）
・ スポーツの成長産業化，地域活性化の基盤としてのスタジアム ・ アリーナの実現
• 各種スポーツ団体等と連携した新たなビジネスモデルの開発支援

・ スポーツ経営人材の育成 ・ 活用，スポ ーツ団体におけるビジネス手法， IT の活用
② スポー ツを通じた地域活性化

・ スポーツツーリズムの推進（スポ ーツ目的の訪日外国人数を 138 万人→250 万人，
スポーツツーリズム関遮消費額を 2,204 億円→3,800 億円）

・ 地域スポ ーツコミッションの設懺促進(56→ 170) , 地域コミュニティの維持 ・

再生
・ オリンピック ・ パラリンピック教育やホストタウンの推進

(3) スポー ツを通じた国際社会の調和ある発展
• 国際競技団体等における役員数の増加 (25 人→35 人）や政府間会合への積極的な

参加等を通じて国際スポ ーツ界の意思決定に参画
・ スポーツ ・ フォ ー・ トゥモロ ーによりスポーツの価値を 100 カ国以上 1,000 万人以

上に広げる
・ 諸外国におけるスポ ーツ情報を戦略的に収集· 分析，スポ ーツ団体等における国際

業務の体制強化
・ ラグビーワ ールドカップ20 1 9及び2020年東京大会について，政府の基本方

針に基づき円滑な開催を支援，ワ ールドマスターズゲームズ20 2 1 関西等に協力

3 国際競技力の向上に向けた強力で持続可能な人材育成や環境整備
【政策目標】

国際競技大会等において優れた成績を挙げる競技数が増加するよう，各中
央競技団体が行う競技力強化を支援する。

日本オリンピック委員会(JO C)及び日本パラリンピック委員会(J p 
C)の設定したメダル獲得目標を踏まえつつ，我が国のトップアスリートが，
オリンピック ・ パラリンピックにおいて過去最高の金メダル数を獲得する等
優秀な成績を収めることができるよう支援する。

① 中長期の強化戦略に基づく競技力強化を支援するシステムの確立
・ 中央競技団体は中長期の強化戦略を実践し，JSC, JOC及びJPCは中央競技

団体の強化戦略を多面的に支援。国は，ここで得た知見をターゲットスポーツの指
定に活用

・ ナショナルコーチやサポ ートスタッフの配置と資質向上，世界トップレベルの
コーチの育成

② 次世代アスリ ー トを発掘・育成する戦略的な体制等の構築
・ 地域ネットワ ークを活用したアスリートの発掘や種目転向の支援
・ 将来メダルの獲得可能性のある競技やアスリートをターゲットとした集中的な強化
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出典：「スポーツ基本計画 参考資料 第2期スポーツ基本計画　概要」（文部科学省）
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【資料24.千葉県体育スポーツ推進計画の概要】

学生確保（資料）－95 出典：第12次「千葉県体育・スポーツ推進計画」概要（千葉県）



［リンクC スポーツ環境の整傭

［施策 1 人づくりの推進

(1) 現状と課題

本県では、地域のスポーツ指導者養成を目的として、生涯スポーツ公認指導員（旧・

社会体育公認指導員）・スポーツリーダー・クラブマネジャー・公認障害者スポーツ

指導者養成講習会等を開催しています。平成 27年度末、生涯スポーツ公認指導員

649名、スポーツリーダー 69名、クラブマネジャー 40 1名、公認障害者スポ

ーツ指導者 63 0名が公認スポーツ指導者として登録されています。

しかしながら、地域スポーツ指導者の高齢化、中高生・障害者への指導者の確保

等並びに専門的に指導できる指導者が不足、更に指導者資格を有しながら十分活用

されていないという現状が聞かれることから、指導者の発掘や養成と併せて、効果

的に活用するため、指導者研修会の情報の発信や指導者バンクに関する情報伝達及

び活用方法の仕組み等の整備を図ることが必要だと考えています。

また、スポーツ分野での表彰については、県民栄誉賞をはじめ、知事表彰、教育

奨励賞顕彰、体育・スポーツ功労者等顕彰（教育長顕彰）等があります。特に体育・

スポーツ功労者等顕彰については、生涯スポーツ功労者・生涯スポーツ優良団体・

優秀スポーツ選手（個人・団体）を毎年表彰しています。

さらに、国体や全国大会等で功績の顕著な個人や団体、世界大会等での功績が顕

著であった個人・団体には優秀スポーツ選手として表彰しています。

全県規模の各種スポーツ大会、障害者スポーツ大会において優秀な成績を収めた

選手及び生涯スポーツの普及•発展に貢献したスポーツ関係者並びに団体を表彰し、

県民のスポーツをするモチベーションの向上を図ることも検討課題のひとつです。

フ
、

(2) 目標・方向性（関連性）

スポーツ指導者の養成・資質向上を図り、有効活用を推進する

ア スポーツ指導者の養成・資質の向上（リンク A・ B) 

イ 表彰制度の活用（リンク D • E) 

(3) 具体的な取組

ア スポーツ指導者の養成・資質の向上

・ 指導者養成講習会の実施

県で養成してきた「生涯スポーツ公認指導員」や「スポーツリーダー」 「ク

ラブマネジャー」「公認障害者スポーツ指導者」講習会の実施時期、実施方法、

講座内容、躾集方法など実施要項の見直しや、県民への周知方法等も含め検討

します。

県体育協会や県障がい者スポーツ協会、各競技団体、障害福祉課、特別支援

教育課と連携・調整を図り、指導者養成講習会の在り方について検討します。

-32 -

【資料25.千葉県におけるスポーツ指導者確保の取り組み】
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出典：第12次「千葉県体育・スポーツ推進計画」全文（千葉県）

m.shindo
ハイライト表示

m.shindo
ハイライト表示

m.shindo
長方形



・ 指導者が活躍できるような連携の推進

子どもから高齢者、初心者からトップレベルの競技者等、地域の誰もが年齢、

興味• 関心、 技術・技能レベル等に応じて、 いつでも活動できるようにするた

め、 これまで県が育成した指導者を含め地域スポ ー ツ指導者の育成や資質の向

上を目指します。

スポ ー ツにおけるけがや事故防止に併せて、 指導上の過失やけが、 事故への

対応、 心肺停止等の突発的な事故に備えたAEDの配備と操作の仕方、 連絡シ

ステムの確認等、 スポ ー ツ指導者としての危機管理能力を高めるとともに、 安

全に対する意識の啓発や事故発生時の迅速な対応のための講習会等を開催し、

地域スポ ー ツ指導者の資質の向上を図ります。

県内外の優れた講師の招聘や、 大学、 消防局等の関係機関と運携・協力し、

指導者の養成及び地域指導者育成の充実を図ります。

年齢や体力に関係なく、 いつでも、 気軽に取り組め、 楽しむことのできるニ

ュ ースポ ー ツ※ 1
7 を各地域や総合型クラブ等に普及するため、 千菓県スポ ー ツ

推進委員連合会や千菓県レクリエ ー ション協会と運携し、 「 ニ ュ ースポー ツ体

験講座」等を実施し、 ニ ュ ースポ ー ツの普及に努めます。

イ 表彰制度の有効活用

・ 要項や受賞者紹介等、 表彰制度の周知

ホ ームペー ジや広報誌等を活用し、 周知の徹底に努めます。

・ 千菓県知事表彰

千菓県表彰規則第2条に基づき、 本県の教育、 学術、 文化若しくはスポ ー ツ

振興又は青少年の健全な育成に貢献し、 その功績が顕著な方を顕彰し、 スポ ー

ツ振興に寄与することを目的としています。

• 生涯スポ ー ツ功労者・生涯スポ ー ツ優良団体の表彰

スポ ー ツ基本法第2 0条及び教育

長顕彰規定に基づき、本県スポ ー ツ振

興に功労のあった方を顕彰し、スポ ー

ツ振興に寄与することを目的として

います。

・ 競技力向上推進本部表彰

国民体育大会において、 3位入賞

までの選手及び監督を表彰し、 県内

競技力の向上を図ります。

, -
一

・ いきいきちばっ子コンテスト 【平成2 7年度体育功労者顕彰式】

「遊・友スポ ー ツランキングちば」表彰

※1 7【ニュ ースポ ー ツ】：世界大百科事典 第2版解説より抜粋

誰でも気軽にすぐに楽しむことのできることを目的に新しく考案され、 アレンジされたスポ ー ツの総

称。 日本独自の表現で、 近代スポー ツに代わる〈新しいスポー ツ〉という意味。
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出典：第12次「千葉県体育・スポーツ推進計画」全文（千葉県）



【資料26.市原市スポーツ推進計画抜粋】
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出典：「市原市スポーツ推進計画」（市原市）



【資料27.医療スポーツ学科の学生数増に関する要望書】
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氏名
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（平成26年4月）
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帝京にしき幼稚園　総園長
（平成29年4月）
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学校法人吉岡教育学園　理事長
（令和3年1月）
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